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　第一章　虚うつろと闇の天てん秤びん







「闇やみを切り裂さく方法を知ってるかい？」





　ずっと前に、そう言われたのを覚えている。


「闇を切り裂く方法？」


　まだ幼おさなかったフェリスはそれに、小さく首をかしげ、目の前の兄を見上げた。


　そこは彼女の家の庭園で。月のない、暗い夜のことだった。


　確たしか彼女がまだ十歳さい。


　そしてあのとき兄にい様は。


「…………」


　ルシルは何歳だったろう？


　と、彼女は考える。


　ひどく大おと人なに見えた。いや、いつもだ。いつも彼は完かん璧ぺきで、彼女など足あし下もとにも及およばないほど強かった。


　だからフェリスはルシルを見上げる。いつも兄様を見上げる。まるで手の届とどかない、遠くのものを見上げるように、彼を見上げる。


　するとルシルは愛いとおしげにこちらを見下ろし、小さく微ほほ笑えむとまた、難むずかしいことを言うのだ。


「そう。闇を切り裂く方法。フェリスは知ってる？」


　それにフェリスはまた、首をかしげる。


「闇なんて斬きれるの？」


「切れるさ。いや、エリス家の剣けんに切れないものなんてない……はず」


「はず？」


　フェリスが問うと、ルシルは笑った。


「その、はずなんだけど……実はまだ、私も闇を切れないんだ。練習してるんだけどね」


「兄様は闇を斬る練習をしてるのか？」


「ああ。確かフェリスは、いま鉄を……」


「鉄はもう斬れる」


「おお、そうか。フェリスは優ゆう秀しゆうだな」


　が、フェリスはそれに、首を振ふり、


「父様と母様はそうは思ってないと思う。兄様と違ちがって出来の悪いクズだと私は言われているからな」


　と、無む表ひよう情じようのまま、平然と言った。


　それにルシルは彼女の頭に手を載のせる。そして髪かみの毛をくしゃくしゃにして頭をなでてくる。


「父様と母様がなんと言おうと、君は優秀だよ、フェリス。自信を持っていい。君は私が持っていない、強い光を持っているからね」


「光？」


「そう」


「私が兄様が持っていないものを、持っているのか？」


「そうさ。だからきっと、君はいつか、私とは違う方法で闇を切り裂くことができるようになる」


「……闇を？」


「そう」


「私が、闇を切り裂けるようになると？」


「ああ」


「……でも、なんのために？」


　なんのために、闇なんかを切り裂くのだろうか？


　フェリスは疑ぎ問もんに思った。そしてそれを聞いた。


　するとその問いに、ルシルはしかし、答えてくれなかった。彼はただ、優やさしく微び笑しようしただけで。


「説明しなくても、できるようになるから」


　彼は、そう言った。


　だが、いまはそれを後こう悔かいしている。


　あのとき、闇を斬る方法をきちんと聞いておかなかったことを、後悔している。


　暗く、深い闇を斬る方法をあのとき、なぜ、聞いておかなかったのかと、自分を責めている。


　なぜならいま、彼女は暗い絶や望みの中にいて。





　そして目の前の信じられない光こう景けいに、強く震ふるえていたから。





　まだ空は暗い、早朝。


　ローランド帝てい国こくの帝都、レイルードから北へ少し離はなれた街かい道どうの脇わき。


　フェリスは、全身を血まみれにして、動けなくなっていた。闇色の獣けものと蛇へびに、両手両足を喰らいつかれ、身動き一つ取れない。


　そしていま、彼女の目の前には夜よりも深い闇と、絶望が広がっている。


　全身黒ずくめの男が妹を殺そうとしているのだ。


　男──フロワードが笑う。悪あく魔まのような真まっ赤かな唇くちびるを、薄うすく、大きく開いて笑う。


　そしてイリスを。血だらけになったフェリスの妹を、フロワードの足下に生み出された十数匹ひきの、闇の獣たちの中へと投げ込もうとしている。


　やめろとフェリスは叫んだ。


　だが、その声は誰だれにも届かない。


　やめてくれとフェリスは叫んだ。


　だがその声はどこにも届かない。


　ただ、ただ、目の前の暗い絶や望みは膨ふくれあがるばかりで。


　それにフェリスは恐きよう怖ふした。


　もう、彼女の体は手も足も千ち切ぎれ、もげそうで動けない。


　なのにライナは助けにきてくれない。


　おまけにシオンは──シオンはこのフロワードの主あるじだというのだ。


　それはもう、驚おどろくほどの絶望だった。


　なにもかもが、真っ黒になってしまったようだった。


　でも、それでも彼女は必ひつ死しに叫んだ。闇を切り裂くために。光を呼ぶために。


「なんで……なんで助けにこない！　ライナ！　私はここだ！　早くこい！」


　だが、その声はやはり、誰にも届かない。


「助けてくれ、ライナ!!」


　その声は、闇を切り裂くことができない。


　どんどん、どんどん、世界は暗く、陰いん鬱うつになっていくばかりで。


　フロワードが薄笑みを浮かべる。


「やめてくれ!!」


　フェリスは叫ぶ。


　だが、やめてくれない。


「頼たのむから……頼むからやめてくれ……」


　だが、やめてくれない。


　フロワードは馬ば鹿かにするように笑うばかりで。


　そして、手を、放はなした。


　イリスが落ちる。


　妹が、黒い獣たちの真ん中へ落ちていく。


「そんな」


　フェリスはとっさに、妹を助けにいこうとした。だが、体が動いてくれない。腕と、足の腱けんがぶちんと切れた音がして、もう、まるで動かなくなってしまって。


「う、噓うそだ！」


　そう叫んだ。


「こんなの噓だ！」


　そう叫んだ。


　だが、噓じゃなかった。


　目の前の闇は、どんどんその濃こさを増ましていく。


　闇の獣が、イリスの細い腕に、足に、腹に、喰くらいついて。


「イリスっ!?」


　フェリスは叫んだ。


　泣きそうな声で叫んだ。


　イリスは必死にもがいている。獣けものに喰らいつかれ、全身から血を噴ふき出しながら、必死にもがいている。


「い、イリス!?　イリス!?」


　フェリスは腱の切れた両手両足を、それでも必死に動かそうとした。


「イリス、い、いま助けるから、待ってろ。あと、あと少しで……」


　腕を、千切ることができる。


　そうすれば、そうすれば少しは、妹のそばへ近づくことが……
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　が、しかしそこで。


　最悪の出来事が起こった。


　フロワードが指を軽く振ると、一匹の獣がイリスの首くび筋すじへその牙きばを。


「やめろ」


　牙を、突つき立て。


「やめてくれ」


　そして、首ごと。


「…………」


　そしてフェリスは悲ひ鳴めいを上げた。


　喉のどが張はり裂けるほどの悲鳴を上げた。


　あまりに。


　あまりに世界がひどいから。


　闇が濃過ぎてもう、なにも見えなくなってしまうほどに世界はひどいから。





『闇を切り裂く方法を知ってるかい？』





　そんなのは、知らなかった。


　この闇を。こんな大きな闇を切り裂くことなんて、できないと思った。


　目の前で、妹が死ぬ。


　彼女はそれをどうにもできない。


　いや、もうすぐ自分も死ぬだろう。出血し過ぎた。意い識しきが朦もう朧ろうとしてきて、なにがなんだかわからなくなる。


　視し界かいが黒く、黒く埋うまっていく。


　意識が薄らぎ、途と切ぎれ始める。


　もうだめだと思った。


　もうなにもかもだめだと思った。


　だがその、


「…………」


　その、薄れゆく意識の中。


　真っ黒に埋め尽つくされた闇の中に、突とつ然ぜん、彼女はさらに深い闇を見つけてしまう。


「…………」


　それはフロワードの、横。


　イリスを喰らっている獣たちの上に、その闇は現あらわれて。


　いや、それは一人の、男だった。闇をまとった一人の男が、現れる。


　そしてその男が言う。


「鈍にび色いろの翼よくを持つ刃は金がね」


　小さくそう呟き、軽く手を振ふるう。


　刹せつ那な。


　イリスを囲かこんでいた獣たちが、あっさり消し飛んでしまった。


　さらにフロワードの足下に膨れあがっていた広い影かげが、まるでなにかに喰い潰つぶされていくように、消しよう滅めつしていく。


　闇が、さらに黒い闇に切り裂かれていく。


　それからその男はゆっくりと地面を見下ろす。体を喰い千切られ、血まみれのイリスの体を、そっと抱き上げる。


　続いてこちらを振り向き、フェリスを、見つめてくる。


　真っ直ぐに、見つめてくる。


　そしてその瞳ひとみを。


　その姿すがたを。


　その闇を、フェリスはよく、知っていた。


　彼女と同じ輝かがやく金色の髪に、やはり彼女と同じ、異常なまでに整ととのった容よう姿し。


　兄の、ルシル・エリスだ。


　ルシルがこちらを見下ろす。


　フェリスはそれに、泣きそうな顔で、兄を見上げる。


　あの、十歳のときと同じだ。


　手の届かない、遠くのものを見上げるような顔で、彼女は兄を見上げ、かすれる声こわ音ねで言った。


「に、兄様……」


　すると兄は、微笑んだ。優やさしい顔。まるでここでは、なんの問題も起きてないかのような顔。


　彼はフェリスを見つめ、そして、穏おだやかな声音で言った。


「……そんな顔をしなくても、大だい丈じよう夫ぶだよフェリス。私がきたからには、もう、おまえたちには指一つ触さわらせない」


「で、でも、もうイリスが……」


　だが、ルシルはそれに、


「イリスは無ぶ事じだ」


　胸に抱かかえていた、妹の姿をこちらに見せてくる。


　するとそこでは、信じられないことが起きていた。体中喰い千切られ、血まみれだったはずのイリスの体に、傷一つないのだ。


　いや、一いつ滴てきの血すら、ついていない。


　妹はただ、穏やかな顔でルシルの胸で眠っていて。


「そ、そんな……イリスは……」


　フェリスが言うと、彼女を安心させるように、ルシルはうなずいてくる。


「言っただろう？　私がきたんだ。なら、君はもうなにも、心配する必要はないんだ、フェリス」


　とそこで、ルシルがまた、片手を上げる。


　するとフェリスの両手両足に喰らいついていた影の化ばけ物ものの姿もあっさり消し飛んでしまって、


「あ……」


　突然体の支えを失うしなったフェリスは、そのまま、地面に倒れそうになる。


　だがすぐに、その体は支えられた。


　どうやって移動してきたのか、いつの間にか背後にいたルシルが、彼女を、後ろから抱きしめてきて。


「……大丈夫かい？　フェリス」


　耳元に、兄の声がする。


　しかしその声に、彼女は答えられない。もう、本当にたくさん、血を流してしまったのだ。


　それは生きているのが不ふ思し議ぎなほどで。


　死ぬ。


　それがわかった。


　体温が失われ、もう、あと少しで自分は死ぬ。


　それがわかった。


　ひどく、寒い。体中がひどく寒くて。


　なのに。


　なぜか恐怖は感じなかった。孤こ独どくも感じなかった。彼女が感じたのは、背中から抱きしめられている温ぬくもりと、大きな安心感。


　それに、フェリスは少し不思議な気分になる。


　以前にもこれと同じ感覚になったことがあったから。


　それは遠い昔の記き憶おく。


　もう忘れかけた遠い昔の記憶。


　その記憶を、背中を抱かれたことで突然、フェリスは思い出した。


　それは彼女が死にかけたときの記憶だった。


　彼女がいつものように、父様と母様に殺されかけたときの記憶。


　全身血まみれで、野のに捨すてられていた彼女の側そばに兄がやってきて彼女を抱きしめた。


　そのときに感じた温もり。


　安心感。


　そして。


「…………」


　そしてあのとき、兄はなにか、妙みようなことを言っていたような気がする。


　なにか、妙なことを。


　その、言葉を、彼女は少しずつ思い出していく。


　ルシルが血まみれのフェリスを抱だいて、そして、言った。


『大丈夫だ。もう大丈夫だ。君は私が守るから。この暗い闇の中から、私が君を救すくってやるから』


　そのときのフェリスには、それがなんのことなのか、まるでわからなかった。


　いや、いまだってわからない。兄がなにを言っているのか、なにをしたいのか、わからない。


　だが、兄は泣きそうな顔で続けた。


『呪のろいを。この狂くるった呪いを、私が一人でかぶってやる。だからもう、おまえはなんの心配もいらないんだ』


　呪い。そうだ。兄は確か、そう言った。


　だが、それはいったい、なんのことだ？　あのとき兄は、なにを言おうとしていたんだ？


　フェリスは思い出す。あのときのルシルの顔を。あのときの兄の言葉を。


『だからもう、おまえは悩まなくていい。『生いけ贄にえの悪魔』と、『馬鹿な勇者』を利用して、私がこの闇を切り裂いてやるから。だから君は外を。光の下を歩け。闇の中を歩むのは、私一人でいい』


　そんなことを、言っていたような。


　そのときのフェリスには、その、兄の言っている言葉の意味がまるでわからなくて、なにも言わなかった。


　ただ、ただ、抱きしめられたのが心ここ地ちよくて。


　一度も。


　生まれてから一度も誰かに抱きしめられたことがなかったから、兄の温もりが心地よくて、なにも言わなかった。


　だが。


「…………」


　フェリスは、薄く目を開けた。


　彼女の顔の上には、兄の、ルシルの顔がある。


　彼はフェリスを抱きしめて、こちらを愛いとおしげに見下ろしている。


　その顔を見つめて、フェリスは言った。


「少し、昔のことを思い出……」


　が、ルシルがそれを、すぐに遮さえぎる。


「思い出さなくていい」


「でも」


「いいんだ、フェリス。君はなんの心配もしなくていい。面めん倒どうなことは全部私がやっておくから……ゆっくり休め。目を覚ましたときにはすべて、終わって、る」


　そして、彼女の目を閉とじさせるように、ルシルが手で目を覆おおう。


　すると視界は再び闇に覆われてしまって、急きゆう激げきに、眠くなる。


　あきらかに、兄が自分になにかをしたのがわかった。無む理り矢や理り意識をどこかへ連つれ去られてしまいそうな、そんな感覚が全身を包つつむ。


　それに、フェリスは顔をしかめた。


　待ってくれ、兄様……という声は、しかし、声にはならなかった。完全に体を、兄の力に支配されてしまっている。


　普ふ通つうのものではない、なにか、特別な力に。


　だがそれを、その力を、兄はいったいどこで手に入れた？


　またフェリスは、兄を遠くに感じた。いつものように、決して手の届とどかない、決して理解できない、決して触ふれることのできない遠くに兄がいるように、彼女は感じた。


　いつもそうだ。


　ルシルは、兄はなにもかもを一人で抱かかえて、彼女が怖こわいと思うほど遠くへといってしまう。いま、兄がいったいなにをやっているのか？　なにを思っているのか？　それすら彼女にはわからない。


　だがそれでも、聞かなければならない。思い出してしまったから。


　また思い出してしまったから。


　あの日の記憶を。


　あの日の言葉を。


　あの日、兄が私を救うと言ったあとの光景を。


　母の首が飛んだ。


　父の体が破は裂れつした。


　その血を全身に受けながら、兄様は優やさしげな表か情おをして振ふり返った。


　そして。


『さあ……もう怖こわくないよフェリス。すべては終わったんだ。これからは私が、君を守ってあげる』


　その、言葉に、子供のころの彼女は震えるだけだった。


　人じゃない、化物としか思えないほど遠くまでいってしまった兄の姿に、ずっと震えるだけだった。


　でも本当は、聞かなければいけなかったのだ。


　兄はどこへいこうとしているのかと。


　兄はいったい、なにをしようとしているのかと。


　いったい兄は。





　兄は私を救うために、なにをしたのか？　と。





　フェリスは目を開き、兄を見上げる。


　そしてかすれる声こわ音ねで、


「兄様は……」


　しかし、言葉はそこまでだった。


　ルシルが小さく、


「寝ねろ」


　そう言った瞬間、なにもかもが、わからなくなってしまった。


　意識が飛ぶ。


　強く、強く、強く抱きしめられている体が、温かくて、心地よくて、もう、なにも考えられなくなる。


　強きよう烈れつな力で、意識を遠くに連れていかれる。


　フェリスはそれに、抗あらがうことができなかった。


　全身の力が抜け落ち、ルシルの体に身を任まかせて、目を閉じる。


　すると視界がすべて、真っ黒に塗ぬり潰されていき、


「…………」


　再び深い闇の中に、すべては消えてしまった。





　　　　◆





　その、光景を。


　ミラン・フロワードは冷たい瞳ひとみで見つめていた。


　化ルシ物ルがそっと、彼の妹を地面に横たえる。


　フェリス・エリスと、イリス・エリス。


　二人の美しい妹たちを見下ろし、ルシルは手を差し出す。


「我わが生せいを移せ」


　小さく呟つぶやくと、彼の手に薄うすぼやけた金色の剣けんが生まれ、それがフェリスの胸へと伸のびていき、突き刺さった。


　するとそこで、信じられないことが起きる。千ち切ぎれかけだったはずの彼女の両手両足が繫つながり、傷が、みるみるうちに塞ふさがり始めたのだ。


　あきらかに死に至るはずの傷が、いまの魔ま導どう技術では修復することが不可能なほどの傷が、何事もなかったかのように回復していく。


　それを見て、フロワードは思わず、苦く笑しようしそうになった。


　そんなことまでできるのか、と。


　その光景はまるで、自分の命を、妹にわけ与あたえているかのように見えた。


　一いつ瞬しゆんそれに、『それをして、あなたの命は減へらないのですか？』などと聞いてみようかとも思ったが、すぐにそれは愚ぐ問もんだと気付いて、やめる。


　こんな狂った化物が、自分の命に興きよう味みなどあるわけがなかった。


　だが。


「……さすがのあなたも、妹の命が失われるのは、怖いと」


　フロワードが言うと、ルシルはこちらを見る。青く澄すんだ、底の見えない瞳でこちらを見つめると、嗤わらった。


「それを確かめるために、わざわざ私の妹を傷きず付けたのかい？」


「いえいえ。もちろん違ちがいます。フェリスさんを襲ったのは、例の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保ほ持じ者しやを捕つかまえるための人ひと質じちにしようと思ったからです……」


　するとそれに、ルシルは楽しげに言う。


「殺したら人質にはならないだろう」


「いえ、殺すつもはなかったのですが」


「つい？」


「ええ。あなたの妹が、あまりにかわいらしかったので……つい、殺しそうに……」


「はは。君にはそういう趣しゆ味みがあるのか」


　フロワードはその問いにかすかに微笑んで、うなずいた。


　だがもちろん、そんな趣味はない。


　そんな無む駄だなことに力を使う気は毛もう頭とうない。初めから、ルシルの反応を探さぐるのが、目的だったのだ。


　いや、ルシルの弱点を探る、と言ったほうがいいだろうか？


　この謎なぞに包つつまれた化物の弱点を探りつつ、ライナ・リュートへの人質も確保できればいいと思っていたのだが、思いの外ルシルの登場が遅おそかったために、フェリス・エリスとイリス・エリスを殺しかけてしまった。


　まあ、それならそれで殺してしまえばいいとは思っていたのだが。


　しかし。


「…………」


　しかしルシルは、助けにきた。


　この化物はわざわざ、陛へい下かの下もとを離はなれて、妹を助けにきたのだ。


　さて。


　と、フロワードは思う。


　さて、このルシル・エリスの行動から読み取れることは、なんだ？


　と、フロワードは思う。


　あきらかに今回のルシル・エリスの行動には、一いつ貫かん性せいがない。


　フロワードが最初に彼を見たときの印象では、彼は、わざわざ無む能のうな妹を助けにくるような人間には見えなかったのだ。フロワードとごく近い、しかしさらに深く、暗い、澱よどんだ闇の中に住まう生き物に見えた。


　だから初めは、フェリスとイリスを襲っても、ルシルが助けにくる可能性は低いと見ていたのだが。


　しかし、それは間違いだったようだ。


　ルシルは彼女たちを助けにきた。


　すなわちそれは、彼にとって、この二人の妹は弱点になりうる存在だということを意味する。


　だがそれにしても少し、解げせないことがある。どうせ助けにくるのなら、なぜもっと早くこない？


　彼なら。


　この化物ならどこにいようと、どれほど離れた場所にいようと一瞬で場所を移動して、助けにくることができる──ように、フロワードには見えていた。


　なら、初めから助けにくればいい。


　妹が傷付けられる前に、助けにくればいい。


　だが、奴やつはこなかった。いや、こられなかったのか？


　どちらにせよ。


「…………」


　ルシル・エリスの力は、この国全土を覆おおっている……というわけでも、ないのか？


　フロワードは目を細め、ルシルを見つめた。


　するとちょうどそこで、ルシルの手から突つき出されていた金色の剣けんが、フェリスから抜ぬかれたところだった。


　どうやら妹の傷の治ち療りようが終わったらしい。もうとっくに死んでいてもおかしくないほどの傷を負おっていたフェリス・エリスの傷は、いまはもう、跡あと形かたもなかった。それどころか喰い千切られ、破やぶれた彼女の服まで修復している。


　まるでフェリスが襲われる前の時間まで、彼女を戻もどしてしまったかのような、そんな、異常な力だった。


　それを確かく認にんしてから、フロワードは言った。


「少し、質問なのですが」


「なんだい？」


「もしかしてあなたは、妹を傷きず付けられて怒おこってますか？」


　が、ルシルは首を振ふる。


「いいや」


　それからフロワードの指にはめられている黒い指輪を見つめ、彼の足あし下もとに再び広がろうとしている影を見下ろして、微笑む。


「あなたのような三さん下したを相手に、後おくれをとる妹たちが悪い」


　それに、フロワードも笑った。


「三下……ですか」


　と同時に、彼の周囲に再び、黒い、影の獣けものが生み出される。


『影かげ狼ろう』だ。彼が指にはめている、『黒こく叡えいの指輪』が生み出している、影の獣。


　その動きは速く、鋭するどい。普ふ通つうの人間では知覚できないほどの動きだ。いや、あの魔法騎き士しですら、太た刀ち打うちできないほどの力をその中に秘ひめている。


　だが、それでも、この化ルシ物ルに比べれば三下以下の存在に見えるのだろう。実際にそうだ。この化物の中には、それほど強大な力が秘められている。


　もしも彼がその気になれば、一瞬でフロワードを殺すことができるほどの。


「…………」


　フロワードは、影の獣を自分の前に配置する。もし、この化物がその気になって、こちらを殺しにきたときに、一秒ぐらいはその動きを止めることができるように。


　それに、ルシルがまた笑った。


「怯おびえてるのかい？」


　だがフロワードはその問いに、あっさりうなずいた。


「……あなたを前にして、怯えない人がいるのでしょうか？」


「君は怯えないと、そう言ってなかったかな？　少なくとも自分自身の死については」


「もちろん死は怖くありません。が……しかしいまはまだ、死ぬ時期ではありませんので」


　が、ルシルはそれにまた笑った。


「時期ではない？　はは。君は、おもしろいことを言うなぁ。誰だれにだって、死の時期は決められないのは、君がよく知っているだろう？　死にたくなくても死ぬときは死ぬし、生きたくなくても、生き残ることもある。さて」


　言って、彼はそっと、手を前に突き出してくる。


「さて。君はどちらかな」


　それに、フロワードは全身を緊きん張ちようさせる。指にはめられている、黒叡の指輪を強く握にぎり込んで、力を支し配はい下かに置く。指輪はフロワードの力を取り込んで、影を強く、大きくする。


　だが、それになんの意味もないことを、彼は知っている。


　この化物を相手に。


　ローランドに絡からみつく、最悪の化物を相手に、この程てい度どの力ではとても太刀打ちができないことを、フロワードは知っている。


　ルシルはフロワードの生み出した影を見て、笑った。


「それで私をどうにかできるとでも？」


　フロワードは首を振る。


「まさか」


「じゃあ、なんの真ま似ねだ？」


「さあ。なんの真似でしょう？」


　言ってから、フロワードは暗く、鋭するどい笑えみを浮かべた。続いて右手を振るう。黒い、漆しつ黒こくの指輪を振るう。


　刹那。


　フロワードの足下の黒い獣たちが弾はじけるように反応する。


　三匹びきの獣が目の前のルシルへと向かって走り出し、襲いかかる。


　もちろんやはり、それに意味がないことはわかっている。ルシルが手を振るうだけで、その獣たちは消し飛ばされてしまう。


　いや、それどころか。


「……ん」


　フロワードは、ルシルが手を振るった場所から、なにか、妙なものが飛んでくるのに気付いた。


　目に見えない、なにか、衝しよう撃げき波はのような……
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　と、そこで。


　フロワードの右腕が、体から切せつ断だんされて、宙を舞まった。


「がぁ」


　血しぶきが舞う。


　強きよう烈れつな痛みが右みぎ肩かたに走る。それにフロワードは右肩を見る。傷の切断面は、異い常じようなほど綺き麗れいだった。いったいなにでそこを切られたのかはわからないが……


「刃やいばを、飛ばしてるのか」


　フロワードはルシルを見た。


　するとルシルは楽しげにこちらを眺ながめながら、まるでこちらを弄もてあそぶかのように再び手を、振るう。するとまた、目に見えないなにかが生まれたのを感じた。その軌き道どうを、フロワードは読む。体を沈しずめ、横に跳とぶ。


　直後。


　彼が元いた場所の地面が、ぱっくりと割れる。地面が裂けてしまう。それも、のぞき込んでも底が見えないほど、深く、深く、切り裂かれていて。


　あきらかにそれは、人の力ではなかった。


　いや、『忘ルー却ル・欠フラ片グメ』ですらない。





　それはまるで、神か、悪あく魔まの……





「…………」


　だがそれに、フロワードはおかしくなる。


　神か、悪魔だと？


　こんな。


　こんな妹が死ぬのを怯えるような小しよう心しんな男が、神のような力を持つと？


　笑わせる。


　本当に笑わせる。


「…………」


　フロワードは、いまだ宙ちゆうでくるくると回転していた自分の右腕を左手でつかむと、切断された右腕ごと、──その指についている指輪ごと、それを振るった。


　そして。


「闇よ、有あれ」


　言った途端、再び闇が生まれる。しかしそれは獣じゃない。刃だ。一本の刃。その刃に、フロワードが生み出すことのできる影を……すべての力を集約していく。


　小さく、細く、強く、固く、鋭く。


　一点に力をまとめ上げていき、それを……


「どうするつもりだい？」


　ルシルは、笑って見ていた。そんな脆ぜい弱じやくな力は、自分には届とどかないとそう思い込んでいる顔で、こちらを見ていた。


　だが、やはりそれもフロワードにはわかっている。


　この程度の力では、この化物には傷きず一つつけられないことを知っている。


　しかしそれでも、フロワードはその、闇色の刃を左手でつかんだ。


　そして、言った。


「あなたをこれで、殺す」


　ルシルが笑う。


「つまらない冗じよう談だんだ」


「いいえ、なかなか、おもしろいことになると思うのですが。しかし自信がおありなら、この刃を打ち消さずに、受けてみてはいかがですか？」


　言って、フロワードは刃を地面にとんっと突き刺す。


　途と端たん、ぐしゃっという、奇妙な音とともに、刃を突き立てた周囲の土が、溶け始める。


　この刃には、そういう力を込めている。


　だがそれを見ても、ルシルはやはり、まるで動じない。まるでフロワードを見下すような、薄うす笑えみを浮うかべて、


「それで君が満足するのなら、受けてやろうか？」


「ぜひ」


「いいだろう。なら、やって……」


　が、そこで。


　ルシルの声が、止まる。


　少しだけ驚いたような顔になり、フロワードを見つめてくる。


　そして、再び薄い笑みを浮かべて。


「……ああ、そうか。今回のこれは……そういうことか」


　そこで初めて、フロワードは余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。


「ええ。そういうことです」


　言葉と同時、フロワードが地面に突き刺していた刃の先が、地面の中を通って、別の場所から飛び出してくる。


　それは、地面に倒たおれている、フェリス・エリスの頭の横から。


　フロワードが頭の中で命めいじれば、すぐにでもフェリス・エリスの首は胴どう体たいを離はなれる。


　もちろん、それをルシルは簡かん単たんに防ぐことができるだろう。


　だが。


　フロワードはあらかじめ、他ほかの手も打ってあったのだ。


　それはここからは遥はるか遠く。街かい道どうを南にいったさきにある、ローランド帝国城の、王の間。


　そこにいま、フロワードが放はなった刺し客かくが、シオンの首にナイフを突きつけているはずだった。


　そう。


　つまりいま、フロワードがやっていることは、そういうことだった。


　まずルシルの妹を手にかけ、助けにくるかどうかを探さぐる。


　もし助けにきたなら、今度は、王城にいる、ルシルが守るべき主君、シオン・アスタールとルシルの妹に、同時に攻こう撃げきを仕し掛かけて、どちらを彼は守ろうとするのかを、調べる。


　さて。


「代々、王の命を守り続けてきた剣の一族は……どちらを救すくうのでしょうか？」


　フロワードの言葉に、ルシルはこちらを見て、言う、


「そんなこと調べるために、君は自分の命を危険にさらしたと？」


　が、フロワードはそれに、


「そんなこと？　私にとっては、そんな単たん純じゆんな話では、ないのですが。エリス家が王を守っていてくれるからこそ、我々は後ろを任まかせて、前へ出ることができる。しかしあなたがもし、妹を人ひと質じちに取られたぐらいで裏うら切ぎるのなら、それはそういうものだとして、対応策さくを考えておかなければならないでしょう？　ですから早めに……」


「実験した、と？」


「ええ」


「それで？」


「結果は、まだ出てません。これからです。これから私は、陛へい下かと、フェリスさんの命を同時に狙ねらいます。あなたがどちらを救うかで、見み極きわめましょう」


　しかしルシルはそれに、また笑う。


「君は、本当におもしろい男だなぁ……そんな実験に、意味があるとは思えないけど」


「意味があるかどうかは、やってみないとわかりま……」


「わかるよ」


　フロワードの言葉を遮って、ルシルが言った。


　ルシルはまた、手を軽く振るう。途端、フロワードが放っていた闇の刃が、消しよう滅めつしてしまう。


　それにフロワードは、


「……妹を、選ぶということですか？」


　ルシルを見つめると、彼はしかし、楽しげに肩をすくめた。


「シオンの周りにいた暗あん殺さつ者しやはもう、細こま切ぎれになってる」


　その、言葉で、


「…………」


　またこの化ばけ物ものについての理解が少し、進んだ。


　フロワードはいま、ずっとルシルから目を離していなかった。だからルシルはこの場所から、離れなかったはずだ。


　だが彼は、フロワードがシオンの下もとへやった暗殺者も殺したという。


　フロワードの攻撃と、暗殺者のナイフ、その二つを同時に消されてしまった。


　これはいったい、どういうことだ？


　まさかルシル・エリスは、二人いるとか？


　いや、その考え方は現実的じゃないだろう。なら、なんだ？　いま、目の前にいるこいつの姿すがたは、本当は幻まぼろしかなにかなのだろうか？


　もしくはなにかもっと別の……


　と、そこで、フロワードの思考を遮って、ルシルが言ってくる。


「いまのはサービスだよ、ミラン・フロワード君」


「……サービス？」


「そう。ま、君もわかってるだろうけどね……本当はいま、シオンの側にいる暗殺者を殺す必要はなかったんだ。だって君は、その暗殺者にシオンを殺すようには、命じてなかったろう？　君には、シオンは殺せないんだから」


「…………」


　その、通りだった。


　フロワードは、暗殺者たちにシオンを殺す振りだけをするよう、命じていた。


　当然だ。自分の主あるじの命を、くだらない実じつ験けんのために犠ぎ牲せいにするはずがない。


　だが、そのすべてが見えている上で、


「でも、殺してみせてやった。なぜだかわかるかい？」


「さあ？」


　フロワードは肩をすくめる。しかし右みぎ腕うでがついていないので、左肩だけが上がってしまい、少し、気持ちが悪い。その右肩に少しだけ目を向けて、それから、ルシルを見た。


「なぜでしょう？」


　するとルシルは笑って、言う。


「それは君がおもしろいからだよ。私にここまで真まっ直すぐ接してこうよとする人間は、初めてだからだ。だから少しだけ、サービスしてやる気になった」


「ほう」


「そして優ゆう秀しゆうな君に、あともう少しだけ種たね明あかしもしてあげよう。君が知りたがっていることを、教えてあげようじゃないか。私の力について。私の弱点について。それは君が、思っているとおりだよ。私にはもう、ほとんど実体がない。ここにいる姿すがたは、虚うつろだ」


「虚、ですか」


「そう。だから……」


　とそこで、ルシルの姿が突とつ然ぜん、消える。


　と思った次の瞬間には、フロワードのすぐ後ろに現れていて、


「だから私は、どこにも存在しないかわりに、どこにでも存在することができる」


　それにフロワードはゆっくりと振り返り、楽しげにこちらを眺ながめている美しい男を見た。


「……それはたとえば、同時に二か所にも？」


　ルシルはうなずく。


「何か所でも。なんなら、君の前で二人になって見せようか？」


　フロワードはそれに、首を振った。


「結けつ構こうです。別に、あなたの言葉を疑ったりはしてませんから」


「そう？」


「ええ」


「そうかな。君の目は、私の言うことをなに一つ、信じてないように見えるけど」


　それにフロワードは微笑んだ。


「いいえ本当に、あなたの言葉を疑ったりはしてません」


　ただ少し。


　少し、饒じよう舌ぜつ過ぎないか？　とは思っているが。


　と、フロワードは思った。


　人が饒舌になるときはたいてい、なにかを隠かくそうとしているときだ。


　そしていま、ルシル・エリスはあきらかに、なにかを隠そうとしているように、フロワードの目には映うつった。


　しかしそれはなんだ？


　なにを隠そうとしてる？


　いや、それとも考え過ぎだろうか？　この化物にとってはすべてが余よ興きようで、自分はただ、ほんの一時のお遊びに、振り回されているだけなんじゃないだろうか？


「…………」


　が、彼はそれを、心の中で否ひ定ていする。


　そんなふうにも、見えない。そんな無む駄だなことを、こいつはしない。


　いま、こいつは、あきらかになにかを隠そうとしている。


　もしくは、どういう理由があるのかはわからないが、なにかを隠そうとしているように、見せかけようとしている。


　なにか大切な弱みをフロワードに握にぎらせないために。


　なにか重要なことを、フロワードに気け取どられないために。


　しかしそれは。


「…………」


　それはいったいなんだ？


　こいつは、なにをしたい？


　フロワードはルシルを見つめる。異常なまでに整った化物の顔を見る。


　そしてその、化物の心の中をのぞき込もうとする。


　暗い闇の奥おくに潜ひそんだ真実をえぐり出すように、深く、深く、化物の心の中へ手を伸のばしていく。


　そして。


「…………」


　そしてフロワードは、言った。


「……まいりましたね。では、あなたは陛へい下かと、妹の、両方を守ることができると……それなら私にはなんの文もん句くもありません。ここは、引き上げましょう」


「そう？」


「ええ。あなたの力はもう充じゆう分ぶん、思い知らされましたから。陛下の命は、あなたに預けておけば安心のようです」


「ではもう、君の好こう奇き心しんは満たされたかな？」


「そうですね。少なくとも腕一本分の好奇心は、充足しました」


　言って、フロワードはもう一度、自分の右肩を見る。そういえばまだ、出血も止めてなかった。


　それにルシルが、


「それもついでに治してあげようか？」


　などと言ってきたが、フロワードはそれには答えず、頭の中で影かげに命じた。


　するとすぐさま彼の足あし下もとの影が反はん応のうする。地面から飛び出してきた球状の小さな影が彼の右肩の傷を覆う。


　続いてもう一つ、影が飛び出してきて、切せつ断だんされた右腕の傷口も覆う。


　そしてその、二つの影と影をくっつける。


　これで、右腕は体に再び、接着するはずだった。といっても腕を切断されたのなんて初めてだったので、うまくいくかはいまいち自信がなかったが、『黒叡の指輪』にはそういう使い方もあるということを、先祖が残した古文書で見たことがあった。


　あの忌いまわしい祖先、聖せい騎き士しハルフォード・ミランの古文書で。


　フロワードは接着した腕を少し、動かしてみる。続いて指先が動くかを確かく認にんする。


「…………ん」


　かすかな痛みを感じたが、しかし、おおむね切断前と同じだけの感かん触しよくが、その腕にはあった。


　それにルシルが薄く驚おどろいたような顔をして、


「ほう。見事なものだ」


「いえ、あなたの力にはまるでかないませんけどね」


　なにせ、ほとんど死にかけの人間を治ち癒ゆしてみせたのだ。あれほどの力を見せつけられて、見事と言われても、まるで嬉うれしくない。


　ルシルは小さく微ほほ笑えんでから、言った。


「で、これからどうするんだい？」


　それにフロワードは地面に倒れているフェリスの姿に目をやって、


「ライナ・リュートを、捕とらえにいきます。情報では北の、街道の分かれ道にいるとのことなのですが……彼への人ひと質じちとして、フェリスさんを」


「構かまわないよ。使ってくれ。ただ……」


　それにフロワードは、うなずく。


「大だい丈じよう夫ぶです。傷きず付けませんよ。あなたが妹さんを大切に思っていることは充分わかりましたから」


「なら、好きにしろ」


　ルシルはそう言った。そして踵きびすを返す。消えようとする。


　それにフロワードは、続けた。


「しかしまあ、あなたがライナさんを捕らえてくれるのなら、それが一番楽なのですが……」


　が、しかし、その言葉が終わる前に、ルシルは消えてしまった。まるで初めから、そこにはなにもなかったかのように、存在も、気け配はいも、姿も、なにもかも消えてしまって。


　それにフロワードは、消えてしまったルシルの、元いた場所を見つめる。


　そして。


「……虚、ねぇ」


　そう呟いた。


　それは果はたして、本当のことなのだろうか？


　さっきの、ルシルの言葉を思い出してみる。


　自分は虚だと言ったときの、彼の言葉を。


　自分はほとんど実体がない。どこにも存在しない。しかしだからこそ、どこにでも存在することができる。


　ルシルは、そう言った。


　つまり、フロワードがいつ、どこでなにをやったとしても、監かん視しし、対たい処しよすることができる、ということだ。


　だが、それは本当なんだろうか？


「…………」


　フロワードは、地面に倒れているルシルの美しい妹たちを見下ろす。さっきまで彼に殺されかけていた二人の少女を見下ろす。


　そして思う。


　ルシルが本当に、すべての場所に存在し、監視の目を張はり巡めぐらせているのなら、なぜ、妹たちが殺されかける前に救いにこられなかった？


　確かにシオンのほうへフロワードが放っていた暗殺者の存在を、ルシルは、この場所にいながらにして感知して、対処した。


　だが、なぜ同じことを妹にはできなかった？


　いや、もしくは本当に、


「……私のような三さん下したには、妹は負けないと、そう思っていたか？」


　フロワードはそう呟き、しかし、首を振った。それはないだろう。フェリス・エリス程度の力では、私の力には到とう底てい及およばない。


　そのくらいのことが、ルシルにわからないはずがない。


　ならなぜ、助けにくるのが遅おくれた？


　とそこで、フロワードはエリス家の伝説を思い出してみる。





　エリス家は代々、王を守る一族で。


　彼らが守っている限り、ローランド国内では、王の命に触ふれられる者はいない。





　だがこの伝説は、よく読めばローランド国内に限り、王の命の安全は保証されているという意味でしかなく、裏を返せばローランド王が国外に出たとき、その命をエリス家は守らないということになる。


　実際にルシル・エリスは、シオンがネルファ皇こう国こくへ表ひよう敬けい訪問したときも、ついていっていない。


　しかしそれは、ついていかなったのか？


　それともついていけなかったのか？


　もし、それが後者だとして、今回のことはどうなる？


　ルシルは国外には出られない。


　ルシルはローランドの中央──王城にいるシオンのことは、襲われる前に救うことができた。


　しかし王城から少し離れたここでは。むしろネルファ皇国やルーナ帝国にほど近い、この街道では、妹を助けにくるのに少し、時間を要した。それはもう、あと少し遅おそければ、手遅れになるほどに。


　さて。


　この三つの出来事はいったい、なにを意味している？


　この事実はなにを指し示している？


　答えはこうだ。


「……ローランドの中心を外れるほどに……」


　ルシル・エリスの力は、弱まっていく。


　それもローランド国内ですらそうなのだ。ここからさらに中心を外れ、国外へ出たなら……


「その姿を、維い持じすることすらできないんじゃないですか？　どうです？　エリス公こう爵しやく？」


　その問いに。


「…………」


　しかし、ルシルの答えはない。


　いや、違ちがうか。


　答えないんじゃない。あなたは私のいまの問いを、


「聞いてないんだ」


「…………」


「どこにでも存在すると言ったはずのあなたの目は……実際にはここまで届いていない」


「…………」


「だから助けにくるのが遅れた」


「…………」


「だから妹を助けにくるのが遅れた」


「…………」


「だが、と言って、それが大きな弱みになるとも思えないんですよねぇ。いまだにあなたは強大な化ばけ物もので、私には手に負おえないほどの深い闇を抱かかえている……なのに……」


　なのに彼はいったい、なにに怯おびえている？


　と、フロワードはそう、自分に問いかけた。


　なにをあんなにも饒舌に、自分の力や、弱点について語る必要があった？


　フロワードの目を、なにから逸そらそうとしている？


　その答えは。


「…………」


　しかし、もう出ていた。


　とそこで、フロワードは真まっ赤かな唇くちびるを大きく開き、笑みを浮かべる。暗く澱よどんだ、悪あく魔まのような笑みを浮かべる。


　ルシルは、妹を助けにきたのだ。


　あのローランド最大の化物が、妹を助けにきたのだ。


　それは彼の中に残った、かすかな人間味からか？


　それとも兄きよう妹だい愛あいから？


　感かん傷しようから？


　違うだろう。


　あれほどの化物が、そんな瑣さ末まつなものに動いているとは思えない。意味のない行動をするとは思えない。


　じゃあなぜ、奴やつは妹を助けにきた？


　理由は簡かん単たんだ。


「…………」


　フロワードは無む言ごんで地面に倒れている彼女の姿を見る。


　美しい貌すがたの女を見る。しゃがみ込んで、その顔にそっと触れる。フェリスはそれに少しだけ顔をそむける。


　死ぬはずの女が、気持ちよさそうに眠っている。


　それにフロワードは、笑った。


　ルシルが隠したいことが、わかったから。


　彼が妹を助けにきたタイミング。口く調ちよう。表情。そのすべてが、一つのことを指し示していた。


　彼は、妹を助けにきた。しかしそれは少し遅いタイミングで。一歩間違えれば、妹は死んでいたはずだった。


　でも、それでも彼は、よかったのだ。


　死ぬのがイリス・エリスなら、問題がなかった。


　だから彼は、ここにくるのは遅れていない。


　彼は。


「…………」


　ルシルは、フェリスだけを助けにきた。


　しかしその理由は？


　それはわからない。だが、片方の妹の命には興きよう味みがなくて、もう片方には異常なほどの執しゆう着ちやくを見せる、というのは……


「……少し、泳がせてみる必要があるか……？」


　とそこで、フロワードは手で、フェリスの口と鼻を塞ふさいでみる。ルシルにどういった力で眠らされたのかはわからないが、彼女はまだ、意い識しきを取り戻さない。


　ただ、苦しそうに顔をしかめていき、白い頰ほおが、うっすら赤みを帯おびていく。


　このまま口と鼻を押さえ続ければ、彼女はあっさり死ぬだろう。それを眺めながら、彼は続けた。


「それともルシル・エリスにとって、彼女が本当に大切なものならば……ここで、殺しておくべきか」


　もしかしたらそれこそが、ルシルにとっての大きな弱点かもしれなかった。彼女の中のなにかが。彼女が生きていることによってもたらされるなにかが、ルシルの弱点かもしれなかった。


　それをフロワードに知られないように、ルシルは警けい戒かいしている。


　いや、殺そうとすればまた、彼は現れるだろう。ローランドの中心からは遠いから、また少し到とう着ちやくは遅れるかもしれないが、それでも彼はまた、現れるだろう。


　そうすれば今度こそ、フロワードは彼に殺されるかもしれない。


　ここでフェリスを殺すことは、フロワードにはできないのだ。


　だが。


「…………」


　だが国外では、どうだ？


　奴の力は、国の外までは及およばないはずだ。


　国外で……彼女を殺そうとしたとき、奴はどうでる？


「…………」


　とそこで、フロワードは立ち上がった。


　すると彼の頰に、水すい滴てきが落ちてきた。空を見上げる。もう時刻は朝の八時をだいぶ過すぎているはずだった。


　にもかかわらず、ほとんど陽ひが出ていない。真っ黒い雲が空を覆おおい尽つくしている。


　雨か、と言ったときにはもう、雨あま足あしはどんどんと強くなり始めていた。


　空が光り、稲いな妻ずまが走る。風もかなり強い。ちょっとした嵐あらしだ。


　それにフロワードは、


「…………」


　地面に横たわるルシルの弱みを、見下ろす。彼女は雨と、雨に濡ぬれてふやけた土に汚れて、早くも泥どろ々どろになり始めている。


　いまだ目を覚まさない。


　それを見つめ、彼はあらためて、考える。


　さて、これからどうしようか？


「…………」


　彼女を人ひと質じちにして、ライナ・リュートを捕らえることはおそらくたやすい。


　だが。


　ライナ・リュートをいま潰つぶすのと、ルシル・エリスの弱みを国外へ出すのとでは、


「どちらが重要でしょう？」


　しかしそれは、問うまでもなかった。


　彼は再び、頭の中で影に命じる。すると彼の足あし下もと。雨にぬかるんだ土に広がっている影が動き出し、二匹ひきの獣けものが生まれる。


　そしてその獣たちは、フェリスと、イリスの服の襟えり首くびを嚙かんで、ずるずると引きずり始める。


　街道に出すのだ。そうすれば、通りがかりの誰だれかが倒れている彼女たちを見つけて介かい抱ほうするだろう。


　まあ、この雨だから誰も街道を通らないかもしれないが、どうせそのうち目を覚ます。


　そして彼女たちは、ライナ・リュートと合流して、国を出るのだ。


　それはルシル・エリスの手の届かない、遠くへ。


「……私が彼女の体を切り開いて、中を調べることができるだけの距きよ離りを、ルシル・エリスから保たもてる場所へ」


　フロワードが放った影の獣の姿が、野原の、草の中へと消えていく。引きずられていくフェリスたちの姿も見えなくなる。


　ずるずると引きずる音も、雨音にかき消されて、もう聞こえない。


　雨音。


　地面を強くたたきつける激はげしい雨音に、フロワードは再び空を見上げた。


　途端、また、空が光る。すぐに轟ごう音おんが響く。稲妻は、かなり近くで落ちたようだった。


　それに。


「……旅立ちには……」


　それにフロワードは笑って、


「素す晴ばらしい空そら模も様ようじゃありませんか」


　そう言った。


　そして目を空から下ろし、目の前に延びていく街道の先へと向ける。


　ローランドの中心から離れ、ネルファ皇国とルーナ帝国へと向かう、街道のさき。


　そこにはライナ・リュートが待っているはずで。


　いや、フェリスがここで意識を失ってからもう、それなりに時間がたつので、彼女がこないことを心配して、そろそろ戻ってくるかもしれない。そうすれば街道で倒れているフェリスとイリスの姿を見つけるだろう。


　案外もうすぐ側そばまで戻ってきているかもしれない。


　となると、


「……あまりここでぐずぐずしているわけにもいきませんね」


　言って、彼は踵きびすを返した。そして足場の悪い、ぬかるんだ野原の中を歩き始める。


　空は相変わらず暗い。


　だがそれを、彼は不ふ快かいだとは思わない。


　強い雨に濡れながら、彼はゆっくりとまた、ローランド帝国の中心へと戻っていった。




　第二章　恋と愛の天秤







　それとほぼ、時を同じくして。


　フェリスとイリスが転ころがされた街かい道どうから、少し北へいったところにある、アソールド茶ぢや屋やに、ライナ・リュートはいた。


　待ち合わせているはずのフェリスの姿すがたが見えなくて、おまけに雨まで降ふり出して、なにかあったのかなと少しだけ心配になったところで、突とつ然ぜん。


「……イナ」


　そんな、声が聞こえた。


　雨あま音おとにかき消されて、いまいち明めい瞭りようではなかったが。


「……ライナ」


　今度は、はっきり聞こえた。


　名前を呼ばれている。


　それに彼は、待ち合わせに遅おくれまくっているフェリスがやぁあああああっとやってきたのかと思い、


「……やっとお姫ひめ様さまの到とう着ちやくかな？」


　なんて言って、突然の雨に逃にげ込こんだ、アソールド茶屋の軒のき先さきから街道のほうを振ふり向く。


　しかしそこには、


「…………」


　やはり、フェリスの姿はなくて。


　んぁ？　なんだ？　確かに、誰だれかが俺おれを呼んだ声が聞こえたような気がしたんだけど……


　と、彼が首をかしげたところで、もう一度。


「……ライナってば！」


　呼びかけられた。


　しかしその声は、南のほうからではなく、北のほうからで。


「ほえ？」


　ライナは、振り向いた。


　雨で、いまいちかすんでいる街道の向こうへ目を向けた。


　するとそこには、一人の女が立っていて。


「…………」


　しかし、そこに立っている女は、フェリスじゃなかった。もう一目見ただけで、あきらかに彼女とは違ちがうのが、わかる。


　まず、背の高さからして違うのだ。背がわりと高いフェリスよりは、もう少し低い。髪かみの毛の色も違う。フェリスは金きん髪ぱつだが、彼女は、肩かたまで綺き麗れいに伸のばされた、赤毛で。


　それに声も、あきらかにフェリスのものじゃなかった。


　フェリスの感情がとぼしい、起き伏ふくのない声とは違う、もっと親したしげな、嬉うれしげな、そんな声。


　そしてその声を。


　その声をライナはなぜか、知っていた。


　ずっと。


　ずっと長い間聞いてなかった声。


　遠い記き憶おくの中にある、彼にとって一番平和だったころの記憶の中にある声。


　ライナも、そしてシオンもまだ十七で。学生で。そのころの記憶の、仲なか間まの中に、彼女はいた。いつもライナにつきまとって、口うるさく世話ばっかり焼いて。


　でも最後は。


　最後は彼女も、泣きながら去っていった。


　彼女はいまは亡なきエスタブール王国からの間スパ者イで、しかしローランドの貴族に妹を人ひと質じちに取られて利用されていたのだ。


　仲間を裏切って、ライナや、シオンや、そしてたくさんの仲間を裏切って、たくさん、本当にたくさんの人が死んだ。


　でもそれは、彼女の責任じゃない。あのころは時代が悪かったし、彼女にはどうにもできない問題だった。


　しかし彼女はその責任を感じて、国を出てしまった。


　そう。


　彼女は国を、ずっと昔に出ていってしまったのだ。


　なのにその彼女がいま、目の前にいる。


　いや、もうかつての彼女とは、だいぶ違うのかもしれない。


　かつてショートカットだった赤毛の髪は、肩まで伸ばされている。幼おさなさが残っていた顔も、少しだけ大おと人なびて、綺麗になっている。


　でも目は変わらない。強気で、凛りんとして、でも、どこか弱そうな赤い瞳ひとみは、昔とまるで変わらなかった。


　その瞳が、いま、目の前で嬉しそうにライナを見ている。彼女は笑え顔がおで、


「ライナ!!」


　強い雨あま音おとに負けない、強い声で、そう言った。


　彼女に名前を呼ばれるのは本当に久しぶりで、ライナはそれに、呆ぼう然ぜんとした声こわ音ねで、


「……キファ」


　そう言った。


　彼女の名前を。


　キファ・ノールズという、昔の、友達の名前を。


　途と端たん。


　嬉しそうにしていたはずの彼女の顔が、みるみる歪ゆがんでいく。


　泣きそうな顔。口は笑っているのに、いまにも泣きそうな顔。


　涙なみだは見えない。いや、もう流れてるのかもしれないけれど、強い雨に隠かくされてしまって、それを見つけることができない。


　ふいに彼女が走り出す。こちらに向かって。


　ライナはそれに、動くことができない。ただ、本当に呆然と、彼女が駆かけ寄ってくるのを見つめるだけで。


　そして。


「…………」


　キファが茶ちや店みせの軒下に飛び込んできた。


　彼女はライナに抱きつく。


　それに彼は押おされて、背中を、まだ閉しまっている茶店の扉とびらにぶつけてしまう。


　そしてそのまま。


「…………」


　キファは、なにも言わなかった。ただ、ライナに強く抱だきついてくるだけで。


　その、突然自分の胸に押しつけられた、キファの頭を見下ろして、


「…………………………え、え～と、その、あの、き、キファ？　だよね？　本物？」


　なんて馬ば鹿かなことを、ライナは思わず聞いてしまった。彼女はライナを知っていて、泣きそうな顔で突然抱きついてきていて、それが、本物じゃないわけないのに。


　ただ、もうずっと前に国を出たはずの昔の知り合いの女の子がいきなり現れて、突然抱きつかれてしまったので、彼は動どう転てんしてしまったのだ。


　ライナは自分に抱きついてきている彼女を見下ろして、少し、困こまったような顔になる。


「ああ、ええと、あ～、なんだ。久しぶり……」


「…………」


　しかしそれにも、キファは答えない。さらに彼女は、抱きつく力を強くする。顔を、ライナの胸にうずめる。


　それに。


「…………」


　それにライナはもう、なにか言うのをやめた。


　困ったような顔で、彼女を見下ろす。彼女はもう、雨でびしょびしょに濡ぬれていて。綺麗な赤い髪に、水の滴しずくが光っている。抱きついてきている華きや奢しやな体も、ずいぶんと冷たい。


「…………」


　ライナはそれに、ぎこちない手で彼女の肩かたを抱だいてやると、


「……濡れたままだと、風か邪ぜひくぞ？」


　小さく、そう言った。


　するとその言葉に彼女は顔を上げる。


　彼女の真まっ直すぐな赤い瞳と、目が合う。


　すると彼女の目はうるんでいて、やっぱり泣いていたんだということが、わかった。彼女は少しだけ恥はずかしそうに顔を赤らめている。でもそれ以上に嬉しそうに、ライナの顔を見上げて、悪いた戯ずらっぽく笑って見せた。


「あ～、もう、ライナってば、私がいない間になんか、女の扱あつかいうまくなってない？　このスケベ」


　なんて突然言われて、ライナは顔をしかめる。


「久しぶりに会ったってのに、いきなりそれ？」


　するとキファはまた笑った。


「だって～。前のライナは、こんなふうにしてくれなかったもん」


　言ってから、彼女は自分の肩に回されたライナの手に、そっと触ふれてくる。そして、


「前に……あの、牢ろう屋やの中で私がライナにキスしたときはもっと……もっとライナは緊きん張ちようして……」


　という言葉が終わる前に、ライナは、触れられた手を、引っ込めた。


　それから目を白黒させながら、


「え、あ、あ、ちょ、キファ、い、いきなりそんな話を……」


　と慌あわてた口く調ちようで言うと、


「あ、そんな感じそんな感じ」


　キファはまた、笑った。それから引っ込めたライナの手を追うように、彼女は手を伸のばしてくる。そして彼の手を握にぎる。


　ライナはそれを、とっさに振りほどこうとするが、それにキファが一いつ瞬しゆん、


「…………」


　一瞬、悲しそうな顔をしたから、振りほどけなくなる。


　手を握られる。彼女の手は、温あたたかい。そういえば抱きつかれている胸も、彼女の体温と、吐と息いきで、温かくなってきている。


　それなら。


「…………」


　それなら、いいかと、ライナはちょっとだけ思う。彼女の冷えた体が、それで少し温まるなら、まあ、それでもいいかと、彼は思う。


　でもそれにキファが微ほほ笑えんで、再びライナの胸に顔をうずめてきてしまい、なんかもう、恋こい人びと同士が本当に抱き合ってるような形になってしまい、


「……う～んと」


　ライナはそれに、本当に困った顔になった。


　ってかね、えー、これはえーと、どういう状じよう況きようなの？


　えーとえーとえーと、俺ってばその、あー、どうすりゃいいんだ？　これ？


　と、一人頭の中でぐるぐるしていると、キファが言った。


「ねぇライナ」


「う？」


「あの……私がさ……ライナに、最後に会った日に言った言葉、覚えてるかな？」


　それに。


「……最後に会った日の、言葉？」


　ライナは、思考を巡めぐらせた。


　そして思い出す。


　彼女と最後に会った日のことを。


　それは牢屋の中での出来事だった。


　エスタブールとローランドの二重間スパ者イだったキファは、用よう済ずみになると牢に入れられてしまい、それを救うために、ライナは軍の上層部と取り引きをして、自分が抵てい抗こうせずに牢に入る代わりに、彼女を釈しやく放ほうしてやってくれと言った。


　それはもう、三年前の話だ。


　そのころの、遠い記憶を、ライナは思い出す。


　あの日。


　すべてが変わってしまった、あの日。


　戦場で仲間たちがみんな死んで、最後の平和な日々を失ってしまった、あの日ことを。





　あの日。


　シオンは自分を責めて、上にいくと言った。軍の上層部へ。この国の一番上へ昇のぼり詰つめて、すべてを変えてやると、そう言った。もう誰も泣かないように。誰も傷きず付かないように。


　そしてその言葉通り、あいつはそれを実現してしまった。彼はこの国の王になり、すべてが、なにもかも変わった。本当に、すごい奴やつだと思う。ちょっと頑がん張ばり過ぎの馬ば鹿かだけど。





　そしてあの日。


　ライナはめんどくさいと言って、なにもしなくなった。例によって仲間が死ぬのにうんざりして。誰かを傷付けることに恐きよう怖ふして。そして、逃にげたのだ。牢に入り、二年もの月日をのんべんだらりと過ごした。唯ゆい一いつやったことといえば、勇者の遺い物ぶつについてのレポートを書いたぐらいだ。だが結けつ局きよく、それ以外はなんにも頑張らなかった。頑張らなかったからいま、こんなことになっている。シオンが泣いて、この国はおかしくなってしまった。





　そしてさらに、あの日。


　キファは、牢に残したライナのことをシオンに任まかせて国を出たと、あとからシオンに聞いた。エスタブール、ローランドときたから、他ほかの国も見てみたいと言って出ていったらしい。その、国を出るときの彼女が、どんな想おもいを胸に秘ひめていたか、ライナは知らない。だがそれでも彼女は、国を出ていってしまった。


　でも、その前に。


　牢の中で、ライナとキファが入れ替かわる前に、最後の会話を二人は交かわしていた。


　三年前。


　この国の中で、もっとも警けい備びが厳げん重じゆうな牢ろう獄ごくの中で、二人は話した。


　ライナはいつものごとく眠ねむそうで。


　でも、キファは泣いていた。泣きながら、彼女はライナにキスをしてきて、言ったのだ。


『ライナのこと、なんで私、好きになったのかわかった。警けい戒かいする必要がないくらいやる気がなかったから……安らげるから……そう思ってたけど違った。ほんとは優やさしいから。ほんとは強いから。だから……だから、あなたも化ばけ物ものなんかじゃないよ。私が保ほ証しようする。二度と自分のこと化物だなんて言ったら、許さないから』


　その、彼女の言葉を思い出して。


「…………」


　ライナはまた、顔をしかめる。


　彼女もまた、ライナに手を差し伸べてくれていたのだ。


　シオンが、フェリスが、差し伸べてくれていたのと同じ手を、こちら向かって差し出していた。


　自分は人を殺してしまう化物で、人を愛す資し格かくなんてないと思い込んで逃げ続けていたのに、彼女はこんな化物に、好きだと言ってるのだ。


　でもそこでも、ライナは逃げた。そしてその後の三年も、ずっと逃げ続けてきていた。


　そしてなにもかもが手て遅おくれになってから、気付くのだ。


　シオンがおかしくなって。国がおかしくなって。フェリスが泣いて。キファが泣いて。ミルクが泣いて。タイルやトニーやファルも、ビオも、ラフラも、プエカも死んでしまって。


　なにもかもが手遅れになってから、気付くのだ。


　みんなが、手を差し出してくれていて、俺はそれを、一つも取らなかったと。


　最後に会った日。


　キファはもう、言ってくれていたのに。


『ライナは化物なんかじゃない。少なくとも私は化物だなんて思わない』


　それにライナは。


「…………」


　ライナはいまも、そうは思えてないけれど。自分は化物で、危き険けんで、人を傷付けてしまうかもしれないことを、いまも恐おそれてはいるけれど、でも、もう逃げないようにしようとは、思っている。


　もう二度と、逃げないようにしようとは思っている。


　だからライナはそれに、


「……ああ、覚えてるよ。キファは、俺のことを化物じゃないって言ってくれ……」


　が、それを遮さえぎって、彼女が輝かがやかんばかりの笑え顔がおでこちらを見上げ、


「私がライナを好きって言ったの、ちゃんと覚えててくれたの!?」


　そう言った。


　それにライナは、


「って、そっち!?」


　瞬間、彼女の表情が真まっ赤かになる。


「え？　え？　そ、そ、そっちってどういうことよ！」


「え、あ、あ～……いや……あ、あれだろ？　その、キファは俺のこと、友達としてす、好きって……ことじゃ……」


　が、ライナの言葉は続かない。


　キファが、うるんだ瞳のまま、真まっ直すぐこちらを見つめてくるから。


　ライナの目を。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』と呼ばれる、忌いまわしい呪のろいのかかった瞳を、彼女は真っ直ぐ見つめてくる。


　それにライナは思わず、顔をそむけそうになる。瞳を見つめられることに、耐たえられなくなる。


　自分の、化物の宿やどった瞳をのぞき込まれるようで。人殺しの瞳をのぞき込まれるようで、居い心ごこ地ちが悪くなる。


　いや、彼女はもう、知っているはずなのだ。


　彼女の目の前で、ライナは暴ぼう走そうしたことがあるのだから。


　瞳の暴走を止められなくなり、ライナは、周囲にいる人間を、殺しまくった。


　エスタブール王国の魔ま法ほう騎き士しを皆みな殺ごろしにして、さらには仲間であるはずのシオンとキファまで、殺しそうになった。


　自分は化物。


　呪われた化物。


　誰だれかの愛情を受け入れる資格なんてない。


　誰かに愛される資格なんてない。


　そんなのは、わかっているのに。


　彼女にだってわかっているのに。


　彼女は、真っ直ぐ見つめてくる。


　ライナの目を。


　呪われた目を。


　気味の悪い、中央に朱しゆの五ご方ほう星せいが浮き上がっている黒い瞳を。


「…………」


　彼女は、愛いとおしげな目で、見つめてくる。


　それにライナは。


「…………」


　ライナは。


「………………」


　が、そこで突とつ然ぜん。


「……くうううううううううううううううううううううううううううううん!!」


　そんな、叫さけび声が上がった。


　雨が降り続ける街かい道どうの、向こう。


　南の方角から、


「くううううううううううううううううううううううううううん!!」


　という、絶ぜつ叫きようするような、少女の声が響ひびいた。


　それにライナは、


「へ？」


　と顔を上げる。


　続いてキファも、


「え？」


　と、振り返る。


　すると街道の向こうから、さらに、


「野や獣じゆうくうううううううううううううううううん！　助けろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」


　そんな声が、聞こえてきた。


　そしてそれも、聞き覚えのある声だった。


　かわいらしい、澄すんだ声。


　しかしそれは、あの、迷めい惑わく暴ぼう走そうだんご悪魔の妹の声だと、すぐにわかる。


　それに、ライナは声のほうを見る。


　するとひどい雨の中。


　少女は立っていた。


　金色の長い髪に、異常なまでに整ととのった容よう姿し。フリルのたくさんついた服に、背中と手には、いくつものリュックが下げられているという、姿すがた。


　フェリスの妹の、イリス・エリスだ。歳としは確か、まだ十歳さいぐらいだったか？　あれ、もう十二になったんだっけ？


　まあ、でも、いまはそれはいい。


　そのイリスが、こちらを見るなり、


「野獣くんっ!!」


　と、もう一度叫んだ。


　するとそれにキファは、


「野獣くん？」


　不ふ思し議ぎそうに、こちらを見上げる。


　それにライナは、


「…………」


　答えない。


　ちなみに野獣くんというのは、フェリスが勝手にライナのことを『ライナは夜中になると、女を襲おそうために街を徘はい徊かいする、野獣に変身するのだ！』なんて言って以来、その妹のイリスにはずっとこの名で呼ばれているのだが、まあ、それを説明するのもめんどくさいので、とりあえず無む視しすることにして。


　ライナは、雨にかすむイリスの姿すがたに目をこらした。


　するとその、少女の顔が少しだけ見えて。


「……なんだぁ？」


　ライナは思わず、そう呟つぶやいた。


　いつでも元気で、いつでも迷惑全開なはずのイリスの顔が、いまは妙に泣きそうに、歪ゆがんでいるのだ。


　とそこで、キファが聞いてくる。


「……知り合い？」


　ライナは、うなずいた。


「相あい棒ぼうの、妹だ」


「……相棒？」


「ああ」


　適てき当とうにうなずいてから、もう一度、イリスを見る。しかしあきらかに少女の様子がおかしい。彼女の足なら、この茶屋の軒のき先さきまでやってくるのに、数秒もかからないはずなのだ。


　なのに、彼女はこちらにこようとしない。


　それどころか彼女は踵きびすを返し、こちらに背を向けて、なにか、重いものを地面から引っ張り上げようとしている。


　だがそれがなんなのかがわからない。あまりにも雨が強くて、足あし下もとのほうがどうなっているのかがいまいち見えな……


「…………」


　が、そこで。


　イリスが地面から、それを持ち上げる。


　持ち上がってきたのは、彼女と同じような顔をした、絶ぜつ世せいの美女の顔だった。


　びしょ濡れの金色の長い髪に、白い肌はだ、整った顔。


　だがその顔の目は、閉とじられている。顔色も、あまりよくない。


　それは意識がないのか。


　それとも。


　それとも死んでいるのか？


「……フェリス!?」


　ライナは叫んで、飛び出した。


「あ」


　と、キファは驚いた声を上げるが、いまはそれを気にしている場合じゃなかった。


　あきらかに、なにかまずいことが起こっている。


　イリスが泣きそうで。


　そしてあの、化ばけ物ものみたいにわがままで、迷惑で、強いはずのフェリスが、地面に倒れているのだ。


　あきらかにそれは、異い常じよう事じ態たいだった。


　ライナは雨の中を全力で走る。フェリスが倒れている場所にものすごい勢いきおいで近づいていく。


　近づけば近づくほど、状況がまずいことがわかる。イリスは、この雨の中、フェリスを引きずってここまできたのだ。


　二人とも雨と泥にまみれて、ひどい姿になっている。


　ライナは二人の側そばに到着するなり、言った。


「いったい……いったいなにがあった!?」


　するとイリスは泣きながら、


「ね、姉ねえ様さまが……姉様が殺されちゃった……」


「なっ」


　瞬間、ライナの心臓が、止まりそうになった。


　殺された？


　フェリスが？


　フェリスが、殺されたって……じゃ、じゃあフェリスはもう……


「…………」


　が、ライナが指を彼女の首に当てると、フェリスの首から、雨に濡れて冷えきってはいるが、かすかな体温と、しっかりとした脈みやくを感じることができた。


　それにライナはイリスを見て、


「い、生きてるぞ？」


　するとイリスは、涙なみだでぐしゃぐしゃの顔で、うんうんうなずく。


「し、し、死んだけど、生き返ったのぉ」


　という言葉に、


「はぁ？　死んだけど、生き返った？」


「うん」


「ってその、あ～、そりゃどういうことだ？」
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　と、ライナがまるでわからないという顔で聞いたところで、キファが追いついてきた。


「もぉライナってば、足速すぎ……」


　しかしライナはそれに、答えない。


　すると彼女も、ライナがフェリスの首に手を置いているのを見て、真ま顔がおになった。


「……死んでるの？」


　が、ライナは首を振ふる。


「いや、脈はある」


「体温は？」


「冷えてるけど、問題ないと思う」


「でも、このまま雨に濡れてるのは……」


「あ、あ、そっか」


「移動させましょう」


　言って、キファがフェリスの足を抱かかえてくれる。


　それにライナも、


「ああ」


　うなずいて、フェリスの首と、背中を抱える。それからそのまま、元きた道を戻もどる。


　そして再び軒下に戻ると、キファが茶ちや屋やの扉とびらを叩たたいて、


「すみませーん。怪け我が人にんがいるんですが、中に入れてもらえませんか？」


　声をかけた。


　その、キファのあまりの手て際ぎわのよさに、ライナは呆ぼう然ぜんとしてしまう。


　というよりも、自分のなにもできなさに、ちょっとうんざりする。


　またしても動転したのだ。


　イリスが泣いていて、フェリスが殺されたと聞いて、ひどく動転してしまったのだ。


　だが、ぼやぼやしている暇ひまは、本当はないはずだった。


　ちょっとの間にいろいろありすぎて忘れていたが、いま、ライナとフェリスは、ローランド中の軍から追われている逃亡者なのだ。


　もしかしたらフェリスは、その追おつ手てにやられた可か能のう性せいもある。いや、もしかしたらじゃなく、間違いなく、そうだろう。


　その追手は、もう、このそばにいるかもしれない。


　あのフェリスをこんなふうにする奴やつだ。今度の追手は、いままでのとは比べものにならないような相手だろう。


　本当に、ぼやっとしている場合じゃない。


「ったく、しっかりしろよ、俺」


　ライナは言って、小さく息を吸すった。


　するとそこで、茶屋の店主がでてくる。ライナも見知っている、ひげ面づらの親おや父じだ。


　親父はフェリスを見るなり、


「フェリスちゃん!?　いったいこれは……」


　それにキファが、


「気を失っているみたいなんです。雨も降っているので、少し、中で彼女を休ませてあげたいんですが」


「も、も、もちろんだ。さあ、早く中に入って」


　それにキファが、こちらを振り返る。ライナはそれにうなずいてから、


「キファ」


「うん」


「俺は一度……」


　が、ライナの言葉が言い終わる前に、


「わかった」


　キファはうなずいた。それから、彼女はフェリスを受け取って、茶屋の中に入っていく。


　ライナが言おうとしたことが、すべて、なにも言わないうちに彼女には伝わってしまって。


「…………」


　ライナは、苦く笑しようする。


　そして、そうだよな、っと、また、過去のことを思い出す。


　キファは、彼女は、優ゆう秀しゆうだったのだ。


　あの、ローランド帝国王立軍事特とく殊しゆ学院の中でも彼女は優秀で、おまけに人気もあって、そのせいで彼女になにかと目をかけられていたライナはみんなにさらに嫌きらわれていて。


　でもそれは、好都合だった。人と付き合いたくない彼は、彼女のおかげでみんなに嫌われたのが、楽だった。


　いや、彼女もそうだったのかもしれない。彼女も本当は間スパ者イで、でも、人を騙だまし続けるのに耐たえられるほどは強くなくて、だから、一番落ちこぼれで、嫌われていたライナのそばにいたのかもしれない。


　そして二人で、人を寄せ付けないようにして生活していた中に。


　シオンがきたのだ。


　キファと、ライナを仲間にするために、学院の中でもダントツの成せい績せきだったシオンが二人をスカウトにきた。


　その、学院時代の光景を思い出して。


　キファと過ごした日々や、初めて出会ったころの、いけすかない優等生を演じていたシオンの姿を思い出して、ライナは微笑んだ。


　それから、彼は振り向く。


　全身を緊きん張ちようさせ、神経を張り巡めぐらせる。


　周囲に敵てきがいないかを、確かく認にんするのだ。フェリスをあんなふうにした追手が、この近くにいないかを、確認する。


　しかし耳を澄ましてみても、敵の気配を感じることはできなかった。もしかしたら敵はもうすぐそばにいるかもしれないが、しかし、いかんせん雨が強すぎる。


　すべての音を、雨あま音おとがかき消してしまって、なにも、感じ取れない。


　ただ、それでも。


「……殺さつ気きは感じられないな」


　まあそれも、当てにはならないが。


　なんせフェリスを倒すことができる奴やつなのだ。気配を消すことなど、たやすいだろう。


「…………」


　ライナは、雨の中に一歩、踏み出してみる。


　だが敵の反応はない。


「いるのか？」


「…………」


「いたら、返事してくれると、俺おれ楽らくなんだけどー？」


　というライナの言葉にも、


「…………」


　敵はまるで反はん応のうしなかった。


「いないな、こりゃ！」


　と、ライナはさらに大きな声で言ってみるが、もちろんそんなのに反応する敵はいない。


　しかし、どうやら本当に、この周囲には敵はいないようだった。


　というか、もしいたのなら、あの、フェリスが死んだかもしれないということに動転しまくって、正しい判はん断だんができなくなってしまっていたライナを襲っていたはずだ。


　あのときが、一番無む防ぼう備びだった。


　だが、攻撃はなかった。


　ということは、


「……追手は、いないのか……でもじゃあ」


　誰がフェリスをやったんだ？


　もしくは、追手にやられたんじゃないのか？


　まあそのへんについても、イリスを泣きやませてから聞けばすむことだが。


「……イリスの話はいっつも、要よう領りようを得えないからなぁ……」


　ライナはげんなり言いながら、体の緊張を解といた。それからまた、踵きびすを返す。


　フェリスとイリス、そしてキファがいる茶屋のほうへ向かって、歩き出す。


　そして彼は、


「もしくはフェリスが目を覚ましてくれれば……」


　と、言いかけたが、その自分で言った言葉に、自分でげんなりして、


「いや、姉あね貴きのほうがもっと、要領得ないか……」


　うめくように言いながら、ライナは笑った。


　とにかく、緊急事じ態たいは一ひと山やま越えたようだった。まだ、気を抜ぬくことはできないが、とりあえずはフェリスを起こして、話を聞けばいい。んでもってそれから、キファの話を……


「…………」


　が、そこでまた、ライナの思考は止まってしまった。


　とりあえずの緊急事態の一山は越えたが、さっきまで訪おとずれていたもう一つの緊急事態の一山を思い出したから。


　キファの凛りんとした赤い瞳ひとみ。


　真っ直ぐにライナを見つめる、彼女の瞳を思い出して。


「……う～んと」


　彼は、困ったように頭をかこうとして、しかし、彼のいつも寝ね癖ぐせがついてぼさぼさのはずの黒い髪は、いまは雨にべったりと濡れてしまっていて。


　ライナはそれに、


「……あ～、国を出るなら手入れめんどくさいから、髪、短くしようかな」


　なんて、いつもだって手入れなんかしないくせに、現実逃とう避ひ気味に、そんなことを言ってみた。


　それからもう一度キファと、フェリスがいる茶店を見つめ、


「…………はぁ」


　小さくため息をつくと、彼は、茶店へと向かって、歩き出したのだった。





　　　　◆





　突然のことだった。


　突然、世界の、なにもかもが変わってしまった。


　それは本当に突然で。でも、そのきっかけはあまりにもゆったりとしたものだったから、最初は誰だれも気付かなかったと思う。


　いや、いまだって、気付いてない人のほうが多いんじゃないだろうか？


　熱ねつ狂きようする民みん衆しゆう。


　歓かん喜きする人々。


　ここ、ローランド帝国の景け色しきは、もう、まるで変わってしまって、いまや強い熱気に包まれている。


　圧あつ倒とう的てきなまでに魅み力りよくのある、完かん璧ぺきな王、シオン・アスタールが、ついに世界に覇はを唱となえるという。


　まず手始めにネルファ皇こう国こくを蹂じゆう躙りんし、次はどこだ？


　ルーナか？


　カッスラーか？


　ローランドの力を、思い知らせてやれ。


　英雄王の力を、思い知らせてやれ。


「…………」


　ほんのちょっと前までは、この国の民たみはみんな、平和を喜よろこんでいたはずなのに。


　貴族たちが粛しゆく清せいされ、軍の規き模ぼが縮しゆく小しようされ、その独占されていた富が、民衆に還かん元げんされているのを喜んでいたはずなのに。


　久しぶりに訪れた平へい穏おんに、誰もがみんな、喜んでいたはずなのに。


　突然。


　本当に突然、世界の景色は変わってしまった。


　優やさしい王に恵めぐまれた平和な国から、英えい雄ゆう王おうが導みちびいていく、軍事国家に。


　他国を喰くい潰つぶして、笑う国に。


「…………」


　そう。


　永遠かと思われた平和はもう、壊こわれ始めていた。


　でも、それに彼女は驚いたりはしない。


　きっとそうなるって、思ってたから。


　永遠に平和な国。


　誰もが笑って暮らせる国。


　誰も泣かない。


　誰も傷きずつかない。


　本当に、完璧な世界。


　完全な世界。


　でもそれは。


　それはあまりに完璧過すぎて。


　ちょっとでも触れれば、壊こわれてしまいそうなほどに完璧過ぎて。


「…………」


　そして、壊れた。


　きっと誰も触れてなかったのに、それは壊れてしまった。


　その、もう壊れてしまった景色を。


「…………」


　ミルク・カラードは、眉まゆをひそめて眺ながめていた。


　柔やわらかい亜あ麻ま色の髪に、もう十七になったというのに、いまだに童どう顔がんで、幼さの残るくりくりの大きな瞳。ローランドの軍服に身を包んだ、小こ柄がらな体。


　その小さい体の背せ筋すじをぴんっと伸ばし、彼女は、なるべく遠くまで見えるように目をこらす。


　ちなみにいま、彼女がいるのは、真っ黒に塗ぬり潰されている建物の屋上だった。


　彼女が所しよ属ぞくしているローランド帝国軍『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊の、官かん舎しやの屋上。


　その屋上にある、給きゆう水すい塔とうのさらに上に、彼女は立っていた。


　この官舎は元々高台に建っているから、給水塔の上にあがると、背の低い彼女でもこの国のほとんどの景色を眺めることができるような気がする。


　すべてが見えるような気がする。


　だからその給水塔の上から。


「…………」


　ミルクは、この国の様子を、じっと眺めていた。


　今日は風が強い日で、彼女の髪がゆらゆら揺ゆれる。


　もう、朝八時を回っているというのに、空は暗い。もしかしたら今日は雨になるのかもしれない。


　彼女は空を見上げ、それから、視線を少し、落とす。


　すると目の前にはローランドの城下街が広がり、さらにその先には平原や、山さん脈みやくへと続く。


　ここから眺める景色も、もう、ここ数年でがらっと変わってしまっている。


　平原が減へり、街が広がり、治ち水すいが進み。


　この国はどんどん、どんどん、活かつ気きづいていっている。


　それはかつてのあの、狂くるったローランドをもう、思い出せないほどだ。


　狂った王に、狂った貴族たちが統とう治ちしていたかつてのローランド。


　その国を、シオン・アスタールが一気に変えてしまった。


　いま、この城下街に広がっているのは、笑え顔がおと、生きる希望と、英雄王への期き待たいだ。


　完全無む欠けつの英雄王なら、もっと、自分たちの暮らしをよくしてくれる。


　完璧な英雄王に任まかせておけば、すべてが素す晴ばらしい方向へしか進まない。


　さあ、英雄王についていこう。


　さあ、英雄王が進む道を進もう。


　さあ、英雄王と一いつ緒しよに、他国の民たみを虐ぎやく殺さつしながら、すべてを奪うばおう。


　なにも考える必要はない。


　英雄王は、間違ったりしないのだから。


「…………そんなはず、ないのにね」


　ミルクは街を眺めながら、小さく呟いた。


　彼女は知っているのだ。


　王の弱さを。


　シオン・アスタールの弱さを。


　本当に、たった数回会ったことがあるだけだけど、ミルクには、彼の弱さが見えていたような気がする。


　優やさしい微笑みに、気け高だかい眼まな差ざし。


　完璧なまでに隙すきのない、王。


　だが、彼は完璧過ぎるからこそ、脆もろい。


　人は独ひとりじゃ生きられないのに、彼はすべてを独りで抱かかえ込もうとしている。


　そして、誰にも見られていない場所に隠れては、独りきりで、声にならない悲鳴を上げ続けるのだ。


　寂さびしいって。


　助けてくれって。


　誰だれか、誰か俺おれを見てくれって。


　それがどれほど辛つらいことなのか、ミルクは知ってる。


　人は決して、独りでは生きられないことを、ミルクは知ってる。


　なぜならミルクはもう、一度死んでいたから。


　あの孤こ児じ院いんの中で、自分はこの世界で、誰にも愛されてないんだって、たった独りなんだって気付いたとき、もう、彼女の心は一度、死んでいたから。


　でもそれを、ライナが引き戻してくれた。


　ライナが死ぬなって言ってくれて。


　ライナがあの、疲れたような、困ったような、でも優しい黒い瞳で彼女を見つめてくれて。


　彼女の、生きる意味を見つけてくれて。


　だから。


　だから彼女はここまで、生きてこれたのだ。


　そして生きていたらいつか。


　いつか彼に……ライナにもう一度会って、それでお礼を言えたらいいなって、頑がん張ばってこれたのだ。


「…………」


　とそこで、彼女はふいに、眉まゆをひそめた。


　少し、嫌なことを思い出してしまったから。


　ずっと探し続けていて、やっと再会したライナの側そばに、妙みように見た目が綺麗な金髪の女がいつもいるのを思い出してしまって。


　そしてその彼女が、ライナを笑わせるのだ。ミルクが見たことがないぐらいの楽しそうに、彼女はライナを笑わせるのだ。


　それに。


「…………」


　それに少しだけ、寂しい気分になる。


　自分がああなれたらいいなとずっと願っていた位置に、もう、先せん約やくがあったから。


　もちろん、ライナが笑うのは嬉うれしい。


　昔は……あの、孤児院にいたころのライナは、あんなふうには笑わなかったから。


　天才と呼ばれた殺人機き械かい。


　彼は深い傷を負おって、なにもかもをあきらめてるような顔をしていた。


　いつもめんどくさそうな、それでいて、泣きそうな顔をしていた。


　その彼を、ミルクには笑わせることができなかった。


　でも、いま、彼は嬉しそうに笑う。


　彼をそうさせたのは、自分じゃない。


　そのことに少し。


　少し、


「……う～、これ、考えないようにしてるのになぁ」


　彼女は、自分の胸を押さえて、笑った。気を抜ぬくと泣きそうになる弱い自分に、だめよ！　と叱しかりつけて、笑え顔がおを浮かべようとする。


　でもやっぱり、涙なみだが出そうになってしまう。


　だけど、それは仕方ないと思うのだ。泣きそうになるのは、仕方ないと思うのだ。


　だって、ずっとずっと、彼にもう一度会うのを夢見て生きてきたんだから。


　長い長い時間を。


　辛くて、悲しくて、寂しい時間を、彼にもう一度会ったらどうしようかなって。なんて言おうかなって。どんな顔で彼に会ったらいいかなって。私のこと覚えてるかなって。まずはやっぱり、お礼を言おうって。あなたのおかげで、ここまで生きることができたってお礼を言おうって。そんでもってそんでもって、最後に私が言った言葉、覚えてる？　って。あ、もちろんあんなのは子供のころの言葉で、あの、そんなのに、意味なんてないかもしれないけど。で、でもでも、私はずっと、そうなったら、いいなぁって、思ってきたんだよって。その……ライナと、もし、生きてもう一度会えて、お礼を言えたら、あの、お嫁さんにしてもらえないかなって……ってそんなこと自分から言えるわけない～ああもう、ライナに会ったらきっと私なにも言えなくなっちゃいそうだなぁ。お礼だって、照てれて、言えなくなっちゃうかもしれない。でも、でももし彼に会ったら。


　もし生きて、もう一度彼に会えたなら……


「…………」


　辛いことがあった夜に。


　悲かなしいことがあった夜に。


　枕まくらを抱えて、いつも、そんなことを考えていたのだ。


　その、考えていたすべてが、


「……うまく、いかなかったけど……」


　呟いて、彼女は半泣きの顔で、笑った。


　やっと再会した日。


　ミルクは動転してしまって、頭が真っ白になってしまって、全然想像してたような再会にはできなかったのだ。


　お礼だって言えなかった。


　それをいつも悔くやんでるけど、でも、いま、ライナが笑って生きていてくれたことは、本当に嬉しいのだ。


　それが自分にじゃない、誰かのおかげだったとしても。


　もしもライナが。


　ライナが、あの娘このことを。


「…………」


　あの娘このことを好きなんだったとしても……私はライナが好きだから、ライナが笑うのは、嬉しい。


　とそこで、もう、我が慢まんの限界だった涙が目から溢あふれてきて、


「あ、あ、いや、その、な、涙は出ちゃうけど！　で、でも、ほんとなんだよ？　ライナが笑ってるのは、嬉しいんだよ？」


　なんて、彼女は独り、誰もいない空に向かって言いい訳わけしてみる。


　もちろん、空からの返事はない。


　それに、ミルクは笑った。


　その、自分の馬ば鹿からしい姿すがたに、彼女は笑った。


　そして。


「それに……」


　と、彼女は呟く。


「それにいまはもう……」


　いまはもう、彼女は、独りじゃないのだ。ライナが生きろっていってくれて、頑張って生きていたら、嫌なこともたくさんあったけど。ううん。嫌なことのほうが多かったかもしれないけど。でも、そのすべてを吹っ飛ばすぐらい、泣きそうなほど嬉しいことだって、たくさんあったのだ。


　ルークに出会って。リーレに出会って。ラッハに。ムーに出会って。ミラー少しよう佐さがしぶい顔で怒おこりにきて。


　そして、みんなで家族になろうって言ってくれたのだ。


　ルークが言ってくれた言葉を、彼女はいつも、思い出す。


『私たちはあなたが好きで、部下になった。好きだから一いつ緒しよにいるんです。だからあなたには、いままで失ってきたものを取り戻してほしいし、幸せになってほしい。私たちは国のために戦うわけじゃない。人のために戦うんです。自分の目に映うつる、大切だと思える人たちを、少しでも救えるように……』


　それにミルクも、同じことを思っている。


　ルークたちが好きで、だから一緒にいる。


　みんなが、いままで失ってきたものを取り戻すお手伝いができたらいいなって、思っている。


　国のために戦うんじゃない。


　ルークたちを。家族を守るために、戦うんだ。


　自分の目に映る、大切だと思える人を、一人でも多く救うために戦うんだ。


　だって。


　だってもう、独りじゃないんだから。


　暗い夜だって、寂しくないんだから。


　だから。


「…………」


　だからたとえ、ライナが振り向いてくれなくても……


「…………」


　とそこで、


「……隊長」


　そう、呼ばれた。


「ミルク隊長」


　それに、ミルクは振り返らない。いや、いまはまだ、振り返れない。涙が、でちゃってるから。こんな姿を見られたら、また、みんなに心配されちゃうから。


　だから彼女は慌あわてて手で涙を拭ぬぐった。


　もちろんそんなことをすれば、いま、ミルクがどんな状態なのか、すぐにバレちゃうだろうけど。


　でも、彼女は涙を拭う。そして、一度虚こ空くうに向かって笑え顔がおの練習をしてから、振り返った。


　すると給きゆう水すい塔とうの下には、彼女の、部下たちがいる。


　彼女の、家族たちがいる。


　ルーク・スタッカートが。


　リーレ・リンクルが。


　ラッハ・ベラリオールが。


　ムー・ベラリオールが。


　彼女はその、仲間たちを見つめて、微ほほ笑えんだ。


　するとムーがこちらを見上げ、


「いやーどこにいるかと思ったら、ずいぶんと高いところまで、登りましたねー!!」


　と、ちょっとだけ羨うらやましそうに言うので、ミルクは笑った。


「ここは私の特等席なのです！」


　するとムーが寂しそうに、


「えー、じゃあ僕は登っちゃだめってことですか？」


「いいよ！」


「え、いいの!?」


「いいよー！　ムーだけ特別だよ！」


「やったね！」


　なんて会話をしている横で、ラッハが今度は、


「ええええ、ムーだけって、俺おれは俺は？」


「もちろんラッハもいいよー！　でもミラー少佐は顔が怖こわいからだめ～」


　という彼女の言葉に、みんなが笑う。


　それからリーレが空を見上げ、


「……さて、隊長。そろそろ下りてきませんか？　たぶんもうすぐ、雨が降ると思うのですが」


　その言葉に、ミルクももう一度、空を見上げた。確かにもう、空はかなりやばそうだった。いまにも降り出しそうだ。


「……雨が降ったらそこは、危ないですよ」


　その言葉に、しかし、ミルクは微笑んだ。


「でも、もう少しだけ」


　もう少しだけ、ここにいたいと、思った。


　するとそれに一番背の高い、一番年長の──といっても、まだ二十六歳になったばかりなのだが──ルークがうなずいて、


「じゃあ、私だけ、少しご一緒させてもらおうかな」


　言って、ひょいひょっいと、給水塔を登ってくる。


　そして彼女の横に、並ならぶ。


　給水塔は縦たて長ながで、そのてっぺんはそれほど広い形になっていないので、二人で並ぶと、それなりに窮きゆう屈くつだったりする。


　そこにルークは並んできて、それから、


「……なにを、隊長は眺ながめてたんですか？」


　言って、ミルクが見ている方向へと、目を向ける。


　それにミルクは、


「……街を」


「ふむ」


「それとこの国の、未来を」


「なるほど」


　ルークはうなずいて、目を細めた。いつも穏おだやかで、まるで保ほ育いく園えんの保父さんかなにかのように優やさしい彼が、実は、ものすごく頭がいいことを、ミルクは知っている。


　いや、さっきまでわーわー言っていたラッハやムーも、それに、いつも冷れい静せいなリーレも、彼女が知っている優しい顔とは別の、本当の顔を持っていることを、彼女はもう、知っている。


　みんなみんなミルクなんかよりは優ゆう秀しゆうで、だから、遠くまで未来が見えているはずで。


　だから、ミルクの話なんてきっと、聞く必要はないのに、ルークは、優しい声こわ音ねでこちらを向いて、聞いてくる。


「それで隊長には、なにか見えましたか？」


　それにミルクは、首を振ふる。


「……ううん。見えなかった。でも、やらなきゃいけないことはたくさん……」


「見えた？」


「うん」


　彼女がうなずくと、ルークは微笑む。


「……ほとんどの人は、自分がやらなきゃいけないことが、見えてませんからね。それがきちんと見えているなんて、やはり隊長は素す晴ばらしいです」


　それにミルクは笑って、ルークを見た。


　彼はやはりいつものように、優しそうな顔をしている。


　その顔を見つめて、彼女は頰をふくらませて言った。


「もう、ルークたちはお世せ辞じばっかりなんだから」


　しかしルークは肩をすくめて、


「お世辞じゃありません。真実ですよ」


「へぇ～んだ。もう私ってば、ルークがほんとはすっごい頭がいいことも、私なんかより全然強いことも、知ってるんだからね。ほんとは、私のほうがルークたちの部下になるべきなのに……」


　が、そこで、ルークは彼女の言葉を遮る。


「いや、本当に……私たちはあなたの部下でいることを、誇ほこりに思ってるんですよ。あなたはそこにいるだけで、私たちに笑え顔がおをわけてくれる。本当はたくさん辛い思いをしてるはずなのに、健けな気げにいつも笑っていて、人のことばかりを考えていて……」


「で、でもそれはみんなだって同じ……」


　しかし、ルークは首を振って、


「同じじゃありません。私の手は……私たちの手はあなたが思っているよりもずっと、ずっと汚よごれている。もう、未来に夢を見ることができないほどに、汚れているんです」


　と、そう言った。


　そして彼は、自分の手を見つめる。細い、そして長い指。どちらかというと色白な掌てのひら。


　そこには汚れ一つついていないが、ルークの目は、どうやら別のものを見ているようだった。


　それはかつて奪うばった命の感かん触しよくか。


　それとも血液の温度か。


　どちらにせよ、それを見るときのルークの表情が、いつもとはまるで違ったから、ミルクはなにも言えなくなる。


　彼は深い悲しみを背せ負おっていて。


　でも。


「…………」


　彼はこちらを見つめ、再び優しく微笑んだ。


「……でも、もしかしたらもう一度、夢を見てもいいんじゃないかって、あなたを見ていたら、思えるんですよ、隊長。あなたを笑顔にすることができるんなら。家族を……新しくできた家族を守ることができるんなら、もう一度この汚れた手で、光を追いかけてみてもいいんじゃないかって……そう思うことができる。私だけじゃない。リーレも、ラッハも、ムーも、そう思ってるはずです。実力がどうこうとかはおいておいても……あなたの部下でいることに、不満を持っている奴やつはいません」


　ルークはそんなことを言って。


　ミルクはそれに、


「…………」


　それに、ただ、微ほほ笑えんだ。


　もうそれ以上、なにも言うことはなかったから。


　だって。


　私だって、同じ気持ちなのだ。


　やっとできた家族を。やっとできた仲間を守るためなら、もう一度頑がん張ばってみようって、もう一度生きてみようって、そう思えるから。


　一度死んだはずの自分を、ライナが生かしてくれて。


　そしていま、みんなが支えてくれている。


　だからもう、全然孤こ独どくじゃないのだ。


　全然寂しくないし。全然悲しくない。


　それどころかもう、自分の周りには大切なものだらけで、くらくら目め眩まいがしちゃいそうなほどだ。


　だから。


　だから彼女は、言った。


「……じゃあ、私が隊長で、いいね」
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　するとルークはそれに、少しだけ悲しげに微笑んで、うなずいた。


　それは、儀ぎ式しきだった。


　彼女にとっては、とても大切な儀式。


　大切なものを並べて、片方だけを選ぶ、儀式。


　そして、彼女はルークから目をそらし、城下街を再び見つめる。


　そしてその向こう側。


　北のほうへと向かっている街かい道どうへと目を向ける。


　その、街道を見つめて、彼女は言った。


「……ライナは、ちゃんと国を出れそう？」


　ルークはうなずいた。


「はい。あなたの命令どおり、いまのこの国の状じよう況きようをまとめた資料を渡わたして、手助けしておきました。あとは彼がうまく動ければ……」


　しかしそれを遮さえぎって、ミルクは言う。


「ライナはうまくやれるよ、きっと。だって彼は……」


　私が好きになった彼は、私とは違って天才だもん。


　という最後の言葉は、呑のみ込こんだ。


　それにルークが、ミルクの横顔を心配げに見つめ、


「……本当に、彼についていかなくても……？」


　なんて聞いてくるが、それに、彼女はただ、泣きそうな顔で笑うだけで、答えなかった。


「…………」


　そりゃ。


　そりゃついていきたいけど、でも、悲しいかなそれは彼女の仕事じゃないのだ。


　少し前にルークからこの国の闇やみについて聞いて。


　ルークたちがいままで、いったいなにを想おもい、なにをやってきていたのかを聞いて。


　シオン・アスタールの抱かかえる闇について聞いて。


　ライナが背負っている闇について聞いて。


　その、すべてが、彼女が想像もしたことのないような、ひどく、暗い、寂しい話だった。


　自分はずっと守られていて、なにも知ろうとしないで、みんなが辛つらい思いをしているのに、ずっと笑っていて。


　でもやっと、ここまできた。


「…………」


　そう、城下街を眺めながら、彼女は思った。


　やっとみんなと同じだけの荷物を背負うことができた。


　そう、彼女は思った。


　そして、彼女は考える。


　小さな頭で、一いつ生しよう懸けん命めい彼女は考える。


　みんなの幸せについて。


　自分の幸せについて。


　この国の、行く末について。


　初めて真しん剣けんに、考えてみる。


　そして結論は。


「…………」


　結論は、ライナを、あきらめることだった。


　ライナは国を出て、やることがある。でも自分はそれに、ついてはいけない。


　だって、この国でやることがあるから。


　この国に家族がいるから。


　この国に守りたいものがあるから。


「…………」


　それはきっと、いつかライナのことも救うことになると思う。


　ライナがこの国に残していったものを守っていれば、それはきっと、彼を助けることになると思う。


　ならそれで、いいじゃないかって、自分に……


「…………」


　自分に言い聞かせる。


　あの、街道の向こうには、いまごろはもう、ライナが国を出ようとしていて。


　その横には、あの、綺き麗れいな女の人がいて。


「…………」


　でも、それでもいいじゃないかって。


　もしかしたらもう、自分の夢はかなわないかもしれないけれど、でも、それで、ライナがうまくやれるなら、彼が、笑ってくれるなら、いいじゃないかって。


「……………………ルーク」


　彼女は、小さく言った。


　しかしそれだけで、この、ひどく優秀な部下は、彼女がなにが言いたいのか、わかったみたいだった。


　彼はミルクの頭をなで、そして胸に抱だき寄せる。


　途と端たん、涙がまた、出てきてしまう。


　本当は、ライナについていきたいのだ。


　だってそれが夢だったから。


　もう一度再会できたら。もう一度彼に会うことができたら、お嫁よめさんになって、いつも彼のそばにいて。笑わない彼を一生懸命笑わせて、楽しく過ごせたらって、ずっと思っていたから。


　とそこで、ルークが言った。


「……辛いなら、追ってもいいんですよ」


　しかしそれに、ミルクはぶんぶんと首を振った。それでルークの服の胸の部分に、涙と鼻水がついてしまうが、もう、どうにもできない。


　ただ、彼女は首を振って。


「……私は、この国に残る」


「…………」


「だって。だってね、ここには私にとって、一番大切な人たちが、いっぱいいるんだもん」


「…………」


「それに……それにね……いつか、ライナが帰ってきたときに……ここに仲間がいなかったら、寂しいと思うしね……」


「…………」


「だから私……ここで頑張るんだ。ライナの側そばにはいられないけど……きっと、それが一番彼の役に立つと思うから……」


「…………」


　ルークは、なにも言わなかった。


　ミルクもそれ以上は、なにも言わなかった。


　それから、どれくらいの時間そうしてたのかは、いまいちわからない。ひとしきり泣いて。ルークの服を台だい無なしにしちゃって。


　それから、彼女が顔を上げたら。


「…………」


　やはりルークは、優しい顔をしていた。


　ミルクはそれに、笑う。


「……なんか、恥はずかしいところ見せちゃった」


　するとルークはそれに、


「家族ですから」


「……うん」


　それに、ミルクは素す直なおにうなずく。


　その一言で、充じゆう分ぶんだった。


　この国に残るという決断も。ライナを追わないという決断も。その一言だけで充分、正しかったと思えた。


　そして、


「あ～、ルークの服、ぐちゃぐちゃだ～」


　ミルクは、おどけたように言った。


　するとルークは自分の胸の部分を見て、


「あ、ほんとに。ミラー少佐に新しい制服を支し給きゆうしてもらわないと」


「私が洗うよ～」


「ほんとですか？　あ、でも、リーレがすごい洗せん濯たく得意なんですよ」


　というルークの言葉に、給水塔の下から、


「そうやって私に全部の洗濯物押しつけるつもりでしょう？」


　なんて声が上がって、ミルクは下を見た。


　するとそこにはやはり、彼女の家族たちがいて。


　まるでみんな、彼女が戻ってくるのを待っているかのような表情で。


　それにミルクは、笑う。


　自分の決断は正しかったと思う。


　そして。


「…………」


　彼女は目を、城下街から、別の方向へと移した。


　それはこの国の中心。


　この国で、もっとも高い──この、給水塔よりも全然背の高い建物に、目をやる。


　ローランド城だ。


　英えい雄ゆう王おうシオン・アスタールが住まう場所。


　彼女がここに残る理由は、それだった。


　急速に変へん貌ぼうを遂とげるローランド帝国。


　ネルファで、降こう参さんした兵だけではなく、逃にげまどう女子供まで皆みな殺ごろしにしてしまうような、圧倒的な軍事力を持った国。


　狂くるった人体実験によって、異い常じようなまでに戦せん闘とう能のう力りよくが上がった化ばけ物ものたちによって守られている国。


　そしてその中央で、やはり急速に変貌していく、英雄王のそばにいるために。


「…………」


　完璧過ぎるがゆえに、ひどく脆もろい王が、狂ってしまわないよう監かん視しするために、彼女は、


「…………」


　とそこで、彼女は給水塔から、飛び降りた。


　給水塔はかなりの高さがあるのだが、彼女にとってはたいした高さじゃなかった。


　ミルクはくるりと身を翻ひるがえし、ひょいっと軽い足取りで着地してしまう。


　すると彼女が着地した横で、リーレが、一着の服を差し出してくる。


　それはいわゆる、正せい装そうというやつだった。


　軍服の中でも、式しき典てんに出るときや、貴き族ぞくや王族に会うときにのみ着る、服。


　彼女はそれを受け取る。


　するとそこで、ルークも下りてくる。


「では？」


　と、聞いてくる。


　それに彼女はうなずいた。


　そして、再び目を高く上げる。


　ローランドの中心に向かって。


　王城の、頂いただきに向かって。


　その奥にいま、いったいなにがあるのかはわからない。ミラー少しよう佐さが、シオン・アスタールの変貌について、いったいこれから、なにが起ころうとしているかについて聞きにいっているらしいが、でも、おそらくは、それですべてがわかるわけではないだろう。


　シオン・アスタールが、すべてを語るとは思えない。


　もしくは、そのシオン・アスタールですら、なにか、妙なものに操あやつられている可能性も否定できない。


　つまりいま、この国はひどく不安定なのだ。


　だからこそ、自分はここにいる必要がある。


　だからこそ、彼女は……





「……では、いきましょうか」





　そして彼女は歩き出した。


　それはこの国の闇を見つけるため。


　それはこの国の暗部に触れるため。


　そしてこの国の暴走を、





「あの英雄王に……シオン・アスタール様に会いに出かけましょう」





　この国の暴ぼう走そうを止めて、旅立つライナを、少しでも助けるために。




　第三章　女神と勇者の天秤







　本当に綺き麗れいな人だな、と、キファは思った。


　茶ちや店みせの二階にある部屋。


　そのベッドの上に寝ねかされている金色の髪かみをした美人を見つめて、彼女は小さくため息をつきそうになって、でも、やめる。


　ちらっと説明してもらったところによると、彼女の名前は、フェリス・エリスというらしい。


　キファが国を出て、ライナの『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の呪のろいを解とくために諸しよ国こくを調べて回っている間に、シオンが、ライナにつけた相あい棒ぼうだという。


　二人はこの一年、ずっと一いつ緒しよに行動をともにしていたそうで。


　二人で旅に出て、『忘ルー却ル・欠フラ片グメ』……いや、ライナのレポートでいうところの勇者の遺い物ぶつを探して回っていたらしい。


　二人っきりで。


　二人っきりで……


「……旅を、か」


　彼女が小さく呟つぶやくと、


「ん？」


　と、ライナが顔を上げて、こちらを見た。彼はフェリスが寝ねかされているベッドの横の椅い子すに座すわっている。そして彼女を心しん配ぱいげな顔で見ている。


　それに。


「…………」


　それに嫉しつ妬としたりはしないけれど。


　だって、彼が誰だれにでも優やさしいのは知ってるし、それに彼女を見る目に、特別な感情があるようには見えないし。


　それにそれに。


　うんと、えーと、あ～。


「…………」


　う～。


　はい。すみません。やっぱ、嫉妬してます。


　なんてことを、心の中で独ひとり、キファは呟いた。


　あ～もうなんなんだろ。国を出て、私ってば一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばってたのに、ライナってば。


　ライナってばっ!!


　私に内ない緒しよでいったいなあああにを……


「…………」


　が、そこで彼女はまた、独りげんなりため息をつきそうになって、やめる。


　なぜなら、仕方ないか、って、思っちゃったから。


　自分はライナたちを裏うら切ぎって、国を出た人間なのだ。それに、最後に彼に、その、キスして、好きだって告白はしたけど、でも、彼からの返事は、もらってないのだ。


　だったら。


　だったらさ、そりゃ、こんなことはあり得うる話だよね～仕方ないよね～でもだからってやっぱり納なつ得とくできなぁあああああああああああああああい！


　と、結局まるで納得できなくて、心の中で独り騒さわぐ。


「…………」


　それからキファは、寝ているフェリスを見つめた。


　彼女はもう、ほんと、見れば見るほど異い常じようなほど綺麗で。


　これと、どう勝負しろと？


　とか、キファはうんざりした。


　それから部屋の隅すみにあった鏡かがみに自分の姿すがたが映うつっているのを見つけて、自分の、姿を見てみる。


　昔よりは、ちょっとは女らしくなったと思う、肩かたまで伸のびた赤い髪に、そこそこ整ととのった容よう姿し。悪くないと、思う。たぶん。というか、北大陸の覇は者しやが好きになってくれるぐらいだもん。きっと、うん、ええと、自分じゃあんまりわかんないけど、きっと、きっと大だい丈じよう夫ぶだと思うんだけど……


　と、そこで。


　もう一度キファは、ベッドに寝ている、人間とは思えない物体を見る。


　まるで陶とう器きのようにキメの細かい白い肌に、細くて柔やわらかそうな金色の髪。


　女らしい……というほど凹おう凸とつがあるわけではないが、長身で、細ほそ身みで、華きや奢しやで、その細さに守ってやりたいと男の人が思ってしまいそうな、スタイルのいい体。


　まるでもう、お伽とぎ噺ばなしの中に出てくる、


「……お姫ひめ様さまみたい」


　思わずキファは、そう呟いていた。


　するとそれにライナが苦く笑しようして、


「いやいや、見た目に騙だまされると、痛いたい目見るんだこれが。もう、ほんっと、中身は悪あく魔まだかんな、これ」


　なんて、気安げに彼女のことを説明するのにも、う─────────って泣きそうになる。


　うわーんと泣きそうになるんだけど、そんなのライナは、気付かないよねぇ。


　と、ライナを見る。


　すると彼は、やはりいつもの眠ねむそうな、だるそうな、なんかもう、男女の恋れん愛あいの機き微びとかまったく理解出来ませんみたいな顔をしていて。


「……はぁ」


　キファは、今度こそため息をついてしまった。


　するとライナがこちらを向いて、


「あ、キファも疲つかれたんだったら、寝てていいよ？　こいつは俺おれが見てるから」


　ってだからそういうのほんと傷つくからぁああああああああ！


　とか叫んだりはせずに、キファは頑がん張ばって微ほほ笑えんだ。


「……大丈夫。久しぶりにライナに会ったら、疲れなんか吹ふっ飛んじゃった」


　なんてことを、微笑みながら、頑張って言った。


　言ってすぐに、顔が真まっ赤かになりそうになるが、我が慢まんする。


　さらりと、こういうことを言える女になったんだよって見せたいから、頑張る。


　それにそれに、いまのセリフは、本心なのだ。駆かけ引きとかじゃない。


　三年ぶりに会ってみて、でも、それでも自分の気持ちには、変化がなかったことをいま、彼女は思い知っていた。


　彼の顔を見て。彼の眠ねむそうな目を見て。寝ね癖ぐせのついた黒髪を見て。だるそうな猫ねこ背ぜを見て。ちょっと不ぶ器き用ようそうな仕し草ぐさを見て。


　でも、いまもまだ、優しそうなところを見て。


　ああ、やっぱり。


　と、彼女は思った。


　やっぱり私は、ライナが好きなんだって、思い知らされてしまったのだ。


　でもそれに。


「…………」


　ライナはまた、ちょっとだけ、一歩引くような顔をする。


　これも昔と変わらない。


　キファが好こう意いを示しめそうとすると、彼は昔から、こんな顔をするのだ。


　そしてその理り由ゆうを、彼女は知っている。


　彼の心の中を、彼女は知っている。


　自分は化ばけ物ものだと、彼は思っているのだ。自分は呪のろわれた化物で、誰の手も、取ることはできないって、そう思っているのだ。


　本当は優やさしいのに。彼の手は、たくさんの人を助けているのに。


　もしあなたになら、私は殺ころされても、壊こわされてもいいって思っていても、それは彼には伝わらない。


　触ふれたら壊してしまうんじゃないかって、殺してしまうんじゃないかって、怯おびえていて。


　昔と変わらず、いまも彼の心は、堅かたい鎧よろいに包まれてしまっていた。


　深い呪のろいにとらわれてしまっていた。


　彼を再び見てすぐに、それはわかった。


　だからこそ、彼女は旅に出たのだ。


　彼の呪いを解くために。


『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』の呪いを解いて、彼の心を解かい放ほうするために。


　そのために、彼女は旅に出たのだ。


　愛あいする人のために、健けな気げな大冒険に飛び出したのだ。


　そしてその結けつ果か。


「…………」


　その結果！


　どういうわけか知らない間に！


　すんごい美人がするりと私とライナの間に入り込んでいたけどねっ！


　まったくどういうことなのこれはと私は叫さけびたいけどねっ！


「……んもう、シオンめぇ」


　と、思わず漏もらしたその言葉に、


「え？」


　と、おとぼけ顔のライナが聞いてくるが、キファは首を振ふる。


「ううん。なんでもない」


　なんでもないことなんてまるでないけど、なんでもないと彼女は言った。


　そしてまた、微笑んでみせる。にこにこと笑ってみせる。


　突然恋こい敵がたきが現あらわれて、動どう揺ようしまくってるっていうのがバレたら恥はずかしいから、なるべくそのことについては考えないようにしながら、ちょっとだけ、思し考こうを巡めぐらせてみる。


　いま、考えるべきことは、三つだった。


　いまの自分がおかれている状じよう況きようについて。


　ライナたちがおかれている状況について。


　そしてこの国のおかれている状況について。


「…………」


　まず、自分については、簡かん単たんだ。


　北大陸の覇は者しや、ガスターク帝てい国こくの王レファル・エディアに命めいじられて、ライナを助けにきたのだ。


　彼女はレファルに、ライナをガスタークに連つれてくるよう頼たのまれてここまでやってきたのだ。だから、ローランドに到とう着ちやくして早そう々そうに、ライナに出会えたのは運うんがよかった。


　そのライナに美人の相あい棒ぼうがいたのは、すごく運が悪かったけど……


　まあ、それはともかく、自分のおかれている状況はなかなか、悪くないと思う。


　じゃあ、次の、ライナたちがおかれている状況についてだけど。


「…………」


　と、彼女はライナと、そしてベッドに寝ねている、フェリスの姿すがたを見る。


　フェリスは何者かに襲おそわれて、気を失ってしまったらしい。


　彼女の妹──いまは茶店の一階で、店主にだんごを食べさせてもらっているイリスという名の女の子──から聞いた話によると。


　とそこで、キファは、イリスが言った言葉を思い出す。


　イリスは、こんなことを言っていた。


『んとね、あのね、イリスが姉ねえ様さま待ってたらね、黒いね、お化ばけがいっぱいでてきてね、イリスがぱあああんちってやったんだけど、全然だめだめだったの！　それでわーって逃にげたんだけど後ろからガブって！　ガブってされたの！　そしたら黒い服の黒い人がきてね、やめてよー！　ってね、イリス言ったんだけどね、そいつなんにも言わないの！　そしたら姉様がきてくれて、助けてくれようとしたんだけど、また黒い影かげみたいなお化けが姉様にもガブしたんだよ！　イリスね、やめてよーってね、泣いたの。でもだめでね、助けてーって二人で言ったんだけど、だめでね。おまけにその黒い人が、シオン兄ちゃんに頼まれてきたんだって言って、姉様も泣いてね。で、泣きながら二人とも死んだの。ガブってやられて、死んじゃったの。でもでもぱっと目を開けたら、生き返っててね。それで道で転がってて。でも姉様はまだ寝ててね。起こそうとしたけど起きないからどうしようって思って、それでここにきたんだよ！』


　との、ことだった。


　これだけのことを聞くのに、もう、三十分ぐらいかかってしまったのだけど、それでもいまいち、彼女の言ってることは要よう領りようを得なかった。


　ただ、その話を聞いたときのライナの表ひよう情じようを見ると、状況は、あまりよくなさそうだった。


　彼の表情が変わったときに、イリスから出た言葉を思い出すと、だいたいこうなる。





　黒い影みたいなお化け。


　それを操あやつる黒い人。


　その黒い人が、シオンに頼まれてきた。


　フェリスとイリスは一度死んだ。





「…………」


　その、四つの言葉だけでも、キファにはいま、ライナたちがどういう状況におかれているのか、見当がついた。





　ライナの相棒が、襲おそわれた。


　誰に？


　シオンが放はなった追おつ手てに。





　というのが、いまの状況だ。


　つまり、シオンはライナに追手をかけている。どういうわけか、いま、二人は仲なか違たがいをしているのだ。


　でも、なぜ？


　理由は、いろいろ考えられる。


　キファがローランドを出てからもう三年がたっている。


　だが、彼女はずっと、ローランドの情報を、集め続けていた。中央大陸を越こえて、北大陸に入り、最北部にあるガスターク帝国についても、なるべく、ローランドがいまどうなっているのか、おおよその情報は得るようにしていた。


　たとえばキファが出たあとの二年で、シオンが革かく命めいを起こし、王の座ざについたこと。


　それからの一年で、ローランドが内ない政せいにのみ力を注そそぎ、力を蓄たくわえたこと。


　さらにはエスタブール王国を併へい合ごうして、巨きよ大だい化かしたローランドは、近きん隣りん諸しよ国こくにはそれなりに恐おそれられてはいたが、しかし、平和好きな英えい雄ゆう王おうシオン・アスタールが王の間は、それほど問題は起きたりしないだろう、なんてことまで、北大陸あたりの情報通たちが言っていたのを、聞いていた。


　そしてキファも、そうだろうと思っていた。


　シオンなら、ローランドの環かん境きようを整ととのえたあとは、穏おだやかな外がい交こう戦せん略りやくによって少しずつ地じ盤ばんを固めていくだろうと、そう思っていた。


　そしてそれに少しだけ、心配もしていた。


　それは彼女が、彗すい星せいのごとく現れ、数々の大国を降くだし、異常なまでの速さで北大陸を制せい圧あつしてしまったガスターク帝国にいたからだ。


　その上彼女は、ガスターク帝国の王──勇ゆう者しや王おうとまで呼ばれた、レファル・エディアの側そばにいた。


　彼の登場により、世界が一いつ瞬しゆんにして塗ぬり替かえられていく様さまを、すぐ側で見ていた。


　ガスタークによって、北大陸の大国がいくつも蹂じゆう躙りんされていく様を、すぐ側で見ていた。


　ガスタークに恐きよう怖ふして、各かつ国こくが軍ぐん備びの増ぞう強きようを始め、中央大陸の上半分ぐらいの地ち域いきでは、一気に戦せん乱らんの時代に突とつ入にゆうしてしまったのも、見ていた。


　おそらくこのままだと、この戦争の火はメノリス大陸全土に広がるんじゃないかとさえ思ったほどだ。


　いや、実際にそうなりつつある。


　だからこそ彼女は、少し、ローランドのことも心配していたのだ。


　この、ひどい戦乱の中で、あの穏おだやかな性せい格かくのシオンは、ちゃんとやっていけるのだろうかと。


　もちろんシオンは軍部の出身だったから、多少はローランドも、軍国主義よりになるかなとは思ってるたけど、でも、それでもシオンの、平和第一主義の穏やかな性格を考えると、軍備の増強とか、うまくやれないんじゃないかなとか、そんな心配をしたのだ。


　そうなればローランドは他た国こくに滅ほろぼされてしまうことになる。それはちょっと、まずいよねぇとか、そんなことを思っていたのだが。


「…………」


　しかし、その心配は杞き憂ゆうに過ぎないと、レファルに命めいじられ、ライナを連れにこのローランドに戻ってくる道中に、思い知らされた。


　平和主義で通すのかと思っていたローランドが、ネルファに侵しん攻こうを始めたのだ。


　それもネルファに侵攻したのは、人じん体たい実じつ験けんで強きよう化かされた、異い形ぎようの軍だった。


　さらに、降こう伏ふくした兵のみならず、女子供まで皆みな殺ごろしにしているという。


「…………」


　それはもう、キファが知っているあのシオンがやっていることとは思えないほどの、徹てつ底ていぶりだった。


　でもそれを。


　そんなやり方を、ライナが許ゆるすとは思えない。


　シオンは変わってしまった。


　だが、ライナは変わらなかった。


　だから二人は、仲違いをしてしまったんだろうか？


「…………」


　そんなふうに思って、キファは、ベッドに寝ているフェリスを見つめながら、なにか考えを巡めぐらせるような顔をしているライナを見た。


　そして、聞いた。


「ねぇライナ」


「……ん～？」


「あのさ……そのぉ、ちょっと聞きにくいんだけど」


「うん」


「いったいシオンは……どうなっちゃったの？」


　瞬しゆん間かん。


　彼はそれに、少し驚おどろいたような顔でこちらを見た。それからなにか言おうとし、しかし、困こまったような、悲しそうな顔になってしまった。


　それに彼女は、


「……ライナ？」


　聞くと、彼は少しだけ申し訳なさそうな顔になって。


「…………」


　しかし、やはりなにも言わなかった。


　それに彼女はもう一度ライナを見つめ、それから、聞いた。


「……私がローランドを出てからの三年間にいったい……二人の間になにがあったの？」


　すると彼はこちらを見て、それから部屋の窓の外、強い雨が降り続けている外を見つめてから、


「……俺が、全然頑がん張ばらなかったから、シオンの馬ば鹿かを追いつめちゃったんだ」


　そんなふうに言って、彼は、キファがいなかった三年の間にあった出来事を、話してくれた。


　ライナが牢ろう獄ごくの中でレポートを書いたこと。


　それは『忘ルー却ル・欠フラ片グメ』──いや、ライナたちの言葉で言うところの勇者の遺い物ぶつ──についてのレポートだったこと。


　その間にシオンが王になり、フェリスを相あい棒ぼうにして勇者の遺物集めの旅に出たこと。


　再びローランドに戻ってきて、シオンと一緒に仕事をするようになったこと。


　でもそれはひどく穏やかな日々で、シオンが追いつめられているなんて、わからなかったということ。


　ライナが知らないところでシオンは以前のローランド軍がやっていた人体実験を続け、それを完成させていたこと。


　そして最後の日。


　シオンはライナを殺ころそうとしたこと。


　泣きながら殺そうとしたこと。


　殺さないと、ライナを救えないとかわけのわからないことを言っていたということ。


　でも、シオンはライナを殺せなかったということ。


　シオンは、なにか妙みようなものに取とり憑つかれており、シオン自身も妙なものに変へん貌ぼうしようとしていたこと。


　そしてライナは牢ろうに入れられ、それをフェリスが助けてくれて、いま、国を出ようとしていること。


「…………」


　ライナは話をしてる間中、笑っていた。


　半泣きのような、自分を嘲あざ笑わらうような顔で笑っていた。


『俺が、頑張らなかったから』


『シオンの苦く悩のうに、気付いてやれなかったから』


　彼はそう言いながら、笑っていた。


　でも、救すくうんだと、彼は言った。


　いままで逃にげた分、今度はちゃんと戦って、あいつを救うんだと、彼は言った。


「…………」


　その話のすべてが、キファの想像もしてなかった話だった。


　なんでこんなふうになったのか、話を聞いたあとも、キファにはわからなかった。


　だが。


　こうなるだろうということを、予よ測そくしていた人もいる。


　レファルだ。


　ガスターク帝国の王、レファル・エディアは、キファをローランドに送り出す前に、こう言った。





『南の化ばけ物もの──シオン・アスタールから、ライナを、救ってきてほしい』





　初め、その言葉の意味がキファにはわからなかった。


　当然だろう。


　シオンは学院の同級生で、友達だったんだから。それに昔からライナとシオンは仲がよくて、二人の仲がどうにかなるとも思わなかったし。


　でもレファルは、それは違ちがうと言った。


　真しん剣けんな眼まな差ざしで、キファを真まっ直すぐに見つめて、彼はそれは違うと言った。


　そしてそこからレファルが話し始めた話は、まるでわけのわからない話だった。


　ライナとシオンの話をしていたはずなのに、レファルが突然話し始めたのは、古い古い、お伽とぎ噺ばなしで。


　いったいなんの話をしてるの？　とキファが聞いても、彼は無む理り矢や理り続けてくる。


「…………」


　キファはその話をいま、思い出していた。


　それは本当に古い、古いにしえの言葉で書かれたお話。


　もう、どれほど前のことなのか、見当もつかないほど。このメノリス大陸が生まれるよりも、さらにずっとずっと昔の話。


　とても自分や、ライナや、シオンや、レファルや、いや、いまあるこの世界には関係してこないんじゃないかというほど古い……


　もう、伝でん説せつや神話と言っていいほどのお話。


　でも、レファルは話を続ける。


　いったいなんの話をしてるのよとキファが言っても、ガスタークの王は、無む視しして話を続ける。


　話の登場人物は、


『女め神がみ』と、『狂くるった黒い勇者』と、その生いけ贄にえの『寂さびしがりの悪魔』の物語だった。


　レファルはその話を、わざわざそれが書かれている──難むずかしい、見たこともない文字で書かれた文ぶん献けんを見せてくれながら、話してくれた。


　その話を簡単に要よう約やくすると、こんなふうだった。





　　　　　◆◆◆◆







　　　　昔むかし々むかしあるところに、古くから生き続けている『女神』たちがいました。


　　　『女神』たちは、とある『何か』を守っていました。


　　　　その、『何か』は世界の中心にあり、それが世界のすべてで、力の源みなもとで、すべてのすべてでした。


　　　『何か』は本当に大切なもので、『何か』が傷きずついてしまうと、すべてが台だい無なしになってしまうのです。


　　　　だから『女神』たちは日々、『何か』を大切に、大切に守っていました。


　　　　しかしそこに、一人の『勇者』が生まれます。


　　　　彼は生まれつき大きな力を持っていました。


　　　　神の愛に恵めぐまれた『勇者』を、誰もが愛し、慈いつくしみ、さらに大きく育そだてました。


　　　　しかしその力はあまりに大きすぎ、彼かれ独ひとりでは抱かかえきれなくなってしまいました。


　　　　やがて力に苛さいなまれた『勇者』は狂い、黒く、深く、沈しずんでしまいました。


　　　　そして『狂った黒い勇者』は思いました。


　　　　この黒で、すべてを染そめてやろう。


　　　　なにもかもを台無しにしよう。


　　　　なにもかもを台無しにしよう。


　　　　なにもかもを台無しにしよう。


　　　『狂った黒い勇者』は、狂っているのです。


　　　　狂っているのです。


　　　　狂っているのです。


　　　　彼は狂いながら、さらに深く堕おちていきました。


　　　　まずは世界を黒く塗り潰つぶしました。


　　　　その剣で、すべてのものを黒く塗り潰しました。


　　　　でもそれでも足りません。


　　　　どれだけ食べても足りません。


　　　　彼はさらに、『女神』を食べて殺そうとしました。


　　　『女神』が守る『何か』に手を出そうとしたのです。


　　　　何人もの『女神』が殺されました。


　　　　しかし『女神』たちも必死に抵てい抗こうしました。


　　　　そしてなんとか、『狂った黒い勇者』を封ふうじる術すべを生み出しました。


　　　『人ニン間ゲン』という名の、結けつ界かいです。


　　　　その結界によって、『狂った黒い勇者』を遥はるか南の地に封じることに成功しました。


　　　　封印されてしまった彼は、南の地でしか力を使えなくなってしまいました。


　　　　それから長い時間、世界はなにごともなく、平和に包つつまれました。


　　　　しかし、『狂った黒い勇者』はあきらめていませんでした。


　　　　すべてを黒く塗り潰してやる。


　　　　すべてを黒く塗り潰してやる。


　　　　すべてを黒く塗り潰してやる。


　　　　彼はそう、唱となえ続けていました。


　　　　本当に彼は狂っているのです。


　　　　彼は本当に狂っているのです。


　　　　ですがいくら彼が暴あばれても、『女神』たちの創つくった封印は解けません。


　　　　平和は続きます。


　　　　長い平和は続きます。


　　　　しかしその平和の中で、『女神』たちも気付くことができない、問題が起きてしまいました。


　　　　南の果はてにはもう一人、化物が住んでいたのです。


　　　　もう一人、悪あく魔まが住んでいたのです。


　　　　彼は生まれながらに孤こ独どくで、寂しくて、泣なき叫さけんでいました。


　　　　しかしその声は誰にも届とどきません。


　　　　そういうふうに生まれたのです。


　　　　その姿はあまりに醜みにくくて、誰にも見えません。


　　　　その声はあまりに醜くて、誰にも届とどきません。


　　　　孤独で、孤独で、孤独で、死にそうなほど孤独で。


　　　　しかしその孤独は、誰にも見えないように、彼は生まれていたのです。


　　　　だからこそそこに孤独な悪魔がいたことを、『女神』たちは気付くことができませんでした。


　　　　元からその悪魔の姿は、見えなかったからです。


　　　　しかしその、悪魔の住すみ処かに──世界の裏うら側がわに、一人の化物が追いやられてやってきました。


　　　『狂った黒い勇者』です。


　　　　彼は完全に狂っていました。


　　　　ずっとずっと、なにもかもを台無しにしてやると叫び続けていました。


　　　　すべてを黒く塗り潰してやると、叫んでいました。


　　　　しかしその、『狂った黒い勇者』の姿を見て、孤独な悪魔は歓かん喜きしました。


　　　　まさか自分の暗い住処に、誰かがやってくるなんて思っていなかったのです。


　　　　永遠に孤独のままに、自分は泣き続けるのだと思っていたのです。


　　　　しかしいま、目の前には、『狂った黒い勇者』がいました。


　　　『狂った黒い勇者』は、自分のあまりに大きすぎる力に孤独を感じて、泣き叫んでいました。


　　　　それを見て、悪魔はひどく同どう情じようしました。


　　　　自分も孤独なんだと。


　　　　きっと僕らは友達になれると、彼はそう言いました。


　　　　そして彼は『狂った黒い勇者』の横で、小こ躍おどりしました。


　　　　歌を歌いました。


　　　　たくさん喋しやべりました。


　　　『狂った黒い勇者』はずっと、狂ったようにすべてを台無しにしてやると叫ぶだけでしたが、それでも悪魔はいま、自分が独りじゃないということを感謝し、幸せを感じていました。


　　　　仲間だ！


　　　　仲間がいる！


　　　　ここに仲間がいる！


　　　　もう独りじゃないんだ！


　　　　彼はそう叫んで、踊おどり続けました。


　　　　歌い続けました。


　　　　そしてその悪魔の、弱い心を。


　　　　哀あわれな心を。


　　　『狂った黒い勇者』は利用します。


　　　『狂った黒い勇者』は言いました。





　　　《ここから出たい。出るためには君の力がいる。君の半はん身しんをくれないか？　君の半身を食べさせてくれないか？》





　　　　それに『すべての式しき』という名の寂さびしがりの悪魔は言いました。





　　　《いいよいいよ。いいよいいよ。君は僕の初めての友達だからね。君のためなら、僕の半身ぐらい、なんてことないさ》





　　　　そして『すべての式』と呼ばれた寂しがりの悪魔は、『すべての式を編あむ者』と、『すべての式を解く者』の二つに分かれました。


　　　　すぐに『すべての式を編あむ者』は『狂った黒い勇者』に食べられました。


　　　　それに悪魔は、ひどい痛みを感じましたが、それでも笑っていました。





　　　《初はじめてできた友達のためなら、なんてことないさ。親友のためなら、なんてことないさ》





　　　『狂った黒い勇者』は、『すべての式を編む者』を喰くらった力で、ついに『女神』たちの張はった結界を破るための術すべを生み出すことに成功します。


　　　　それは『人ニン間ゲンα』と言う名の、魔ま法ほうでした。


　　　　それは『女神』たちが創つくったものと、ほとんど同じ魔法でした。


　　　　その『人ニン間ゲンα』を操あやつって、結界である『人ニン間ゲン』を破やぶるのです。


　　　　すぐに『人ニン間ゲンα』は、『人ニン間ゲン』を殺し始めました。


　　　『人ニン間ゲンα』は国を造つくり、大きく育て、そして、『人ニン間ゲン』たちが造った世けつ界かいを、どんどん侵しん略りやくし始めます。


　　　　そしてやがて、『人ニン間ゲンα』は再び、世界の中心へとたどり着きました。


　　　『女神』たちがいる、中央へ。


　　　『何か』がある、中央へ。


　　　『人ニン間ゲンα』たちは、『人ニン間ゲン』を殺して、殺して、殺してそこにたどり着き、道を作り、その道を『狂った黒い勇者』が歩きます。


　　　　彼が通ったあとの道は、すべてが悲ひ鳴めいと、絶ぜつ望ぼうと、黒に埋うめ尽つくされます。


　　　　途と中ちゆう『女神』たちは悲鳴を上げながらも、『狂った黒い勇者』に抵てい抗こうしました。


　　　　でも死にました。


　　　　全員死にました。


　　　『狂った黒い勇者』はそれを食べます。


　　　『狂った黒い勇者』は食べながら笑います。


　　　　そしてついに、『何か』を手にします。


　　　　もちろんそれも、『狂った黒い勇者』は食べてしまいます。


　　　　しかしそこで、問題が起きてしまいました。


　　　『何か』の力はとても強大で、『狂った黒い勇者』の手に負おえるものではなかったのです。


　　　『狂った黒い勇者』はまた叫びました。


　　　　助たすけてくれ。


　　　　助けてくれ。


　　　　世界をなにもかも台無しにしたいのに、そうする前に死んでしまう。


　　　　助けてくれ。


　　　　助けてくれ。


　　　　誰かこの闇やみを、この痛いたみを、代わりに引き取ってくれ。


　　　　親友がそう叫んでいるのを見て、寂しがりの悪魔はまた、彼を憐あわれみました。そしてその苦く痛つうを代わりに受けてやろうと思いました。


　　　　寂しがりの悪魔は残っている半はん身しん『すべての式を解く者』を差し出して言いました。





　　　《じゃあ僕の残りの体を使うといいよ。ここに闇を入れるといいよ》





　　　　そして『狂った黒い勇者』は寂しがりの悪魔の、残りの半身も食べました。


　　　　そして自分の中にある『何か』の、悪い部分をすべて、寂しがりの悪魔に押しつけました。


　　　　寂しがりの悪魔はそれで終わりでした。


　　　　悲鳴を上げましたが、その悲鳴すら『何か』は喰くらってしまいます。虫のような気き色しよくの悪い生き物が、寂しがりの悪魔の悲鳴を、叫びを、眼がん球きゆうを、心しん臓ぞうを、臓はら物わたを、脳のうみそを喰らって、喰らって、喰らって、すべてを喰らい尽つくしても、痛みは消えません。


　　　　いつまでたっても消えません。


　　　　それが永えい遠えんに続くのです。


　　　　再び永遠の地獄が始まったのです。


　　　　痛みと、孤こ独どくが。


　　　　孤独が。


　　　　孤独が。


　　　　孤独が。


　　　　孤独が続きます。


　　　　でもそれでも、寂しがりの悪魔はそれほど後こう悔かいはしませんでした。


　　　　一いつ瞬しゆんでも、友達ができたから。


　　　　一瞬でも、友達のために生きられたから。


　　　　寂しがりの悪魔は、馬ば鹿かなのです。


　　　　最後まで馬鹿なのです。


　　　　そしてすべては終わりました。


　　　『狂った黒い勇者』が狂ったように笑い、世界を台無しにしました。


　　　　いままでの世界のなにもかもが終わり。





　　　　再び、生まれ変わります。





　　　　寂しがりで、孤独で、愚かな悪魔だけは生まれ変わらず、永遠の苦痛の中で悲鳴を上げ続けました。







　　　　　◆◆◆◆





　その、レファルが話してくれた妙みように後あと味あじが悪いお伽とぎ噺ばなしを、キファは思い出す。


　これはレファルが読んでくれたままのお話だから、細さい部ぶがいまいちきちんとしてないけど（たとえば『何か』という描びよう写しやは、レファルや、他の学者たちがどうしても読めない文字で書かれてるから『何か』のままになってた……とかね）でも、話のおおよそのストーリーは、こんな感じだった。


　もう、ほんと自分たちにはまるで関係のないような、よくわからない話。


　でも、レファルはこれがもう一度起ころうとしているという。


　ここにでてきている登場人物が、ライナとシオンだという。


　ライナが『すべての式を解く者』──つまり、利用され、喰われ続ける寂しがりの悪魔の半身で。


　シオンが、『狂った黒い勇者』なのだという。


　その話を最初に聞いたとき、キファはレファルの正しよう気きを疑うたがった。この人はいったい、なにを言ってるんだろうと思った。


　そりゃ確かに、ライナはちょっとだけ特とく殊しゆな人だったけど。『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』保ほ持じ者しやで……でも、他の『複アルフ写ア・ステ眼イグマ』とはちょっとだけ違ちがっていて。


　でもそれが、そんな、お伽噺に載のってるような人と繫つながるとは思えなかった。


　シオンだってそうだ。彼は優ゆう秀しゆうで、キファが一緒に通っていた学院の中でも飛び抜けた成せい績せきを取っていて、おまけに王族の血を引いていて。


　そういう意味では特とく殊しゆな人だったとは思う。


　思うけど、でも、やっぱり普ふ通つうの人間だった。


　普通に悩なやんで、苦く悩のうして、自分の人生さえ思うようにできないとあがく、キファと同じ人間だった。


　少なくとも世界をどうこうしてしまうような化ばけ物ものじゃなかった。


　なのにレファルは、それは違うというのだ。


　そしてキファを見つめて、悲かなしそうな目で、言うのだ。


『キファが見た二人は、そりゃ、人間だったろうけど……でも、もう物語は始まってるんだ。それは二人のせいじゃない。ライナ・リュートと、シオン・アスタールのせいじゃない。ライナだってあんな『眼め』で生まれてきたくはなかったろうし……シオンだって、門を開かないですめば、開きたくなかったろう……でも、彼は門を開いた。開かなきゃいけないほど、追いつめられてしまった……そしてその奥おくにあるものを手にしたとき、物語は始まってしまった』


　レファルは、そう言った。


　でもその言葉の意味も、いまいちわからなかった。この人はいったい、なんの話がしたいんだろうという顔で、キファは聞いていた。


　すると彼は笑って、


『ま、いけばわかる。もう、いろいろ手て遅おくれになりつつあるから』


　それで、その話は終わりだった。


　それからキファは半はん信しん半はん疑ぎのままガスタークを出て、ローランドに戻ってきた。


　そしていま。


「…………」


　と、キファは、目の前で、少し悲しそうな顔をしているライナの顔を、見つめた。


　シオンを救すくえなかったと、悲しそうな顔をしているライナを見つめた。


　シオンに殺されかけたのに、『俺があいつの苦悩に気付いてやれなかった』と寂しそうにするライナを見つめた。


　シオンに喰われかけたのに、『いままで逃にげた分、今度はちゃんと戦って、あいつを救うんだ』と言う、ライナの顔を見つめた。


　もう、充じゆう分ぶんシオンには裏うら切ぎられているのに、それでも彼を親しん友ゆうだと言う、ライナの顔を見つめた。


　そしてそれに、思う。


　キファは思う。


　これじゃまるで……と、思う。


　これじゃまるで、あのお伽噺と同じじゃない、とキファは思う。


「…………」





　孤独で寂しがりで、でも愚おろかしいほど優やさしい悪魔と。


　なにかに急せき立たてられるように狂くるっていく、哀かなしい勇者。





『すべての式』と。


『狂った黒い勇者』。





　ライナと。


　シオン。





「…………」


　なんとかしなきゃ。と、彼女は思った。


　どうしよう、私がなんとかしなきゃ。と、彼女は思った。


　でも、どうやって？


　いまの話をライナにして、ガスタークにきてもらう？


　が、それにキファは、心の中で首を振る。


　そんなのは、無理だ。さっきのお伽噺は、キファだってまだいまいち信じられてないような、とんでもストーリーなのだ。


　それをライナに聞かせて、シオンを……親友はあなたを裏うら切ぎって、騙だますだけだから、もう全部忘わすれて、ガスタークへ逃げようと言っても、彼はうんと言ってくれないだろう。


　いやそれどころか、親友を救うためなら、犠ぎ牲せいになるのはかまわないと考えてしまうかもしれない。


　あのお話の中の悪魔みたいに。


　寂しがりの悪魔みたいに。


　でも、それはだめだ。それだけはだめだ。


　ライナを……私のライナを、シオンに喰い潰させるわけにはいかない。


　じゃあどうする？


　私は、どうしたらいい？


「…………」


　キファは、ライナを見た。


　彼はまた、シオンからの追手に襲われて、気を失っている相あい棒ぼうのほうを見ていた。


　シオンのやり口は、もう、だいぶ容よう赦しやがなくなってきている。


　ライナを殺そうとして、ライナの相あい棒ぼうも殺そうとして。


「…………」


　なんでこんなことに、なっちゃったんだろって、思いそうになる。


　ローランドに帰ってくれば、ライナと、シオンと、私と三人で、昔を懐なつかしんで笑えるかもって、少しだけ思っていたのに。


　トニーやタイルやファルはもう死んじゃったけど、昔とはもう、いろいろ違ちがうけど、それでもまた、もう一度三人で会えたことを、笑えるんじゃないかって、勝手にそう思ってたのに。


「…………」


　自分の記き憶おくの中のシオンの姿に少し、修しゆう正せいを加える必要があると彼女は思った。


　もちろん一いつ瞬しゆん、シオンを救いたいと思う気持ちも生まれたが、できることには限げん界かいがある。


　まず、ライナを救う。


　話はそれからだ。


　彼女はライナを見て、言った。


「ねぇライナ」


「ん？」


「ライナは、ガスタークって国、知っ……」


　が、そう言いかけたところで、突とつ然ぜん。


「…………」


　むくりっと、目の前のベッドに寝ていた絶ぜつ世せいの美女が、上半身を起こした。


　ずっと閉とじられていた澄すんだ青い瞳を開き、彼女は、きょろきょろと周囲を見回す。


　それにライナが、


「よ、フェリス。やっと目、覚ました？」


　優やさしい声で、そう言う。


　やっと起きたお姫ひめ様さまを労いたわるようなそんな声で、そう言う。


　それにまた、キファの胸の奥が、ちくりと痛いたむ。二人はやっぱり、そういう関係なのかなって、そう思ってしまって。


　それにお姫様はまだ、不ふ思し議ぎそうな顔できょろきょろと周しゆう囲いを見回してから、ライナのほうを見た。


　そして言う。


「うむ。起きた」


「どっか、痛いとことかは？」


「……痛いところ？」


　それにフェリスはしばらく考え込むようにしてから、


「……ふむ。痛いところはないが、少し痛い思いをしたのを、思い出した」


　そんなことを、言った。彼女はまだ少し寝ねぼけてるのか、どこか無む表ひよう情じような、ぼんやりした顔をしている。その顔がすごく綺き麗れいで、かわいくて、キファはう～むと唸うなりそうになる。


　そのフェリスの顔を、ライナが見つめる。


「痛い思い？」


　するとフェリスはうなずく。


「うむ。痛い思いをした」


　その仕し草ぐさに、キファはまいったなぁと、もう、本ほん格かく的てきに思い始めた。このフェリスという女の子の動きは、ライナが言ってるようなものじゃなかったから。


　さっきライナは、


『見た目に騙されると、痛い目見るんだこれが。もう、ほんっと、中身は悪魔だかんな、これ』


　とか、彼女のことを言っていたが、全然そんな感じじゃなかった。


　おとなしい、寝起きの子供のようなかわいい動きで。


　フェリスがライナをじとーっとにらんで、


「私は痛い思いをしたのだ」


　そんな、だから慰めてくれと言わんばかりの、ちょっと甘あまえるようなことを言った。


　そしてその甘えをライナはあっさり受け入れて、


「ふむ。じゃあ、その痛い思いをしたことについて、話してもらおうか？」


　なんて言い出して。


　え、ちょっと待ってちょっと待ってと、思う。


　あれ。二人はあの、やっぱりそういう関係なの？　もう、そういう甘えあったりするようなそういう関係で、私には実はもう、まるで、まったく入る隙すき間まとかなくなるような感じになっちゃってるの？


　とか、思った矢や先さき。


　さらに目の前では、信じられないことが、起きた。


　フェリスが体をベッドから持ち上げ、ライナのそばへと近ちか寄よっていくのだ。それに初め、フェリスがライナに、抱だきつくのかとキファは思った。


　え～ちょっと待って～!!


　と、叫びそうになった。


　それに心しん臓ぞうが、止まるかと思った。


　が、次の瞬間。


「私は痛い思いをしたのだぁ！」


　と、どういうわけかフェリスが拳こぶしを振り上げ、信じられない勢いきおいでライナに向かって放った。


　刹せつ那な。


「ってくると思ったぁ!!」


　こちらもどういうわけかそれを予よ測そくしていたライナが、拳を受け止める。


　そして彼はにやりと笑って、


「はっは～ん。妙に気持ち悪わりぃ甘え声出すから、なんかしてくるだろうとは思っ……」


　しかしライナの言葉は、それまで。


　フェリスがさらに、左腕の肘ひじをライナの顔がん面めんにたたきこもうとして、彼はそれを、


「こ、こっちも止めたぁ!!」


　と、必ひつ死しの形ぎよう相そうで止める。


　だが彼の抵抗は、そこまでだった。


　もう、キファの目では追えないほどの速さで、フェリスが膝ひざを放つ。それがライナの顎あごに当たる。
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「ぐぎゃぁ」


　という悲鳴とともに、彼の体は浮き上がり、ずごんっという、鈍にぶい音がして、茶店の木もく製せいの天てん井じように、ライナの首が突き刺さって、引っかかる。


　ライナの体はそのまま、茶店の天井からぶら下がったような感じになってしまって。


「…………」


　それに、もう、キファは言葉もなかった。


　っていうか、ライナって、あれよ？　あの、とんでもなく強いのよ？


　かつては『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』とか呼ばれて、もう、このローランドでは右に出る者はいないとか、そんなレベルの術師なのよ？


　それが。


　それが、なにこれ？


　な、なんなのこの娘こ？


　いや、それにそれに、なんでいきなりこの娘こ、こんなことしたわけ？


　それすら、全然理り解かいできないんだけど。


「…………」


　しかしその、突然ライナに襲おそいかかって、彼を天井にめり込ませるなんていう、キファにはまるで理解できない光景を見つめ、フェリスは満足げに、


「よし！」


　とうなずく。


　するとそれに天井からずぼっと顔を引き抜いてきたライナが、


「よし！　じゃねぇええええええええええ！　てめぇ俺おれを殺す気か！」


　怒ど鳴なった。


　それにフェリスが、


「おお、生き返ったか、ライナ！」


「死んでねぇよ！」


「じゃあ死ね。死んで生き返れ」


「って意味わかんねぇから！　おまえ、なんの話をして……って、剣を拾ひろいにいかない！」


　とライナが叫んでも、フェリスはやはり、止まらない。部屋の隅すみに置いてあった、彼女の細い腕ではとても扱えるとは思えない長ちよう大だいな剣をひょいっと拾ひろい上げると、それを巧たくみにぐるりと振り回す。


　ひゅんひゅん風を斬きるようにして、振り回す。すると彼女の周囲にあるものが、すべて細こま切ぎれになっていく。


　ベッドが、椅い子すが、スタンドが、すべてが、信じられないほど小さく、音もなくスパスパ斬れて、細切れになっていて。


　その剣の技ぎ量りようは、異常だった。彼女が斬ったものの中には鉄てつ製せいのものもあったのに、彼女は難なんなく斬り裂いてしまっている。


　それは本当にすごい光景で。


　もう、思わず感かん嘆たんの声を上げたくなるような光景で。


　でも、それにライナが、


「……お、おまえ、この狭い部屋ん中で剣振り回して、ど、どうするつもり？　ちょっとまじ怖いんだけど……い、いったいどういう意味があるのかな？」


　その質しつ問もんに、キファも全面的に、賛さん成せいだった。


　感情のない、無表情のまま剣を振り回す、絶世の美女。


　その光景に、キファはまた、さっきのライナの言葉を思い出す。


『見た目に騙されると、痛い目見るんだこれが。もう、ほんっと、中身は悪魔だかんな、これ』


　あ、あの言葉、ほんとだった……


　と、キファは思った。


　この二人にその、特別な感情とか、恋愛感情とか、そんなものがあるようには見えな……


　が、そこで。


「…………ふむ」


　やっと満まん足ぞくしたのか、フェリスが腰に剣を収めた。


　それにライナとキファが、こっそり安あん堵どの息をついていると、フェリスは自分の手をぐーぱーしてみながら、指の動きを確かく認にんして。


「……いつもと変わらず、動く」


　そう言った。


　それにライナが、天井から下りてくる。それからフェリスを見つめ、


「あ～、そういうことか」


　と、言った。


　キファにはフェリスがやったことの意味がわからなかったが、ライナは、彼女がやりたかったことがわかったようだった。


　キファがライナに、


「どういうこと？」


　と聞くと、彼が答えてくれる。


「……たぶん、さっきのイリスの話からすると、フェリスはシオンからの追手に襲われて、深ふか手でを負おったんだ。でもそれがいま……」


　しかしそこまでの説明で、彼がなにを言わんとしているのか、キファにもわかった。


　フェリスは追手に襲われて深手を負ったはずなのに、いま、キファが見る限りの彼女は深手どころか、傷一つ負っていない。それどころか体の調ちよう子しも悪くなさそうだ。


　それを確認するために、彼女は剣を振り回してみたのだ。


　とそこで、ライナが続ける。フェリスを見つめ、


「……で、俺がいないところで、なにがあった？　イリスが、おまえが死んだと勘かん違ちがいするほどの深手を負ったのか？」


　それにフェリスはうなずく。


「両手両足の腱けんを千ち切ぎられ、もげそうになった」


　という言葉に、キファはもう一度、フェリスの姿すがたを見る。


　しかし彼女の体は、どう見ても両手両足がもげているようには見えないし、おまけに服だって綺麗なままだった。


　細い、スタイルのいい体に、水玉が三つ並んだようなかわいらしいロゴが入った、少しスカートの丈たけが短みじかめの、ワンピースのような服を着ている。ベルトとブーツも同じブランドなのか、彼女によく似に合あっていて。


　それを見てから、キファは慌あわてて、自分の着ている服を見る。


　それは、紋もん章しようは外はずしているが、ガスターク帝国軍の軽けい鎧がいだった。なにやらレファルが、キファ専せん用ようとかいって、ちょっとだけかわいらしい、露ろ出しゆつ度どの高い形のものを用意してくれたのだが、でも、やっぱり女の子らしさではワンピースにはかなわない。


　その、自分の軽鎧を見て、ああもう、なんで私ってば、ローランドに入る前に服着き替がえてこなかったんだろうとか思う。


　ライナに再会するとき用の服は、もう何なん着ちやくも用意してたのに、私ってばなにやってんだろう。


　でもでも、仕方ないよね。まさか、ローランドにきて早そう々そうにライナに会うなんて、思ってなかったのだ。


　っていうかそれに、こーんな美人のライバルがいるとも思ってなかったし。


「……うう」


　ああ、でも、やっぱ、私のミスか。好きな人がいる国に入る前に、お洒落しやれしてこなかった自分のミス。馬鹿私。私馬鹿。


「……ううう～」


　とか、そんな乙おと女めの苦く悩のうはおいておいても、フェリスの姿は、なんの問題もなかった。


　両手両足はもげてないし、服も誰かに攻撃されて破やぶれてたりはしていない。


　つまり、彼女の姿は傷一つなくて。


　ライナがそれに、言う。


「……幻げん覚かくの魔ま法ほうかなにかにかけられたか？」


　が、フェリスは首を振った。


「奴やつは魔法は使わなかった」


「奴……？　というと、フロワードか？」


　その言葉に、フェリスが少しだけ暗い顔になって、ライナを見つめる。


「……イリスに聞いたのか？」


　ライナはうなずいた。


「黒い服の黒い人が、黒いお化けをいっぱい出して、ガブ～＝イコールあいつしかいないだろ？　しっかし、フロワードの野や郎ろう、ストオル帝国の人間だとか言ってやがったのに、シオンの部下だったか……あいつと初めて会ったの、いつだっけ？」


「忘れた」


「忘れんなよ」


「む？　ではおまえは覚えてるのか？」


　その質問に、ライナはうなずく。


「確たしか、トアレんとこでだったと思う。ってかおまえ、さすがにトアレは覚えてるよな？」


　が、それにフェリスはあっさり、


「覚えてない」


「いやいや、そこは覚えてろって！」


　なんてやりとりの間に、キファは、遠えん慮りよがちに口をはさんだ。


「……あの、トアレって、トアレ・ネルフィのこと？　いま、ネルファ皇こう国こくで、たった一人でローランド軍と戦ってる」


　その言葉に、ライナはうなずく。


「おお、そうそう。よく知ってんな、キファ」


　続いてフェリスも、そこで初めてこちらを向いて。


「…………」


　そして、なぜかじーっと、こちらを見つめてくる。切れ長の、澄すんだ青い瞳ひとみでこちらをじーっと見つめてきて、


「………………」


　なにか言うかなと思ったが、しかし、彼女はなにも言わない。


　無む言ごんのまま、じ───────っとこちらを見つめてきて。


「………………」


　それに。


「……………………」


　その沈ちん黙もくに耐たえられなくなって、キファは言った。


「あ、あ、あの……挨あい拶さつが遅おくれて、ごめんなさい。初めてお目にかかります。ライナの、王おう立りつ軍ぐん事じ特とく殊しゆ学がく院いん時代の友人で、キファ・ノールズっていいます」


　そう言った。


　それにフェリスは、ライナのほうに向かって、


「知り合いか？」


「ああ、うん。キファっていって、まあ、学生時代の友達。シオンも同どう級きゆう生せいだった」


「シオンも？」


「うん」


　ライナがうなずくと、それにもう一度、彼女はこちらを見る。キファの顔を見つめ、体を見つめ、再び顔に戻ってきて、言った。


「……なるほど。ではライナ、おまえがいつもいつも噂うわさしてた女は、こいつのことか」


　その、言葉に、


「……え？」


　キファは、心臓が、どきっとする。びっくりして、思わずライナのほうを見る。


　う、噂？


　噂って、なに？


　ライナってば、私のこと普ふ段だんからこの女ひとに話してたってこと？


　え、それって……それってその……


　ええと、いい噂なら、すごく嬉うれしいけど、その、無む理り矢や理りキスしてきた馬鹿な女がいてさーとかそんな噂だったら、えっと、私、えっと私ってばその、あーわーわー。


　と、独り心の中でテンパリ始めるキファの横で、ライナがげんなり顔で、


「ってかおまえにキファの話なんかしたことねーだろが。まぁためんどくせぇパラレルファンタジーが始ま……」


　というライナの言葉も遮さえぎって、フェリスが続ける。


「いやいや、いまさら隠かくす必要はないぞ。キファというのは、あれだろう？　あの、おまえが夜中に無理矢理襲って妊にん娠しんさせてしまった哀あわれな女、ミルク・カラードに続く、第二の犠ぎ牲せい者しやのことだろう？」


　なんて発言に、


「に、妊娠!?」


　と叫ぶキファに向かっても、ライナが疲つかれた声こわ音ねで言う。


「はいそこ、妙みようなとこに反応しない」


「で、でも、妊娠って……ライナ、わ、私が知らないところに、子こ供どもが……」


「いるか！」


　というやりとりの横で、フェリスのパラレルストーリーは続く。


「まだ学生で、幼おさなかったいたいけな少女キファをたぶらかし、その手にしようとしていた野や獣じゆうライナ・リュートとシオン・バカターレは、ある晩ばん、『あの女、やっちまおうぜ！』と酒をかっくらって話していた」


　という発言に、キファはまた、ライナを見る。


「そ、そうなの!?」


「なわけねぇえええええってさ、それはおまえが一番そうじゃないこと知ってんだろ？」


　と叫ぶライナを無む視しして、フェリスがさらに続ける。


「しかし普段は仲なかがいいように見せかけていたライナとシオンも、女のこととなるとたちまちその醜しゆう悪あくな本ほん性しようを現あらわすタイプだった」


「ってどんなタイプだよ」


　というライナの突つっ込こみも無む効こうで、話は進む。


「やがて二人は揉もめ始めた。ライナが言う。『最初にあの女に目をつけたのは俺おれだぞ！　襲うのは俺が一番手だ！』。それにシオンも負けてない。『馬鹿め、この国の王は誰だと思ってる？　俺だぞ？　おまえじゃないぞ？　そういうわけだ。俺がいかせてもらう』」


　それにライナはあきれ顔で、


「いや、当時はシオンは王じゃないけどね」


　するとフェリスもうなずき、


「そう。当時シオンは王ではなかったが、すでに王様気取りの馬鹿男だった」


「あ、そういうとこはあったな」


「だろう？」


「うんうん」


「じゃ、話を続けるぞ？」


「いや、もうそのへんでおまえの馬鹿話は終わりにしてくれるとありがた……ぐぎゃぁあああ」


　ライナが、ぶん殴なぐられて吹ふっ飛とぶ。


　そしてなおもフェリスの話は続く。


　話の内容は、その後ライナがキファを襲って、妊娠させたのに責せき任にんとりたくなーいと叫んで逃にげ去さり、それに怒おこったシオンがいま、追手を放っていて、その追手にフェリスがさっき殺されかけたという話にまで無理矢理繫つながり、


「つまりはおまえのせいで、とんだ迷めい惑わくをいま、私はこうむっているというわけだ！」


　そう、言い切った絶ぜつ世せいの美女の姿を。


「…………」


　キファはもう、呆ぼう然ぜんと見つめていた。


　本当にもう、完全に呆然とした顔を、そのときしていたと思う。


　だって、だってこんな人じん種しゆに、初めて会ったのだ。


　レファルだって相そう当とう強ごう引いんに話を進めるタイプだなぁとか思ってたけど、途と中ちゆう突つっ込こんでくる人を殴り飛ばした上で、まったく意味のない話を続ける人を、初めて見たのだ。


　そしていま、彼女は満まん足ぞくげな顔をしている。


　それを見つめて、


「…………」


　キファは、あらためてさっきのライナの言葉を思い出す。


『中身は悪魔』


　これ。


　これって、だ、大丈夫なんじゃない？


　と、少しだけ、思う。


　ものすごく美人で、かわいくて、あの、すっごい強きよう敵てきだと思うんだけど、でもそれでもこれって、そのぉ、恋こいのライバルになったりは、しなくない？


　と、キファがぶっ飛ばされて部屋の向こうで倒たおれているライナのほうを見ると、彼はもう、この展開に慣なれきっているような、疲つかれきった表情で起き上がってきて、


「……で、満足した？」


　聞く。


　するとフェリスはそれに、思いっきりうなずく。気持ちがいいくらい思いっきりうなずく。


「うむ。満足した」


「じゃ、話、進めていいかな？」


「だめだ」


「え～。この上なにがしたいのよ？」


　というライナの言葉に、彼女は、キファのほうを向いて言った。


「で、そのライナの昔の友達とやらが、いまさらなんの用だ？　シオンからの追手か？」


　が、それにキファは慌あわてて首を振る。


「ち、違います。シオンとはもう、何年も会ってないし。それにもう、何年もローランドには帰ってきてなかったし」


「じゃあなんだ。なぜ、いまこのタイミングで、ここにいる」


「え……あ、いや、それはそのぉ……」


　と、口ごもるキファに、ライナもこちらを向いてきて、


「あ、そうだな。こっちのことで手て一いつ杯ぱいで、それ聞いてなかった。国を出てからキファはどこへいってて、で、どうして帰ってきたんだっけ？」


　その、言葉に。


「…………」


　キファはまた、少しだけ、傷つく。


『どうして帰ってきたんだっけ？』


　そんなの、ライナに会いたいからだけじゃ、だめなのかなとか、ちょっとだけ思う。


　実じつ際さい、それしか帰ってくる理由はなかったし。


　ライナを助けるために旅に出て、ライナを助けるために……


　彼に会うために、戻ってきたのだ。


　それ以い外がいに、ここにいる意味なんか思いつかなかった。


　だからキファは言った。


「……その、あの」


　するとライナと、フェリスが、こちらを見る。


　それにキファは、頭に血ちが上のぼって、顔が、真まっ赤かになっていくのを感じながら、でも、頑張って、


「……あ、あの、ライナに……逢あいに、帰ってきました……」


　そう、言ってやった。


　そのまま、きゃあああああと叫びそうになるが、それを我が慢まんして、心の中だけでう～っとうめく。


　それからちらっとライナのほうを見ると、彼はまた、あの顔になってる。


　困こまったような、一歩引くような。


　でも、彼が一歩引いてしまっても、もう気にしないと決めて戻ってきたのだ。自分は化ばけ物ものだからと逃げようとしても、ちゃんと追いかけて、独ひとりにしないぞって決めてきたのだ。


　だって、そのために旅に出たんだから。


　彼を孤こ独どくから救うために旅に出たんだから。


　だからキファはもう一言。


「あの……わ、わ、私……」


　もう一歩前に。


「……私、ライナのこと昔から……す、す、好きなんです」


　一歩前に、進んだ。


　瞬しゆん間かん。


「…………」


　ライナはやはり、なにも言わない。ただ、困ったような顔をするだけで。寂さびしげな、疲れたような顔をするだけで。


　やはり三年前と、同じだ。


　こちらが側そばに近ちか寄よろうとすると、彼は必かならず、一歩後ろに下がる。傷きず付つけないぐらいの距きよ離りに。殺さないぐらいの距離に。


　呪のろわれている自分が、相手を傷付けないぐらいの距離まで、下がろうとする。


　彼の反応は、本当に前と一緒で。


　それは、予想通りの反応で。


　だから、それに傷ついたりはしなかった。


　でも。


「…………」


　でもその横で。


　絶世の美女の、ずっと無む表ひよう情じようだったはずの顔に、かすかな変化が起きたのを、見てしまった。


　それは本当に一瞬の変化でしかなくて、普段なら、自分とは全然関係のない、興きよう味みのない人がそんな顔をしたんなら、見み逃のがしてしまったかもしれない。


　でも、キファは見た。


　色白で、綺麗で、でもどこか感情のないフェリスの顔が、一いつ瞬しゆんだけうろたえたような、驚いたような顔になったのを。


　そして。


「…………」


　そしてフェリスは、


「……あ、私は……」


　と、震ふるえるような声で、言った。でも言ったのは、それだけ。それで充分だった。キファにはそれですべてわかってしまったから。


　ああ、なんだ。


　って。


　ああ、なんだ。やっぱり彼女もライナのことが……


「…………」


　と、思った矢先。


　突然、フェリスの顔が、さっきよりもさらに大きく変化する。驚おどろくような、泣いてしまいそうな、それでいて嬉うれしそうな、そんな顔。


　そして彼女は、震える声こわ音ねで、


「だ……だ、だ……」


　なんて言い出して。


　それにライナが、


「んぁ？　なんだ？　どうした？」


　聞く。


　しかし彼女は当然のごとくそれを無む視しして、


「だ、だ、だ、だんごの匂においがするのは、なぜだ？」


　なんてことを言った。


　それにライナが、


「へ？　だんご？　あ、そりゃ、ここはあれだよ。おまえと待ち合わせしてた、アソールドだんご茶ぢや屋やだか……」


　が、言葉の途と中ちゆうで、突とつ然ぜん。


「なぜそれを早く言わぁあああん!!」


「ぎゃぁあああ」


　またも彼女はライナを殴った。ライナは悲ひ鳴めいとともに吹っ飛び、また倒れる。だが彼女はそれを無視して、走り出す。


　途中、倒れているライナをきちんと踏ふみつけつつ、


「ちょっといってくる！」


　もう、凄すさまじい速さで部屋を飛び出していってしまう。


　その行動が、もう、キファにはまるで理り解かいできなかった。


「え？　え？　え？」


　と、うろたえるばかりで。


　だって、だっていまの、絶ぜつ対たいおかしいよね？


　だっていま、私がライナに告こく白はくして。


　でもってたぶん、フェリスもライナのことを好きで。


　突然、恋のライバル対決が、始まっちゃうかもしんない！


　っていう緊きん迫ぱくした場ば面めんのはずなのに。


　フェリスは、『だんごの匂いがする』とかわけのわからないことを言って、ライナを殴って部屋を飛び出していってしまったのだ。


「……い、いったい、彼女になにが起きたの？」


　と、キファは聞いた。


　するとそれに、まるでライナがいつものことだと言わんばかりの口く調ちようで、答えた。


「……あいつ、死ぬほどだんごが大好きなんだ」


「ってそれ、説明になってないから」


「いやいや、まじで。いっつもあんな感じよ？　あいつがだんご好きだぁーと叫びだしたら、あとは俺が殴られて死ぬか、シオンが殴られて死ぬか」


「え、じゃあほんとに彼女、おだんごを食べにいったの？」


　キファが聞くと、ライナはうなずいた。


　それに彼女はさらに、


「えええ、で、でもその、いまのさ、その、会話の流れ的に、おだんごとか言ってる場合じゃ……」


　が、ライナは首を振る。


「あいつはそういう奴だから」


「で、でも……」


「いやまじで、あいつの行動に真しん剣けんに付き合ってると、死んじゃうぞ？」


「……そ、そうなの？」


「そうそう」


「…………」


　とそこで、ライナは起き上がる。


「ま、とりあえず俺らも下したに降おりようぜ？　キファとももうちょっと話はなししなきゃいけないし、フェリスを襲った奴の話もしなきゃいけないし……それに俺ら、本格的にシオンに追われてるからさ、今後どうするか、そのへんについても、だんご食いながら話し合わんと……ってか、いまんとこ追手はここらにはきてないみたいだけど、ここにずっといるのも、まずいと思うんだよねぇ……」


　言いながら、部屋の外へと出ていこうとする。


　しかしキファはそれを、追わない。


　ただ呆ぼう然ぜんと、いま起きたことを考えてるだけで。


　フェリスはやっぱり、ライナの言ってるとおりの娘こなのかもしれないと、思う。


　恋愛とかそういうのには興きよう味みがなくて、なんというかその、もっとすごく子供で、花よりだんごみたいな？


　そんなふうに、見える。


　彼女はライナには興味なくて。だんごのほうがライナより上なくらいで。だからライナのことを好きだと言う女の子が現れても、全ぜん然ぜん気になってなくて。


　そんなふうに、見える。


　少なくとも、ライナにはそう見えてる。


　でも。


「…………」


　キファは小さく息を吐はき、それから鼻はなで少しだけ、部屋の中に漂ただよっている匂いを、かいでみる。


　すると部屋には、フェリスが言った通り、だんごの匂いがしていた。


　でもこの匂いは、この部屋に入った最さい初しよから、ずっとしていた匂いで。だんごが好きなら、目を覚ましてすぐに、気付いたであろう匂いで。


　なのに彼女はキファがライナに告白したのを聞いてから、慌てたような、うろたえたような顔で、急にだんごの匂いがすると言い出した。


　そして逃げるように、部屋を飛び出していった。


　そう。


　彼女は、逃げたのだ。


　あんなに強つよ気きそうで。あんなに暴ぼう力りよく的てきで。あんなにワガママそうな彼女が、慌てるような顔で、逃げたのだ。


　その、彼女の。


「…………」


　彼女のあまりに純じゆん粋すいなかわいらしさに、キファは、


「………………うわぁ、ちょっと強きよう敵てきかも」


　うめくように言った。


　それにライナが振り返り、


「どした？」


　と、聞いてくる。


　もう、脳のう天てん気きな顔で聞いてくる。


　それにキファはライナの顔を見つめて。


　ずっと逢あいたかった人の顔を見つめて。


　いろんな女の子をいっぱい悩なやませる彼の顔を見つめて、


「もぉ、ライナってば悪いヤツなんだから！」


「へ？」


「ううん。なんでもな～い。さ、下りよ。私もおだんご食べたい」


　言って、キファは彼に近づく。腕を……彼の腕に、自分の腕を絡からめようとする。


「…………」


　前は、簡かん単たんにできたことだ。


　それどころか演えん習しゆう中ちゆうにはライナと組くみ手てだってやったことあるし、寝ね技わざの練習だってしたことがある。それにそれに当時はいつも一緒にいて。彼の隣となりには、いつも自分がいて。彼のために、お弁べん当とうとかも作ってて。腕組むくらい、もう、全然なんてことなかった。


　だからまた、あのころみたいに、気き軽がるにライナの腕に、組み付こうとして。


「…………」


　でも、できなかった。


　それどころか、口から、心しん臓ぞうが飛び出しちゃいそうなほど、緊きん張ちようしてしまって。


　いやそれどころか、ずっと逢あいたかったライナが、側そばにいるっていうだけで、心臓がバクバクしてきちゃって。


　うわぁと、思った。


　これはまずい、と思った。


　これじゃ、負まけちゃうって。なんかもう、なんでもないところでちょっと、泣きそうになってきちゃって。


　ローランドに久しぶりに帰ってきて、思い知らされてしまったのだ。


　もう、昔とは違うのだと。


　世界が変わってしまって。


　シオンも変わってしまって。


　ライナの横にあったはずの自分の居い場ば所しよも、なくなってしまっていて。


　おまけにおまけに、すごく美人で、かわいいライバルが現れて。


　もっと、頑張らなきゃいけないのに。


　もっともっと、頑張らなきゃいけないのに。


　もっと。


　もっと頑張って。


「……えい！」


　彼女は、ライナの腕をつかんだ。


「お？」


　と、彼は言った。


「へへ～ん」


　と、彼女は言った。


　心の中は、へへ～んなんて言えるほどの余よ裕ゆうはなかったけど、とにかく彼女はそう言った。そのまま、彼の腕に強く抱だきつく。


　するとライナがこちらを見て、言った。


「キファ」


「……ん？」


「ちょっと重いんだけど？」


　瞬間。


「はぁ!?　女の子に重いってどういうことよ！」


　キファは、そう怒ど鳴なってライナの頭をぱこんっとはたく。ちょっと怒ったように、頰ほおを膨ふくらます。


　それにライナはまた、めんどくさそうな顔になる。


「…………」


　それは、三年前と、同じような光こう景けいだった。


　三年前の、まだいろんなことが手て遅おくれじゃなかったころの光景。


　シオンはみんなが憧あこがれる優ゆう等とう生せいで、ライナはみんなに馬鹿にされてる怠なまけ者で、ファルは人の恋れん愛あい話ばなしにばっかり興きよう味みがあるけど、ファルのことをトニーが好すきらしくて、ノリばっかりいいタイルがみんなを明るくしてくれて。


　で、その中で。


　みんなに囲まれた中で、キファはライナに、昼ひる寝ねばっかりしてないで、早く授じゆ業ぎようにいこうよって頭をはたいて。


　キファはそれに。


「なんか、懐なつかしいね」


　そう言って、笑った。


　でもそれを言うのも少し、緊張してしまう。


　だって、そう思ってるのは自分だけかもしれないから。ライナは私のことなんか全然覚えてなくて。あのころのことなんかどうでもよくて。私ばっかりが盛もり上あがってるんじゃないかって、怖こわくなっちゃって。


　というかライナってば、ほんとにすごく久しぶりに私が帰ってきたっていうのに、ずっと困こまったような顔ばっかりしてて、ちょっとひどいと思うのだ。


　やっぱり、帰ってこなかったほうがよかったのかな？　とか、考えそうになるのを、もう、我慢しながら一生懸命笑え顔がおを作ってるのだ。


　でも、それにもちょっとだけ、限げん界かいが近づいてきてる。


　せっかく帰ってきたのに。


　ずっと、彼に逢うために頑張ってきたのに。


　このまま彼が、少しも笑ってくれないなら、ダッシュで逃げて、どっかに隠かくれて一度泣こう。


　うん。そうしよう。


　と、キファが決意しそうになった──


　瞬間。


　ライナが言った。


　腕にしがみついてるキファの頭をぽんぽんっとたたき、


「……ああ、ほんと懐かしいね。せっかくキファが帰ってきたんだから、シオンと、キファと、三人で、昔の馬鹿みたいな話で盛り上がりたかったな」


　そう言った。


　そのまま彼はこちらに微ほほ笑えみかけて、


「おかえり、キファ」


　なんてことを、ライナは言った。
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「…………」


　それにキファは、ダッシュして、どっかに隠れて、泣いちゃうぞ計画を中止にする。


　ライナがおかえりって言って、笑ってくれたから、やっといろいろな不安が消えて、今度こそ全開で、彼に笑いかける。


　なのになぜかそれに、ライナは慌てた顔になって、


「な、な、なんで泣くのキファ!?」


　なんて言って。


「泣いてないよ」


「泣いてるよ！」


「これは嬉うれし泣きです！　ライナに逢えて、感かん極きわまっちゃった」


「ま、まじで？」


「まじで」


「……………………そか。ええと、じゃ、じゃあどうしよう」


「ちょっとだけ」


「……う？」


「ちょっとだけ、このままで」


　そのまま、キファはライナの胸むねに、顔をうずめる。逢えなかった三年を埋うめるように、彼の胸の温おん度どを確かく認にんする。


　ライナはそれに、やはり、相あい変かわらずの困ったような顔で周囲を見回したり、天てん井じようを見上げたり、なにやら忙いそがしそうだが、もう気にしない。


　ぎゅーって。


　ぎゅうううううううって、一度、彼を抱だきしめてから。


「よし！」


　と、キファは言った。


「充じゆう電でん、完かん了りようしました！」


　そして、ライナから離はなれる。


　するとやはり彼は、困ったような顔をしていて、すぐに、彼女の気持ちを受け入れてくれたりはしなそうだったけど、でも、いまはそれでいい。


　いま、自分がするべきことは、それじゃないから。


　だから、キファは言う。


「よし！　じゃあ、これからどう動いていくのかの、計画を立てましょう！」


　するとライナが、急にいろいろいまのめんどくさい状じよう況きようを思い出したような顔になって、


「……ああ、なんかすげぇえええめんどく……」


　が、キファはそれを遮さえぎって、


「はいはい、めんどくさがらない！　次の授業が始まるよ！」


　と、ライナの背せ中なかを押おして、茶店の一階へ下りていく。


　それにライナは押されながら、


「うえ～、授業とか、すげぇ嫌いやな響ひびきだなぁ」


　とほんとに嫌そうな顔でうめいて。


　その、懐かしい顔に。


「…………」


　キファはまた、笑った。




　第四章　そして悪魔が使う天秤







　死し体たいを、見下ろす。


　ぐちゃぐちゃに切きり刻きざまれ、無む惨ざんに潰つぶされてしまったたくさんの死体を、見下ろす。


　その広間にはいま、たくさんの死体が転ころがり、血の海が広がっていた。


　それを見て。


「…………」


　しかし、シオンはなにも言わなかった。


　彼がいまいるのはローランド帝てい国こく城じようの、玉ぎよく座ざのある広間で。


　そこはつまり、この国の長がいる場所で。


　そこに、いくつもの死体が転ころがっているのは、異お常かしなことなのだが、しかし、


「…………」


　シオンは──この国の王は、なにも言わなかった。


　ただ、意志の強そうな金色の鋭するどい瞳ひとみで、惨むごたらしく破は壊かいされている死体の山を、見下ろすだけ。


　それから。


「…………」


　彼は目を、少し上げた。


　広間の中。


　いや、広間の、奥おくのほうで蠢うごめく、『何か』に目を向ける。


　はっきりは見えない。


　広間に備そなえ付けられていた魔ま法ほうによる灯あかりもいまは破壊され、さらに窓の外も今日は雨が降っているせいか、ひどく、暗い。


　その、暗くら闇やみの向こうで、『何か』が蠢く。


　だが音はしない。


　気け配はいもない。


　ただ、奇き妙みようなものが蠢いているのは、わかる。


　そしてこの、死体の山を作ったのも、そいつだと、わかる。


　いや、それはよくあることだった。


　シオンが少し目を閉とじ、再び開くと、いつの間にか目の前には死体の山が──この、広間を守っているはずの、衛えい兵へいたちの死体の山が積つまれ、広間に、『何か』が忍しのび込こんできているという、状況。


　それに。


「……またか」


　と、シオンは呟つぶやく。


　そして、闇の向こうの『何か』をにらみ据すえる。


「……何度きても、この地では君らに勝かち目めはないよ」


　と言うと、それに。


『…………』


　闇の中のなにかが、なにか、声を発はつしたようだった。


　だがそれはあまりに小さくて。かぼそくて。いまいち、聞き取れない。


　それにシオンが、


「……聞こえないな。だが、聞く必要もない。ルシル」


　と言う。


　するとシオンのすぐ後ろ。なにもなかったはずの場所から、異い常じようなまでに美しい、一人の男が現れる。


「……ああ」


　と言う。


「殺す？」


　シオンは、うなずいた。


「ああ」


「じゃあ、もう殺やるね」


　ルシルがそう言った、次の瞬しゆん間かんには、彼の姿は消え、そして広間の、闇の向こうに移動している。


　そのまま彼は笑えみを浮うかべ、


「……隠かくれても、無む駄だだよ」


　手を、広間に転がっている死体の一つに、差し込む。そのまま死体のはらわたをえぐるようにして、なにかをつかむ。無む理り矢や理り引きずり出す。


　すると死体の腹から、奇妙な化ばけ物ものが引きずり出される。


　蛇へびのような顔と、人の手、鳥の羽はねに、蜘く蛛もの足。そして顔からなにから全身、火傷やけどでただれてしまったかのような、皮ひ膚ふ。


　一見するだけで吐はき気けを催もよおしそうになるほどの醜みにくい化物の首が、ルシルの手に握にぎられていて。


「ギュリルエルエルエルエ」


　化物は耳みみ障ざわりな咆ほう吼こうを上げる。そのまま蛇の頭を伸のばし、ルシルの肩に喰くらいつこうとして。


　しかし。


「気持ち悪いよ」


　ルシルはそれを、払はらう。


　するとそれだけで蛇の頭は消し飛んでしまう。


　しかし化物の動きは止まらない。頭を失うしなってなお止まらずに、今度は胸に、あきらかに蜘蛛のものだとわかる目と、牙きばが生まれ、その口でルシルを呑のみ込こもうとする。


　だがそれに、ルシルは嬉うれしそうに笑った。


「……は、はは、ははは。なんだそれは。私を呑み込む気か？　おまえ程てい度どの力で、私を取り込めるとでも？」


　するとそれに。


　化物の肩の部分に、さらに違う顔が生まれる。鳥の頭のような顔が生まれ、ルシルの問いに、答えてきた。


「……驕おごるなよ、エリス・リードの末まつ裔えいが。貴き様さまの暴ぼう走そうも、ここまでだ。女め神がみの怒いかりはもう限げん界かいに……」


　が、そこで鳥の言葉は止まる。


　ルシルが鳥の首を、もいでしまったから。


「……狂くるった女アバ神ズレどもが、なんだって？」


　そのまま、鳥の頭を握にぎり潰つぶす。


　だが化物はやはり止まらない。蜘蛛の牙を、ルシルに突つき立てようとしてくる。


　しかしそれも、ルシルにとってはまるで意味のないことだった。


　彼は手を、そっと前に突き出し、小さく呟く。


「茶ちや番ばんは終わりだ」


　瞬間、彼の力が解かい放ほうされ、すべてが終わる──


　はずだった。


　しかしそこで。


「……ん？」


　突然ルシルの表ひよう情じようが、変わる。


　蜘蛛の口の中に、奇妙な、小さな光があって。


「……まず……」


　言葉は続かない。


　光が突然、化物の体ごと、爆ばく裂れつしたのだ。


　ルシルのほうへ向かって。


　いやその後ろの、シオンのほうへ向かって。


　光に呑み込まれ、ルシルの体が消える。


　続いてその光が、シオンの体も呑み込もうとした、そのとき。


　再び、シオンの前に、ルシルが現れた。


　手に、暗くらい色の剣を握っている。ルシルはそれを振るう。すると光は、真っ二つに切り裂かれて、さらに、剣に吸きゆう収しゆうされていく。
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「…………」


　今度こそそれで、すべては終わりだった。


　再び広間には闇と静せい寂じやくが戻る。


　だがシオンはそれに。


「……ルシル」


　そう声をかけた。


　目の前にいる、どんな化物にも負けないはずの、どんな闇よりも暗いはずの、美しい男を見て、


「……ちょっと、まずいかな？」


　と、声をかけた。


　それにルシルは振り返って、


「いいや。別に問題はない」


　彼は笑っている。


　美しい顔で、笑っている。


　しかし笑っているのは、顔の、右半分だけだ。


　彼の顔の左側は……いや、左手も、左足も、左半身もすべて、失われてしまっている。


　蜘蛛の口から放たれた光によって焼けこげて、消しよう滅めつしてしまっている。


　それにシオンは怪け訝げんな顔で、


「問題ないようには、見えないけどね」


　が、ルシルは片かた側がわだけしかない肩かたをすくめて、


「問題ないさ」


　言ってから、残った右手で自分の体をどんっとたたく。


　するとたちまち、彼の残りの半身が復ふく元げんを始める。体の、内側の肉が盛り上がり、みるみるうちに彼の美しい姿は元に戻ってしまって。


　それは、気持ちが悪いほどだった。


　シオンは苦く笑しようする。


「化ばけ物ものめ」


　するとルシルも笑い、


「ははは。同どう族ぞく嫌けん悪おかい？」


　そう言った。


　同族嫌悪……


　つまりそれは、シオンも同じ、化物だという意味だ。


　その言葉に、しかし、シオンは反はん論ろんしなかった。その通りのことだから。いまやもう、自分も、この気味の悪い化物と同じ──いや、それ以上の化物になりつつある。


「…………」


　シオンは無む言ごんのまま、もう一度広間を見た。


　しかしもう、さっきの蛇なのか、鳥なのか、蜘蛛なのかわからない、気き色しよく悪い化物の姿はない。おそらく自じ爆ばくしたのだろう。


　ルシルを殺すために。


　いや、シオンを──『狂った黒い勇者』を殺すために。


　シオンは、いまだ広間のほうを見つめ続けているルシルに言った。


「しかし、ルシルが手て傷きずを負うなんて、初はじめて見たな」


　するとそれにルシルが、


「……ああ。ちょっと、油ゆ断だんしたよ。まさかわざわざ、ご本人が出で張ばってくるとは思ってなかったからね」


　という言葉に、シオンは目を見開く。


「……ご本人？　というと、『女神』どもが」


　するとルシルはうなずいた。


「あれはたぶん、『静ク謐カのノー女ス神ト』の、一部だね。体の一部をさっきの使い魔の体に隠かくして、送り込んできた。しかしこのタイミングで、遠えん路ろはるばるご本人が登場なんて、『女神』様たちもだいぶ慌あわてて……」


　と、そこで突とつ然ぜん。





《愚おろか者どもめ》





　甲かん高だかい、聞き取りにくいほどに高い、耳みみ障ざわりな女の声が部屋に響ひびき渡わたった。


　いや、実際に声は響いてなかったかもしれない。しかし頭の中に直ちよく接せつたたき込まれるような、そんな声が世界に響いた。


　それにシオンは、


「……まだ、いるじゃないか」


　するとルシルは笑う。


「そうだよ。まだ、殺してないからね。さっき消したのは、『女神』からの攻撃だけ」


　とそこでまた。





《愚か者どもめ》





　同じことを、言ってくる。しかし今度のそれには、別の意味が込められている。


　いわゆる、恐きよう慌こうの魔法だ。


　相手の精神を蝕むしばみ、破壊するための力が、『女神』の放った声には込められていた。


　ちょっと前なら、それだけでシオンの精神は破壊され、あまりの恐きよう怖ふに、狂ってしまっていたかもしれない。


　いわゆる神の声だ。


　神から放はなたれる、お告つげ。


　人は皆みな、それを畏おそれ、平へい伏ふくし、ただただ従したがう他ほかない。


「ま、同じ化物の俺らにはもう効きかないけれど……」


　小さく呟つぶやいて、シオンは広間の、声の出で所どころを探すように視線を動かす。


　しかし、


「……あ、だめだ。俺の眼めじゃ見つけられないよ、ルシル」


　するとルシルはすでに『女神』の欠かけ片らの姿を見つけているのか、天井の、ある一点を見つめながら、言った。


「……なんだシオン。君は彼女の貌すがたを、見たいのかい？」


　その問といに、シオンはうなずく。


「そりゃ、見たいさ。ずっと使つかい魔まばかりを寄よ越こしてきていた『女神』様が、ついに自分からきてくれたんだ。ちゃんとおもてなししないと」


　が、それにルシルはこちらを振り向いて、


「でも見たら、後こう悔かいするよ？」


　と言った。


　シオンはそれに首をかしげ、


「どういう意味で？」


　そう聞く。


　するとそれに、ルシルは笑う。だがそれはいつもよりもさらに暗くらく、冷つめたい、嘲あざけるような笑えみで。


　彼は、言った。


「そりゃもちろん、『女神』と言うわりには、意外と彼女が、ブスだって意味でさ」


　言ってから、彼は手をシオンの目の前で軽く振る。


　途と端たん、世界の色が変わる。


　暗闇はより暗く。


　光はより明るく見えるようになる。


　そして闇の奥。


　ルシルが見上げている、広間の天井にある闇の奥に、一人の、光を纏まとった女がいた……


　光り輝かがやく、羽は衣ごろものような服を身に纏った女。


　その姿を見て、


「……おっと」


　と、シオンは思わず呟く。


　そして彼女の姿に。


　その、『女神』の姿に、思わずシオンは、顔を歪ゆがめた。


　彼女の姿は、異常なまでに、醜みにくかったから。


　天井に四よつん這ばいになって張はり付いている彼女の顔に、目は、なかった。


　黒く落ちくぼんで、その奥に、深い闇が広がるばかりで。ときおりその中から、百むか足でのような、虫のような、気き味みの悪いものが出入りしている。


　鼻は存在せず、さらに口も人とは違い、横ではなく、縦に裂さけていて、そこから外そと側がわに向かって溢れるように数百の牙が生え出している。


　なまじ首から下が人と同じ形をしている分、彼女の姿はさらに異い形ぎように見えてしまう。


　いや、人間が嫌悪感を持つすべてを、そこに集あつめたかのような、容よう貌ぼうだった。


　そして彼女はその、縦に開いた口をパクパクと動かすと、声がまた響ひびいてきた。





《キサマラは。キサマラハキサマラハ。なぜ、なぜなぜなぜ、ワが、ワレラが救く世せを、救きゆう済さいを受けイレヌ？》





　聞き取りにくい、甲かん高だかい、耳みみ障ざわりな声。


　それにルシルが、


「な？　見ないほうが、よかっただろう？」


　なんて言ってきて。


　それにシオンは、


「…………」


　しかし、肩をすくめるだけで答えなかった。いや、おおよそこの展てん開かいを、予よ想そくしていたのだ。次々と化物を繰くり込こんできていた『女神』の姿が、どんなものかと想像したことはあったが、まあ、こんなものだろうとも思っていた。


　それはルシルが見せてくれた一冊さつの本。


　この世界の、光と闇が書かれた本の中の、『女神』が出てくる物語を読んで以来、彼女たちの姿は醜しゆう悪あくなものだろうと、予想はしていたのだ。


　たとえば彼女たちが出てくる物語には、こんなものがあった。





　　　　　◆◆◆◆







　　　　あまりに長い時を生き、狂ってしまった『女神』たちの欲望は止まりませんでした。すべてを手に入れても止まりませんでした。


　　　『光』を作ってそれを食べ、『闇』を作ってそれを食べ、『人』を作ってそれを食べ、それでもそれでも物足りない。


　　　　もっと食べたい。


　　　　もっとタベタイ。


　　　　もっともっとタベタイ。


　　　　タベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイタベタイ。


　　　　そして最後に彼女たちは、最大の禁きん忌きを犯おかしてしまいます。


　　　　すべての源みなもとを。


　　　　自分たちを生み出した源を。


　　　　彼女たちを生み出してくれた親を、喰くらってしまったのです。


　　　　親を喰らってやっと満足。


　　　　そしてすべては終わってしまいました。


　　　　いままでの世界はなにもかもが終わり。





　　　　再び、生まれ変わります。







　　　　　◆◆◆◆





　だが。


　と、シオンは思う。


　天てん井じようの、醜悪な『女め神がみ』の欠かけ片らを見上げて、彼は言う。


「だが今回は……あなたがたの思うとおりにはなりませんよ。あなたがたの創つくる醜みにくい物語は、ここで終わりだ」


　それに女神は、虚うつろな、なにもない目の闇をこちらに向けて、言う。





《また。また、マタ、また、貴き様さまはクルウのか、狂うくるうクルウのか、勇者よ。ワが愛いとしい勇者よ……ωオメガに騙だまされ、αアルフアに騙され、悪魔に騙されて、再びオマエは世界を売るつもりか？》





　という言葉に。


　シオンはしかし、薄うす笑えみを浮かべる。


「という、あなたがたに都つ合ごうのいい物語もいくつか、世に出回ってるのは知ってますが……」


　そう。


　古いにしえの物語には、いくつかのパターンがあった。


　勇者が世界を滅ほろぼす話。


　悪魔が世界を滅ぼす話。


　そして女神が世界を滅ぼす話。


　そのどれもに信しん憑ぴよう性せいがあって、しかし、そのどれもに噓うそが含ふくまれている。


　誰が誰のために、なんのために創った話かは知らないが、少なくともその、どれもが滅びに繫がる話だった。


　まあ、どちらにせよ……


　とそこでまた、『女神』の声が響ひびく。





《ワが救く世せを受け入れろ。ワが救済を受け入れろ。それがソナタのためになる。さあ受け入れろ、受け入れろ、そして世界を救う勇者に……》





　が、シオンはそれに、


「黙れ……醜い『女アバ神ズレ』どもが」


　と、言った。


　瞬しゆん間かん、ルシルが、飛ぶ。


「碧ヘキ帝テイの舌シタ」


　呟く。


　右手を上げる。


　だがその右手には、なにも生まれない。なにも見えない。


　しかしそこにはなにもないはずなのに、『女神』の醜い顔は、さらに醜く、恐怖に歪む。





《へ……ヘキテイ、だと……？　馬鹿な……キサマ、『神かみ追おい』の力を喰くらったのか？　しかしそんなはず……ωに……剣けん聖せいエリス・リードの血けつ族ぞくにそんな力があるはず……》





　が、それに、ルシルは笑みを浮かべて、


「いつまでも老人が……古い神どもがのさばっていられると思うなよ。『神』も、『神追い』も、そして『女神』も、すべてを喰らってやる」


　そして手を、『女神』の頭に振り下ろす。


　それに『女神』は、なにもできない。ただ、驚いたような、怯えるような顔をしただけで。


　彼女の、体が消え始める。





《……そんな……ほ、ほんとに喰われ……我が体が……貴様は、いったい……》





　しかし言葉は、そこまでだった。


『女神』は消え、闇が戻る。


　ルシルは広間の、死体の山の中央に着地してから、こちらを振り返った。


「終わっ……」


　とそこで、彼は床ゆかに膝ひざをつく。そのまま、倒たおれる。


　しかしそれに、


「…………」


　シオンはやはり、なにも言わない。


　前にもルシルの、その姿すがたは見たことがあったから。


　彼が『女神』を喰らい、その力を手に入れるとき。


　いや、『神』を、『神追い』を喰らい、その力を手に入れるとき、彼は常つねに試ためされるのだ。


　その力を持つのに、相ふさ応わしいか。


　その力を持ち、世界を創るのに、相応しいか。


　太たい古こから延えん々えんと続いた物語の筋すじ書がきを書き換かえるのに相応しいか。


　彼は試され、彼の力が足りなければ、死ぬ。


　生き残ればまた、前に進む。


　簡かん単たんな話だ。


　ルシルも、そしてシオンも、それぐらいの危険は承しよう知ちで、前に進んでいる。


　なにもかもを捨すてて。


　笑いも、悲しみも、幸せも、喜よろこびも、友達も、家族も、仲間も、命も、愚おろかしいと泣きたくなるほどなにもかもを捨てて、前に進む。


　人はそれを、狂ってると言うかもしれない。


　神はそれを、狂ってると言うかもしれない。


　女神たちはそれを、狂っていると言うかもしれない。


　だが、でも、それでも……


「…………」


　生き残れば。


　生き残れば、この世界を覆おおう、すべての闇を切きり裂さくことができるから。


　だから。


「…………」


　とそこで、ルシルが起き上がった。


　シオンは聞く。


「……問題は？」


　するとそれに、ルシルはこちらを見て、笑った。さっきよりもさらに暗く、冷たく、虚ろな笑みを浮かべて、


「ないよ」


「じゃあ」


　シオンが言うと、ルシルはうなずいた。


「ああ。続けよう」


　そしてルシルは消える。


　再びシオンは広間に独ひとりになる。


　彼は目の前に積つみ上あがっている、死体の山と、血の海を見つめて、


「……狂った、黒い勇者か……」


　泣きそうな、うめくような声で小さく呟いた。


　するとそこで。


「……陛へい下か」


　呼びかけられる。


　それに目を上げる。


　すると仲間たちの骸むくろの向こう側に、一人の男が立っている。


　ひどく厳きびしい、しかめ面つらをした男だった。年の頃ころは三十を少し超こえたくらい。気持ちがいいくらいに綺き麗れいに軍ぐん服ぷくを着込んで、背せ筋すじがぴんと伸びている。


　ラッヘル・ミラー少佐。


『忌いみ破やぶり』追つい撃げき隊たいの責せき任にん者しや。


　ミルク・カラードの上じよう司し。いや、あの天才、ルーク・スタッカートの上司だ。


　この国で、もっとも頭がよく、優ゆう秀しゆうな男。


　いまのローランドは、彼が作ったと言っても、過か言ごんではないほどだ。シオンが革かく命めいをしようと思ったときにはもう、彼によって、ほとんどすべての必ひつ要ようなものがそろえられていた。


　シオンはその、彼の計画の歯は車ぐるまの一つになって動いたに過すぎない。


　だが、いま。


　ミラーはこちらを見て、厳しい、困ったような顔をしていた。


　自分が想そう定ていしていなかった、想像していなかったものを見せつけられたような、そんな顔。


　それに、シオンは微ほほ笑えんだ。


「……話を？」


　するとミラーはうなずく。


「ええ。いまのローランドの情じよう勢せいについて、もう少し詳くわしく話してもらえると聞いてきたのですが……」


　言ってから、彼は広間を見回す。


　死体の山を見て。


　それから、シオンを見る。


　そしてまた彼の鋭するどい目は、広間の、なにもない空間を、漂ただよう。


　それはルシルを捜さがしているのか、それとももう喰われてしまった『女神』を捜しているのか？


　シオンは彼を見つめ、そして聞いた。


「……で、どこから見てたのかな？」


　するとミラーは目を、シオンのほうへ再び固こ定ていして、答える。


「どこから、ですか？　その問いには、では、なにも見ていなかったと答えましょう。仮かりに私がなにかを見ていたとしても、それにはなんの意味もありませんからね。正しい知識がないままに、私はなにかを発はつ言げんしようとは思わない。ですから今日、私があなたにしにきた質問の言葉は、一つだけです」


　そう言った。


　それにシオンは、うなずく。


「じゃあ、聞き方を変えよう。その、質問ってのは、なにかな？」


　するとミラーは言う。


　真まっ直すぐ、こちらを見つめ。


　いやさらにその先を。


　シオンの、奥のほうをのぞき込むような鋭い瞳で見つめて、


「……すべてを、教えろ、シオン・アスタール。それも初めから、なにもかもをだ」


　低い声音で、そう言った。




[image: ]





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　脳の中の細さい胞ぼうに、命令を与あたえる。


　動け動け動け。


　考えろ考えろ考えろ。


　必死に脳の中の細胞に、命令を与える。


　どうするどうするどうする。


　状況はどうだ？


　情勢はどうだ？


「…………」


　しかしそれとは別に、脳の中心のあたりから、別の命めい令れいが放はなたれる。


　めんどくさいめんどくさいめんどくさい。


　もう寝ようぜもう寝ようぜもう寝ようぜ。


　もちろん状況は、そんなだらだらしてたらもう、いろいろ手て遅おくれになりそうなほど緊きん迫ぱくしてきていて、寝れるはずがないのに、しかし、怠なまけ者の脳みそは叫ぶ。


　はいおやすみほいおやすみもう眠ねむいだるいバイバイしたいベッドにバイバイして夢の中でふわふわしてもう起きたくないのでそこんとこよろしくお願いしますさようなら。




ライナ・リュート。




　追伸。


　どうか捜さないでください。





　なんて馬鹿な命令に。


「………………」


　ぐっと耐たえながら、あくびをかみ殺して、彼は、壁かべにかかっていた時計を見上げた。


　ちなみに時刻はお昼時。


　眠いわけだ。


　だって昨日の朝、牢ろう屋やを脱だつ獄ごくしてからまるで寝てないのだ。


　この三十時間ぐらい、もう、街中を走り回って自分と、このローランドがおかれている状況を調べて、やっと国を出るぞとなったら待ち合わせ場所にフェリスがいなくて、キファが戻ってきてすったもんだ、フェリスが気き絶ぜつしててすったもんだ。


　で、いまだ。


　いまだにライナたちは、アソールドだんご茶屋にいる。


　朝八時半にフェリスと待ち合わせ、そのまま昼には国こつ境きようを越こえ、ローランド帝国から、ネルファ皇国へと出ているはずだったのに。


「…………」


　ライナは無言で、目の前でだんごを食べ続けている絶世の美女を見た。


　もう、なんの悩みもないかのような顔で、彼女はだんごを食べ続けていて。


「…………」


　続いてその横で、彼女の妹もだんごを食べ続けているのを見る。二人はもう、だんごを食べまくっていて、食べ終わったあとの串くしの本数を見ると、いったい、ここの支し払はらいは誰だれがするんだろう？　と恐怖に震ふるえそうになるが、まあ、そのへんは必ひつ殺さつ食い逃にげという選せん択たく肢しもあるので、考えないでおく。


「…………」


　そしてさらに、彼の横の席には、赤毛の、幼おさななじみが座っていて。


　彼女もだんごを食べている。あ、これすごい美お味いしいと彼女が言ったところ、フェリスの目がかっと見開き、


「おお！　この味がわかるか！」


　とか言って、キファはそれに、少し気け圧おされたような顔になりつつ、


「え、あ、えと……うん。他ほかのだんごとは、ちょっと違うかなぁって……」


「そこがわかると!?」


　フェリスが叫び、


「フォフォババカルト！」


　と、口いっぱいにだんごを頰ほお張ばったイリスが魔ま法ほうのような言葉を叫んで。


「……え、ええと、うん。たぶん……」


　と答えかけたキファの言葉を、


「親おや父じ！　彼女はわかる女だ！　串だんご追加で三十本！」


「さんじゅっぽ～ん！」


「ええええ三十本!?　って、い、いや、おだんごばっかりそんなに食べられ……」


　瞬間、フェリスとイリスが、驚きよう愕がくの顔になって、


「う、うそですうそです……おだんご、た、食べたいなぁ……」


「だろう！」


「ファロウ！」


　とかなんとか、もう、迷めい惑わく姉し妹まいに翻ほん弄ろうされまくっているキファを尻しり目めに、ライナは、眠気を我が慢まんして思し考こうを続けた。


　というか、もう、ほんとここでだらだらしている時間はないのだ。


　だんごを食べながら聞いた、キファと、フェリスの話によると。


　まず、キファは、あ～、なんだ。ええと、彼女が帰ってきた理由は……


　とそこで、ライナはさっき、部屋の中で彼女が言った言葉を思い出す。キファが、顔を真っ赤にしながら、


『……あの、ライナに……逢いに、帰っ……』


　ってわーわーわーってね、思い出すのを、そこでやめる。


　まあとにかく、彼女が帰ってきた理由はなんてーか、そんな感じらしくて、えー、対たい応おうに困こまるので保ほ留りゆうしよう。うん。ってか、だいたいもし、ほんとに帰ってきたのがそういう理由なら、いまのローランドには、彼女はいられないし。


　同じ幼なじみのはずのシオンはあんな感じなので、えーと、どうなる？


「…………」


　とそこで、ライナは、目の前のテーブルにだんごの串が三十本も積つまれてしまって、途と方ほうに暮くれた顔をしている、キファのほうを見る。


　そして、聞いた。


「なぁキファ」


「うん？」


「おまえ、シオンに会う気は……」


　が、彼女は少しだけ寂さびしそうな顔になって、首を振った。


「……えと、そりゃ会いたいけど……でも、シオンに会うために帰ってきたわけじゃ、ないから。私は、その、ライ……」


　しかしそこで、ライナは慌てて、


「ああ、おっけーわかった。シオンに会う気はないと？」


「うん。ライナの話からすると、いまの状況で会っても……」


　それにライナは、うなずく。


「俺もそう思う」


　そして、再び、思考に戻る。


　そう。


　いまのシオンにキファが会ったとしても、たぶん、がっかりするだけだろう。なんせあいつは……シオンはいま、ついこの間まで一いつ緒しよに馬ば鹿かをやっていたフェリスにすら会わないのだ。


　キファがいまから王おう城じようへいったとしても、会ってくれるかどうかすら、怪あやしい。


　となるとキファは……


　とそこで、まるで彼女は、ライナの考えていることを読み取ったかのように、言った。


「……私、一緒にいくよ？」


「え？」


「ライナ、ローランド出るんでしょ？　なら一緒にいく。そのために私は……」


　と、彼女が言いかけたところで、


「おい女！　早く食べないと、だんごの、一番美味しい瞬間を逃のがしてしまうぞ！」


　なんてフェリスがいきなり声を上げて。


　ライナはそれに、彼女のほうを、見た。


　するとフェリスと目が合う。


　彼女はやはり、いつもの無む表ひよう情じようで。というか、いつもよりさらに無表情で。


　というかなんだ、これ。なんか、初めて会ったときと同じぐらい、無表情じゃない？


　あれ、なんかこいつ。


「……おまえ、ちょっと怒おこってない？」


　その、ライナの言葉にしかし、フェリスは首をかしげる。


「ん？　なんの話だ？」


「いや、なんかおまえ、ちょっと無表情だから」


「私はいつもこの顔だ」


「そうだっけ？」


「そうだ」


「そうか」


「うむ」


「じゃ、いっか」


「いい」


　言って、フェリスはまた、黙もく々もくとだんごを食べ始める。それにもなんだか、ちょっとだけ違い和わ感かんを覚える。いつもならこっから、すっげぇめんどくさい馬鹿話をしてきたりもするのだが……あ、いや、だんご食ってるときは、いつも静かだっけ？


　どうだったっけ？


「…………」


　なんてことを考えかけて、しかし、ああでもいまはそんなこと考える場合じゃなかったと思い出し、思考を進めた。


　とそこで、なぜか横で、キファが困ったような、緊きん張ちようしたような顔をしてて、


「……なに？」


　と聞くと、彼女はぶんぶん首を振る。


「な、なんでもない」


「あ、もしかしてそのだんご食べきれなくて、途と方ほうに暮くれてる？　それ、気にしなくていいかんな。フェリスのお遊びに付き合ってたら、体がいくつあっても足りないぞ？」


　と言うと、それにもまた、キファはさらに困ったような、緊張したような顔でフェリスのほうを見て、続いてライナのほう向き、


「……う～んと」


　とか言うが、まあ、それもいまはどうでもいい。


　ライナは、思し考こうを進める。


　とりあえずいま、一番考えなきゃいけないことは、フェリスが襲おそわれたことについてだった。


　はっきり言って、彼女は強い。ライナが一対一で真剣に戦たたかって、勝てるかどうか、ちょっとわからないくらい、彼女は強い。それはつまり、このローランドの中でも、上から数えたほうがいいぐらいの強さで。


　一応表向きにはその国の最強部隊とされている、魔法騎士が数人集まったところで、彼女には敵かなわないだろう。


　さらに言えば、彼女が戦うのではなく、逃げようとすれば、もし、仮かりにイリスを人ひと質じちにとられていたとしても、すぐに奪だつ還かんして、逃げる──ということを、魔法騎士団一部隊を相手にしていたとしても、できると思う。


　しかしその彼女を、たった一人でこてんぱんにした奴やつがいる。


　いや、フェリスの話によると、ほとんど殺されかけたらしい。ついさっきまで、彼女は両手両足をもがれ、あとは死を待つのみという状況におかれていて。


「…………」


　それに。


　その、話に。


　ライナは、いまさらながらに、震えそうになる。彼女がもし、死んでいたら。


　彼女がもし、そこで消えてしまって、いま目の前で、だんごを食べていなかったら。


　俺は、どうしただろう？


　と、恐怖に震えそうになる。


　シオンを助ける。そう決めて、いま、旅に出ようとしている。


　だが、そのシオンが放った追おつ手てに、フェリスは殺されかけた。


　いや、そいつが本当に、シオンの出した命令によって動いていたのかどうかはまだわからないが、でも少なくとも、シオンの部下の一人に、フェリスは殺されかけた。


　それに。


「…………」


　それにライナは、まいったな、と、顔をしかめる。少しだけ、弱気になる。


　なぜなら今後も、こんなことがあるかもしれないからだ。


　これから本気で前に進むと決めたとして。


　シオンを救おうと、前に進もうと決めたとして。


　そしたらその、自分が進む途中で出た犠ぎ牲せいは、全部自分のせいなのだ。


　それを。


　旅たび立だとうとするその日に、早くも思い知らされてしまった。


　それも一番大事な相あい棒ぼうの命で、思い知らされてしまった。


　フェリスが俺を助けにこなければ。俺と一緒に、国を出ようとしなければ。俺と一緒に、シオンを救おうとしなければ。


　いや、そうじゃなくても、ライナが彼女と別べつ行こう動どうをとらなければ、彼女は殺されかけたりはしなかったのだ。


　今回はたまたま、彼女の兄の、あのルシル・エリスが助けてくれたらしいが、しかし、そんなラッキーは、二度も三度も続かないだろう。


　次はないかもしれない。


　次はフェリスを殺されて、この、馬ば鹿かみたいにだんごを食べる彼女の姿すがたを、見られなくなってしまうかもしれない。


「…………」


　いや、フェリスだけじゃない。イリスも、キファも、アルアも、ククも、それどころかこの先、ライナが進もうと思ったさきに、ついてきてくれた仲間が。


　彼が道を誤あやまった瞬間に、殺されるかもしれないのだ。


　シオンに。


　ローランドに。


　それを、さっき思い知った。


　だんごを食べながらフェリスたちの話を聞いて、いま、ライナは平気そうに振ふる舞まって、眠そうな顔をしてみせているが。


「…………」


　実際は全然違う。


　思わず叫び出してしまいそうな恐怖が、自分の中に生まれたのを感じている。


　それなりに真しん剣けんに、決意したと思っていたのだけど、それでも少し、甘あまかったのだ。


　これから進む道は、そういう道で。


　シオンを。


　南大陸の覇は者しやになろうとしている男を敵に、進む道で。


　シオンはもう、その決意をしている。


　あの日、泣きながらそれでもナイフを抜ぬいたシオンの顔を思い出す。


　本当は優やさしいのに。


　誰よりも甘いのに。


　それでも決意をして、前に進もうとしていた、シオンの顔を思い出す。


　こんな重じゆう圧あつを、あいつはずっと背せ負おって歩いていたのだ。


　ライナはそれに、うんざりする。


　自分のことで手て一いつ杯ぱいで、逃げてばかりいた自分に、うんざりする。


「……あいつはずっと、辛つらかったろうに」


　でも、シオンはいつも、笑っていた。多少は疲つかれた顔をして、泣きそうな顔をしていたけど、それでも最後まで、笑っていた。


　本当は死にそうなほど、辛かったろうに。笑ってる間中、絶ぜつ望ぼうしていたろうに。


「…………」


　それが、今回のことでわかった。


　フェリスは襲われ、殺されかけた。


　そして彼女を襲ったのは、フロワードだった。


　ミラン・フロワード。


　聖せい騎き士しハルフォード・ミランの末まつ裔えい。


　しかしあいつは、聖騎士と呼ぶにはちょっと暗くらすぎる奴だった。


　自分が仕つかえる王の覇は道どうのために邪じや魔まになりそうな人間を殺して回っていた、殺さつ人じん鬼き。


　はっきり言って、最悪の奴だった。こんな奴を使っている国の王も、きっと最悪の奴なんだと、ずっと思っていた。


　そしてフロワードは、言った。


　ライナを見下すような顔で、言った。


　その言葉を。あいつが言った言葉を、ライナは思い出す。


『人は、争そわずには生きられない動物です。食べるために、誇ほこりを守るために、人よりもいい生活をするために、愛する者を守るために、そして、誰かに殺されないために……人は、争う。


　犠ぎ牲せいのない、誰もが笑って暮くらせる……それは戯ざれ言ごとだ。そんな世界はありえない。世界は、あなたが思っているほど、甘くはありません』


　フロワードは、そう言った。


　世界は、あなたが思っているほど甘くはない、と。


　でもそれは。


　それは本当は、誰の言葉だ？


　そこまで追いつめられて、世界に絶ぜつ望ぼうして、それでも前に進もうとしているのはいったい、誰だ？


「…………」


　ライナは、思い出す。初めてフロワードに会ったときのことを。


　それはネルファ皇国の、第一皇子が妾めかけに生ませた子供を押し込めて住ませていた、トアレの家にいたときだ。


　一いち応おうはネルファの王族であり、民みん衆しゆうからの人にん気きも高かったトアレを殺しに、奴は現あらわれた。


　でもそれは、もう、ずいぶん前の話だ。


　シオンがローランドの王になって、ライナが牢ろう獄ごくから出されて、そして、フェリスと二人で旅に出て、すぐの話。


　つまりフロワードは、あの嫌いやな野や郎ろうはそのときからもう、シオンの部下だったということで。


　シオンはそのころから、ライナたちには見せない、暗い闇やみを胸むねの奥おくに抱かかえていたということで。


　それはきっと。


「…………」


　きっととんでもなく、辛つらかったと思う。


　まあ、


「……いまさらながらに気付いても、遅おそいけどな」


　ライナは愚ぐ痴ちるように言って、茶ちや店みせの、窓の外を見た。


　しかしその窓は、珍めずらしいことに南向きではなく、北向きにあって、その方向にはシオンはいない。


　そちらにはローランドではなく、ネルファ皇国があるはずだった。


　その、窓の外を、ライナは見つめる。


　雨は、朝よりはだいぶ弱くなっているようだった。案あん外がい、この茶店で時間を潰つぶして、これから国を出るというのは、いい選せん択たくだったのかもしれない。


　あの雨の中で国こつ境きようを越こえるのはさすがにしんどいだろうし、いまからなら、国境を越えるころには陽ひが暮くれる。雨も、この調子なら弱いまま、降ふり続けるだろう。


　雨の、夕ゆう暮ぐれ。


　国こつ境きよう警けい備び隊たいの目を盗ぬすんで国境線を越えるには、都つ合ごうがいい。


　で、じゃあ、国境を越えて、ネルファに入ってからはどうするか、だが。


「…………」


　とそこで、彼は今け朝さ早く、ルークに見せてもらった、いまのネルファ皇国がおかれている状況を、思い出した。


　まあ、でも、状況を簡単に要よう約やくすると、こうだ。


　ローランド帝国はこの侵しん略りやく戦せん争そうで、他国に抵抗する気を失わせるほどの大だい虐ぎやく殺さつを演えん出しゆつしようとしている。


　それに失敗すると、他国になめられ、さらには同どう盟めいを破は棄きした不ふ届とどきな国だとして、ローランド軍対南大陸の他の国の連合軍、なんていう構こう図ずもできかねないし。


　ってなわけでローランドは、大虐殺のもと、徹てつ底てい的てきにネルファ皇国を叩き潰つぶし、ここで、戦争の被ひ害がいを最小にしようとしている。


　ネルファの虐殺を見せつけておいて、他国の戦意をその思し想そうから叩き潰し、戦わずに降こう伏ふくさせようと、まあ、こういう肚はらだ。


　で、そのためにもネルファの王族は皆みな殺ごろしにし、他国には、ネルファは見せしめに皆殺しにしたけど、いま降伏すれば、王族もローランドの貴き族ぞくとして迎むかえるよ～という戦せん略りやく。


　そしてその戦略は、うまくネルファの王族を皆殺しにして、ローランドの力を見せつければ、そこそこうまくいくとは思う。それほどにいまのローランドの力は、この南大陸では、大きい。


　正せい攻こう法ほうで攻せめたとしても、南大陸全土の国を、シオンがその手しゆ中ちゆうに収めるのに、そう時間はかからないだろう。


　だがそれをあいつは、最短の時間の上に、最小の犠ぎ牲せいで成そうとしている。


　とまあ、ローランド側のいまの状況は、こんな感じ。


　では一方、ネルファ皇国のほうはどうなのか？


　それをライナは考えて、思わず顔をしかめる。


「…………」


　ネルファは、いま、最さい悪あくの状況だった。


　まず、唯ゆい一いつこの戦争を止めることができそうだったグリード・ネルフィ王が、


『自分の首と、さらには息むす子こスターネル皇子の身み柄がら拘こう束そく……という条件と引き換かえに、ネルファでの虐殺をやめてもらえないか？』


　と、ローランド側に申し出ようと決めた矢や先さき、馬ば鹿か息子のスターネル皇子が、


『国なんかどうでもいい！　俺はローランドに捕つかまりたくねぇ』


　とばかりにグリード・ネルフィ王を殺してしまったのだ。


　これで、最小の犠牲で戦争を終しゆう結けつすることが、ローランド側にはできなくなってしまった。


　しかしスターネル皇子の馬鹿っぷりはこれで終わらない。


　スターネルは兵一万に北上してくるローランド軍撃げき退たいを命めいじ、さらに残りの兵を使って、ネルファ内で、虐殺と略りやく奪だつを始めたのだ。その略奪後、彼は、どこぞへ逃にげようとしているらしい。


　だがそれは、本当に最悪だった。


　ネルファにはこれでもう、ローランドに降こう伏ふくを宣せん言げんする代表が、いなくなってしまったのだ。


　つまりローランドは今後、他国へのアピールとしてまず、捨すて駒ごまとして放はなたれた一いち万まんの兵を皆殺しにし、さらにスターネル皇子が率ひきいる兵に到とう達たつするまで、街という街を破壊し尽くし、自分の保ほ身しんのためだけに降伏しようとしないスターネル皇子率いる軍を、壊かい滅めつするところまでする必要がでてきてしまった。


　これでは、最初からまともに戦争していたほうがまだ、犠牲が少なくてすむくらいだ。


　だが、事じ態たいはすでにそんなめんどくさい方向に進んでしまって。


　しかしここで、この最悪の戦争の中に、一つだけ光こう明みようが現あらわれる。


　それが、トアレだ。


　馬鹿皇子スターネルの、妾しよう腹ふくの息むす子こにして、ネルファで戸と惑まどっていたライナたちに図と書しよ館かんを貸かしてくれたり宿やどを貸してくれたりするほど心こころ優やさしく、むかつくほどいい子ちゃんで民みん衆しゆうに人にん気きのあるトアレ・ネルフィが、ローランドに対して捨すて駒ごまとして放たれた一万のネルファ軍を率い、その進軍を止めたのだ。


　これにローランドは、大喜びに喜ぶ。


　これでもしかすればまた、当初の目的通り最小限の犠牲で、ネルファを屈くつ服ぷくさせることができる可か能のう性せいがでてきたからだ。


　おそらく今後の展開としては、トアレが、


『降伏するので、一万の兵と民たみを、許ゆるしてくれないか？』


　という申し出をするが、もちろんローランドはそれを断ことわる。


　おまえはネルファの王ではないだろう？　もし、一万の兵の命が欲ほしければ、あの、現ネルファ王である馬鹿皇子から、王の地位を奪うばってこい。


　その上でローランドに降伏したのならば、それは受け入れてやる。


　もちろん、ネルファの王であるトアレは、他国への演えん出しゆつ上じよう、処しよ刑けいするが……


　ってな具ぐ合あいな展開に、おそらくいま、なっているはずだった。


　というか、トアレの性格を考えると、そうなっているはずだった。


　自分の頑がん張ばりと、自分の命を犠牲にすれば、他の民や兵が助かるのかと、喜びさえするかもしれない。


　あいつ、馬ば鹿かみたいにお人ひと好よしだったしな。


　ライナは、腕うで組くみする。


　まあ、そんなわけで、いまネルファ皇国では、トアレ・ネルフィの大戦争が始まっているわけだ。


　それも、本当に無む茶ちや苦く茶ちやな大戦争。


　トアレはたった一万の兵を率ひきいて、馬鹿皇子率いる六万八千の兵とぶつかろうとしているのだ。


　そしておよそ七倍もの兵を率いているスターネルを奇き跡せき的てきにも倒し、王の座を奪うばったら、すぐに今度はローランドに降こう伏ふく。


　そして彼は、笑え顔がおで処しよ刑けいされる、と。


　そこにあるのは。


　奇跡と、自じ己こ犠ぎ牲せい。


　もうね、おまかせどんだけ聖人君子なんだよって、突つっ込こみたくなるような、最悪の展開。


　そこに。


「…………」


　ライナはいこうとしていた。


　やることは当然、一つだ。


　トアレを助けて馬鹿皇子を倒し、さらにネルファを降伏させてローランドにも一応の花はなを持たせるが。


　しかし、トアレは殺させない。


　それも、最小の犠牲でだ。


　なるべく誰だれも傷つかないような方法で。


「…………」


　ってこれ、すげぇむずかしいんじゃねぇの？


　ライナは独ひとり、顔をしかめる。


　今朝、ルークに渡されたネルファについての資料を読んで以来ずっと、ネルファを救った上でトアレを救う方法というのを考え続けているのだが、しかし、名めい案あんはまったく出てきてなかった。


　いや、まったく出てきてないというのには、噓うそがあるか。


　いくつかは、考えついている。


　だがその方法は、


「…………」


　犠牲が、ゼロじゃなかった。


　いや、ゼロじゃないどころの話じゃない。


　これは戦争なのだ。


　ライナが一つミスすれば、信じられないほどの数の命が失われる。ミスしなくたって、背せ負おいきれないほどの数の命が失われる。


　それをシオンは、背負うと言った。


　独りで全部、背負うと言った。


　で、俺はどうするって？


「…………」


　俺はどうするんだ？


「…………くそ」


　と、ライナは呟つぶやいた。


　くそ、くそ、くそ、と、声に出さずに、うめく。


　赤あか髪がみの化ばけ物もの、クラウ・クロム率いるローランド軍と戦う案あん。


　馬鹿皇子スターネル率いる、七万近い軍と戦う案。


　全部ばっくれて、トアレだけ連つれて逃げる案。


　その、どれもがうまくいかない。百じゃとてもきかない数の人が死ぬ。


　だからライナは、命令するのだ。


　くそ、くそ、くそっとうめきながら、自分のうまく働かない脳のうに、命令するのだ。


　ずっと怠なまけ続けて、こんな馬鹿な状じよう況きようになるまでなにもしなかった脳に。


　めんどくさいめんどくさいと言ってるうちに、結局最後は最悪の状況まで追いつめられてしまった自分に命令するのだ。


　動け動け動け。


　考えろ考えろ考えろ。


　いったいどうすれば、この状況を打だ開かいできる？


　どうすれば、うまく立ち回れる？


　天てん秤びんが動く。頭の中の、秤はかりが動く。その秤の左右の受け皿には、人の命が載っている。


　たくさん載ってるほうと、少ししか載のってないほう。


　犠牲にするなら、当然、少ないほうだ。そんなのわかってる。だから重いほうの受け皿が、下がる。


「…………」


　はずなのに、ライナの頭の中の秤は、動いてくれない。たくさん載ってる受け皿も、少ししか載ってない受け皿も、同じだけの重さで。


　秤は、釣つり合あってしまって。


　だからその、両方を選べなくて。


　また、くそっとうめく。


　すると脳が言う。


　弱よわ虫むしが。この弱虫が。人を殺して進めばいいじゃないか。多少の犠牲は仕方ないじゃないか。


　それに、そうかな、とも思う。どんな奇き跡せきでも起こせる魔術師じゃないのだ。できないことは、やはりできない。


　でも、それでもなにか方法が……


　と考え始めると、また、脳の中央が言ってくる。


　無駄だ無駄。そんなめんどくさいこと考えるのやめようぜ？　無理だって。驕おごり昂たかぶって、全部を救えると思うなよ。世界はおまえが思うほど甘くない。人が死ぬのなんてあきらめて、早く前へ進もう。


　でも。


　でもじゃねぇよ。おまえが悩んでる間にも、人が死んでるんだよ。現実を見ろって。おまえはいっつも現実を見ないで、逃げてばかりじゃないか。ほら、見てみろ。ちゃんと見てみろ。シオンが見た景け色しきを見ろ。あいつが見て、絶望した景色をちゃんと見て、おまえも選せん択たくしろよ。


　逃げずに、ちゃんと選えらんで、責任を取れ。


　人を殺して、早くおまえも前に進むんだ。


　さあ、どれにする？


「…………」


　さあ、どの秤に載った人間の命を犠牲にする？


「…………」


　さあ。


　さあ早く決めろ。


「…………」


　その、声に。


　しかし。


「……うるせぇよ」


　ライナはそう、応こたえた。


　自分の弱さからくる声に、彼はそう応えた。


　そして顔を上げる。


　するとそこには、フェリスと、イリスと、キファがいて。


　三人は、突然うるせぇとか言い出したライナの顔を、驚いたような顔で見ていて。


　キファが言う。


「え、あ、ごめん。う、うるさかった？　ライナ、考え事してたよね？」


　続いてイリスが言う。


「え───あたし静かにしてたもんね？　ね？　姉様？」


　最後にフェリスが言う。


「…………」


　いや、彼女はなにも言わなかった。


　ただ、無言のまま立ち上がり、ライナを真まっ直すぐ見つめる。ライナの目を、彼女の青い瞳ひとみが見つめる。見つめながらに、彼女は自分が座すわっていた椅い子すを、なぜかひょいっと持ち上げる。


　そして。


「……私に向かって『うるせぇ』とは、何事だぁあああああ！」


　椅子が飛んだ。


　一瞬、消えたんじゃないかというほどの速さで、こちらに向かって飛んだ。


「うそ～ん」


　と言って、それをライナはとっさによけようとするが、ついさっきまで自分の思考の中に浸ひたっていたせいか反応が、


「間に合わな……ぎゃああああああああああああああああ」


　顔からいった。


　椅子の角かどが顔がん面めんにめり込こみ、とんでもない激げき痛つうとともに、体ごと後ろに吹ふっ飛ぶ。


　床ゆかに倒たおれる。顔を押おさえる。そのまま痛みに転げ回る。痛みがちょっとおさまったところで顔を上げ、てめぇなにしやがんだと言おうとする。


　が！


「……って、へ？　噓うそでしょ？」


　ライナは文もん句くの言葉を忘れ、思わず、そう言った。


　目の前。


　フェリスがさらに、テーブルの上に足をつき、ジャンプして、こちらに跳んできていたから。


　彼女の足が後ろに振り上げられる。ライナの顔を蹴けろうと、構かまえられる。


「ちょ、ちょ、ちょ、待て、あの、俺が悪かったから、その、そこまでする必要……」


　と、言いかけたところで、しかし。


　彼の言葉は止まってしまった。


　なぜならフェリスが、いつもの鎧よろいを着ていなかったから。妙みようにかわいらしいワンピースは、スカートの部分が短くて、これじゃ動きにくいんじゃねぇの？　と、前にライナが心配したとおりの、ちょっとまずい感じの短さで。


　彼女が足を振り上げると。


　思いっきり振り上げると、その、スカートの中が丸まる見みえに……


「ちょ、おまえやっぱそれまずいって。スカートの中丸見……」


　なんてことを言ってたから、完全に逃げ遅おくれてしまった。彼女の蹴りが、放たれる。


　また顔面に。


　また顔面に！


「ごふぁ!?」


　と叫さけんで、ライナは飛んだ。きりもみ状に吹っ飛んだ。


　さすがにいまのやられっぷりは、はたから見ててもとんでもない様子だったのか、


「ら、ライナぁあああああ!?」


　とキファが悲ひ鳴めいを上げる。


「きゃははははははは」


　と、イリスが悲鳴……じゃないね。あきらかに楽しんでるよねこれね。


　まあ、とにかくそんな三人の女に見守られながら、ライナは飛ぶ。窓を頭から突き破やぶる。上半身が外に出る。外はまだ結構雨が降っていて、すぐに頭がびしょ濡ぬれになっていく。


　それに今度こそ、てめぇなにすんだフェリス！　とか、やりすぎだろおらぁ！　とか、今日という今日は許さねぇ、ぶっ殺したらぁとか叫びながら起き上がろうとしたが、


「…………」


　やめた。


　雨が、蹴られて熱くなった頰を冷やしてくれて少し、気持ちよかったから。徹てつ夜やでだいぶ眠ねむくなってきていた頭も、雨で少し、覚めたような気がしたから。


　だから彼はそのまま、ローランドの空を見上げた。


　もう昼だというのに、一向に太陽の姿すがたのない空を見上げた。


　誰だれかさんの心の中みたいに、雨が降り続けている空を。


　そして。


「さて」


　と、思う。


　さてじゃあ、どうしようかと、もう一度考える。


　シオンは泣きながら、人を犠ぎ牲せいにして、前に進むことを決めた。


　でも俺は？


　俺も所しよ詮せんは同じ道を……


　が、そこで突とつ然ぜん、


「……頭は冷えたか？　ライナ」


　なんて言われて。


　それにライナは、顔を上げる。体を起こし、部屋の中を見る。


　するとやはり、フェリスがいつもの無む表ひよう情じようのまま、こちらを見ていて。


「……え？」


　と、ライナが聞くと、彼女は言った。


「……頭は冷えたかと聞いてる。まったく、脳のうみそなしなし君のくせに、さっきから深しん刻こくぶった顔で無む駄だに悩なやみおって……周りで気を遣つかう者の気持ちも考えろ！」


　なんて怒ど鳴なられて。


　それにライナは驚いた顔になって、


「え？　俺？　そんな深刻な顔してた？」


　フェリスはうなずく。


「してた！」


「噓うそだ～」


「貴き様さま！　私の言うことを信じな……」


「ってだからなんですぐ剣けんを抜……」


　が、彼女は止まってくれない。


　剣を抜き、一いつ直ちよく線せんに突とつ進しんしてくる。


「わ、わ、わ」


　と、ライナは逃にげようとするが、間に合わない。


　フェリスは剣でライナを殴なぐる。


「ぎゃあああ」


　と叫んで、ライナはついに、窓の外まで吹っ飛ぶ。


　だがそれでもまだ、彼女の暴ぼう力りよくは終わらない。彼女も一いつ緒しよに窓から飛び出してきて、ライナの首をつかむ。そのまま地面を引きずって、しばらく走る。


　地面は雨でぬかるんでいて、引きずられてもそれほど痛くないが、たまに転がっている石に体を削けずられて、


「ぐぁ、痛、痛い、痛いってフェリス。ってか、ちょ、止まれって……おまえ、やりすぎじゃね？」


　と、声をかけると、彼女はそれに。


「…………」


　やっと止まってくれた。


　ライナの首を絞しめたまま、地面にぎゅっと、押しつける。


　彼はその、彼女を見上げる。


　せっかく乾いてきていたのに、また、雨に濡ぬれてしまっている彼女の金きん髪ぱつを見上げて、それから、彼女の、顔を見る。


　その顔を見て。


「…………」


　ライナは思わず、顔をしかめてしまった。


　彼女が、無表情とは、とても呼べないような顔をしていたから。


　さっきまでの茶ちや店みせの中にいたときのフェリスは、なぜか昔よりも無表情で、感情が、まるで見えなくなってしまったような、そんな顔に戻もどってしまっていたのに。


　いま、ライナの上で、首を絞めてきている彼女の顔は、とても無表情と呼べるような顔ではなかった。


　というか。


「…………」


　彼女は、いまにも泣きそうな顔になっていた。


　ライナを見下ろし、首を絞めてきながら、彼女はいまにも泣きそうな顔で。


　だからライナはそれに、思わず、顔をしかめてしまった。


　それから、聞く。なるべくおどけたような口く調ちようになるように、軽い口調になるように意い識しきしながら、


「……もしかして、俺がおまえに、そんな顔させた？」


「…………」


　すると彼女は、泣きそうな顔のまま、しかし、にらむような、泣いてしまうのを我が慢まんするような顔でこちらを見つめ、こくりとうなずく。
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　それにライナは彼女を見つめたまま、


「……そりゃもしかして、あの、キファが、関かん係けいしてたりする？」


　が、それにはあっさり、彼女は首を振る。


「じゃあ」


　と、ライナは言った。


「……じゃあ、俺が、脳みそなしなし君なのに、深しん刻こくそうな顔してたから？」


「…………」


　彼女は、答えない。


　ただ、ライナをじっと見つめるだけで。


　それに彼は、聞いた。


「……俺、どんな顔してた？」


　すると彼女は小さく言った。


　一言。


　たった一言、呟つぶやいた。


「……シオンみたいな」


　言って、こちらをにらむ。やはりちょっとだけ、泣きそうな顔で。


　つまりは、そういうことだった。


　彼女はまた、不安になったのだ。


　ライナが、シオンと同じ顔をしてたから。誰にも相談せずに、独ひとりでなにもかも背せ負おい込こんで、前に進もうとしてるときと同じ顔をしていたから。


　そしてシオンは消えた。突然狂くるったように、悲しそうに泣いて、彼は消えた。


　おまけにライナも消えた。シオンに牢ろう獄ごくに捕とらえられ、フェリスの前から消えた。


　彼女は独りになって、恐怖に震ふるえていた。


　それを、知っていたのに。


　つい昨日の朝、彼女があの牢屋でライナを見つけて泣いたのを見たばかりなのに、もう、勘かん違ちがいをしてしまっていた。


　自分の周りにはこんなにも仲間がたくさんいて、心配してくれる奴やつらがいて、独りで全部抱かかえ込む必要なんてないのに。


　これから進む道の責任を、自分独りが取る必要なんてないのに、あっさり勘違いしてしまった。


　それはまったく同じ勘違いなのに。


「…………」


　シオンとまったく同じ勘違いなのに。


　悩なやむ前に、相そう談だんしてくれよって。


　追いつめられる前に相談してくれよって、シオンに対して、ライナが思っていたはずなのに、いま、フェリスが、


「…………」


　ライナの上で、泣きそうな顔をしている。


　だんごさえ食べてりゃ天まで昇のぼるぐらいに嬉うれしそうにしてるはずのフェリスが、だんご屋で泣きそうな顔になってる。


　それに自分は、なんて馬ば鹿かなんだと、うんざりする。


　この先に進む道だって、こいつらがいるのに、俺ってばなに独りで深しん刻こくぶって、大変ぶってんだよって、うんざりする。


　ほんとにこいつの言うとおりだ。


　こいつの言うとおり、俺は脳みそなしなし君だ。


　なんにもわかってなくて、いったい、誰だれが救える？


　ライナはフェリスを見上げる。


　切せつ羽ぱ詰つまったような顔をしてる彼女を見上げる。


　そして言った。


「……なぁフェリス」


「なんだ」


「俺さ、いま、いろいろ考えてることがあるんだけど、ちょっと相談していいかね？」


　するとそれに。


　それに、フェリスがまた、無む表ひよう情じように戻る。


　だがその無表情の奥おくにあるかすかな感情を、ライナは再び、読み取れるようになる。さっきまでの、出会ったばかりのころのような顔じゃない。


　ちゃんと感情がある、その、彼女の顔は。


　少し満足げで、少し嬉しそうにしていて。


　彼女は、言った。


「相談？　私にか？」


「うん」


　ライナがうなずくと、彼女は、さらに嬉しそうに、


「だめだ。おまえはここで死ぬのだ」


　きゅーっと、首を締め付けてきて、


「えええええちょ、待……ぎゃぁああああああああああ」


　結局なんか、いつもの展開だった。


　もう、ほんと死ぬ直前でライナはその場から飛び退のき、


「こ、こ、こ、殺す気か!!」


「無む論ろんだ」


「ってだからいつも言ってっけど、そこは論じとこうよ！」


　と、いつもの馬鹿なかけあいに戻る。


　そしてそれにライナは、


「……は、はは」


　彼は一人、笑った。


　フェリスはそれに、


「なにがおかしい？」


　なんて言ってくるが、ライナはひとしきり笑って、それからまた、空を見上げる。


　雨はまだ強い。でも、朝ほどじゃない。強い風でも吹ふいて、あのでかい雲が抜ぬければ、やむだろう。


　とそこで彼は、風が北向きに吹いてるのに気がついて、


「おいおい、これからネルファにいこうとしてんのに、ネルファも雨かよ」


　うんざりするように言った。


　でも、それでも大だい丈じよう夫ぶだ。きっとなんとかなる。


　そう思った。


　なぜならもう、逃げたりしないから。


「…………」


　仲間がいるってことから。


　独りじゃないということから、逃げたりしないから。


　ライナはフェリスを見る。


　それから茶店のほう。キファが、傘かさを手に、こちらに駆かけてこようとして、しかしその横から嬉しそうにイリスも雨の中に飛び出し、


「あ、あ、イリスちゃんも傘ささないと、風か邪ぜひいちゃうよ！」


　慌あわててキファがそれを追いかける。


　ライナはそれを見つめ、言った。


「いまさら傘さしても、おまえのせいで俺、風邪ひきそうだけどな。服、びしょびしょだし」


　と言って、茶店で借かりた、シャツとズボンを見る。


　するとそれに、フェリスが急に大切なことを思い出した、と言わんばかりの顔になって、


「あ！　忘わすれてた！」


「んぁ？　なにを？」


「うむ！　ここにくる途と中ちゆうで襲おそわれてしまって忘れていたのだが、私はおまえのぶんの服も調ちよう達たつしてきてやっ……」


　という言葉の途中で、


「却きやつ下か！」


　と、ライナは言った。


「む？」


　と、不満そうな顔で、彼女はこちらを見る。


　それにライナは顔をしかめたまま、


「おまえ、あれだろ？　あの、イリスが持ってきたリュックに入ってた、股こ間かんの部分にネズミの刺し繡しゆうがしてあるだけで、あとはほとんど素すっ裸ぱだかなズボンとか、へそだけ隠かくしてあと素っ裸のシャツとかの、馬ば鹿か服ふく一いつ式しきだろ？」


　すると彼女は大きくうなずいて、


「おお、もう見たのか？　で、変へん態たい街かい道どうまっしぐらなおまえは、思わずもう、いまはいてるズボンの下に、あの変態ズボンを……」


「はいてません！　ってもう、馬鹿なことばっか言ってないで、中入ろうぜ？　まじ風邪ひいちゃうよ。じゃなくてももう、あんまここにいるわけにもいかないんだからさ。茶店戻って、着替えて、で、すぐ出発だ。ちょっとだけ俺……いい案あん浮うかんじゃったし……」


　と、ライナは言った。


　それから彼はもう一度、雨に煙けむる北側の大地のほうへ、目を向ける。


　街道を進み、国境を越こえたさきにあるネルファ皇国ではいま、本当にめんどくさいことばっかり起こっていて。


　でも、それをもしかしたら解かい決けつできるかもしれない方法を、考えついてしまったのだ。


　それも、フェリスに剣でぶん殴なぐられた瞬しゆん間かんに。


　寝ぼけた頭をぶん殴られた瞬間に。


「……俺、マゾなのか？」


　とか、思わず突っ込みたくなるほどそれはいい案で。


　赤あか髪がみの化ばけ物もの、クラウ・クロム率ひきいるローランド軍と戦う案。


　馬鹿皇子スターネル率いる、七万近い軍と戦う案。


　全部ばっくれて、トアレだけ連れて逃げる案。


　さて、その、どこから手をつけるか。


「…………」


　とそこで、キファがこちらにやってくる。


　ライナと、フェリスの二人が濡ぬれないように、傘を差しだして。


　なぜかちょっとだけ、すねるような顔で、


「んもぉ、こんな雨の中に飛び出して、二人でなんの内ない緒しよ話ばなしをしてたのかな～？」


　なんて言ってくるが、それに彼は、笑う。


　キファを見て、それからフェリスを見て。


「……内緒なんかなんもないよ。いまから全部話す。もう、一人で抱かかえ込んだりしないで、全部話す。これからネルファでやる、すっげぇええええめんどくせぇ作戦のこと、全部な。だから俺に……」


　と言って、でも、これから言うことの、あまりのだささにちょっとだけ恥はずかしくなって、彼は目を、二人からそらす。もう一度、ネルファ皇国があるほうを見る。


　そして改めて、彼は言った。


　二人に。


　こんな卑ひ屈くつで、怠け者で、間違えてばかりの男の側そばにいて、一緒に進んでくれようとしている、最初の仲なか間まに。


「……俺に、ついてきてくれるかな？」


　すると二人は、同時に答えてくれた。


　それも同じ言葉を。


　本当に心強い、力ちから強づよい声こわ音ねで、


「うん！」


「やだ！」


「…………」


　えええ？　いや、ええっとぉ……いま、やだって言われた？


　いや、まあね、いきなりみんな同じ言葉を言えるほど、一いつ致ち団だん結けつはしてないけれど。


　でも。


「……んじゃ、いこうか」


　ライナは、苦く笑しようしながら振り返った。


　すると二人が、フェリスとキファがこちらを見ている。その後ろで、イリスが雨でぬかるんでる地面をごろごろ転ころがってる。


　これが彼の、最初の仲間たちだった。


　敵てきは南大陸最大最強の軍を持つ英えい雄ゆう王おうと。


　ネルファの馬鹿皇子率ひきいる七万の兵。


　一方こちらはといえば、怠け者一人に女の子三人だ。


　もう、誰だれが見たって勝ち目なんてどこにもなさそうで。人が見たら、馬鹿だ無む謀ぼうだと言うかもしれない。


　だがそれに。


　それに、


「……充じゆう分ぶんだ」


　そう呟つぶやいて、ライナは微ほほ笑えむ。


　そして本当にそう思った。シオンの命令だったり、誰かの命令だったりせずに、こんな自分についてきてくれる奴がいるってだけでそれはもう、すごいことだと思った。


　信じてついてきてくれる奴がいる。


　なら。


　それならもう、怖がったり、逃げたりせずに、前に進もうじゃないか。


「…………」


　彼はまた、空を見上げる。雨が降り続けている空を見上げる。それからシオンのいる南を。赤髪の化物と、馬鹿皇子と、トアレがいる北を。


　その、それぞれを見てから再び、仲間の顔を見つめて、言った。


「……んじゃま、やろうかね」


　はっきりとした声音で、彼は、


「まず手始めに、ネルファの問題を全部、片づけてやろうじゃないの」


　彼はそう、宣言した。





　　　　◆





　その、数日後。


　深しん夜や。


　ネルファ皇国内における、ローランド軍の野や営えい地ち。


　そこから少し離はなれた丘おかの上に、クラウ・クロムは──


　黒手の死神は一人、立っていた。


　彼は厳きびしい瞳ひとみでネルファの景け色しきを眺ながめている。


「…………」


　もう、深夜だというのに、明るく、赤く、光り輝かがやく街並み。だがそこにはもう、誰もいない。今日の夕方、ここに到とう着ちやくしたクラウが率いるローランド軍が、破は壊かいし、焼き払はらい、すべてを踏ふみ潰つぶしてしまったから。


　だからいまそこにあるのは、ただの廃はい墟きよだ。


　いまはまだ、魔法で焼かれた家々の火が残っていて赤く輝いているが、やがてそれも消える。


　そして残るのは死体と、廃墟と、絶望だけ。


　でもそれを見るのに。


「…………」


　もう、だいぶ慣なれてきた、と彼は思った。


　ネルファに入ってからの数週間。


　目にするのは最悪の光景ばかりだった。彼がよく知っている、最悪の光景。


　戦争の光景だ。


　人を殺す。人を殺す。人を殺す。血が飛び散り、悲鳴が轟とどろき、それでもためらわずに人を殺す。


　一人は助けてくれと言った。


　一人は恨うらみの声をあげた。


　一人は必ず復ふく讐しゆうしてやると言った。


　そしてその全部をクラウは。


「…………」


　彼は、殺した。


　躊ちゆう躇ちよなく殺した。


　だが戦争は終わらない。


　戦争は終わってくれない。


　当初の予定では、こんなふうにはならないはずだったのだ。


　予定ではもっと早くネルファは全面降こう伏ふくをしていたはずだし。ネルファの王族は死ぬが、民たみはそれで救われるはずだったし。それで他国との戦争も、回かい避ひされるはずだった。


　だが、そうはならなかった。


　いろいろな問題が起きて、結局そうはならなかった。


　シオンはそれを、どう思ってるだろうかと、一瞬考える。なるべく少ない犠牲で前に進もうとしていたあいつは、この終わらない戦争にひどく傷ついてるかもしれない。


　そしてそれにクラウは、やはり自分がここにきてよかったと、考える。こんな嫌いやな役は、他ほかの奴はやらなくていい。


　だから彼は、シオンがここにこなくてよかったと。


　カルネがここにこなくてよかったと。


　もしくはルークが、他の仲間たちが、ここにこなくてよかったと、彼はそう思う。


「…………」


　とそこで、少しだけ。


　少しだけ嫌なことを思い出すが。また再び、戦争にいくとクラウが言ったときの、ノアの顔を。ローランドに残してきた彼女の、珍めずらしい紺こん青じようの髪を、毅き然ぜんとした、でもときに甘あまえたような色をたたえる青い瞳を思い出すが、それもすぐに消える。


　彼女の瞳から、涙なみだが流れていたから、その彼女の顔を記き憶おくから消すように、頭かぶりを振る。


　彼女はなにもかも忘れて幸せになるべきだから。こんな。こんな俺のような人殺しのことを思って、涙を流す必要はないのだから。


　彼は、自分の黒い手を見つめた。呪のろいが込こめられ、黒く染そまった右手を。


　もう、数えきれないほどの命を奪うばった右手を。


　これだけ人を殺しておいて、自分だけ幸せになろうなんて、お笑いぐさだ。


　そんなのはありえない。


　だからすぐに、彼は慣なれてしまう。人を殺すことに。自分の幸せを捨てることに。


　そしていま、彼は派は手でに燃え続けている街の向こうに広がった闇やみのほうへと、目を向けた。


　そして、思し考こうを進める。


　いま、彼が考えているのは、他国にローランドの強さと残ざん虐ぎやく性せいをアピールしつつ、しかしネルファの民をなるべく殺さずに、事態を収しゆう束そくさせるには、どうしたらいいのか？　ということだった。


　そのためにいま、もっとも必要なのは、ネルファ中央で暴れている馬ば鹿か皇子スターネルの息むす子こ、トアレ・ネルフィと接せつ触しよくすることだった。


　だがそのトアレの居い場ば所しよが見つからない。トアレは一万もの兵を率ひきいているはずなのに、彼の居場所を見つけることができない。


　なんとかそれを成功させれば、事態はもう少し好こう転てんしそうなのだが……


「…………」


　と、そこで。


　クラウはふと、背後を振り向く。彼が立っている丘おかの後ろは森になっており、燃えている街の方ほう角がくと比べると、ひどく暗くらい。


　その暗闇の奥に、なにかが動くのを、彼は感じた。


　だがそれにも、彼は別べつ段だん大きな反応はしない。


　この土地にきてから。


　ローランドの国境を越こえ、このネルファの地にきてから、同じような状況に彼は、もう何度も出会っているのだ。


　街を潰す。恨うらみの声を聞く。そして、暗あん殺さつ者しやが、仲間を殺された恨うらみを抱かかえる家族が、男が、女が、子供が、ナイフや剣を持って、彼を襲おそってきた。


　死ね。死ね。死ね。仲間を殺した恨みを思い知れ！


　それにクラウは、いつも応こたえた。襲いかかってきた者は、みんな殺した。それが命令だったし、クラウもそうする必要があると思った。


　だから彼は、驚おどろかない。


　森の中に、あきらかにこちらをうかがっている何者かがいるのに気付いても、驚かない。


　ただ、そちらを見て、


「……死にたいなら、こいよ」


　そう言った。


　するとそれに反応するかのように、森の中の気配が動く。殺さつ気きが、こちらに向かって一直線に近づいてくる。


　だが、それにクラウは、身み構がまえもしなかった。


　なぜなら敵の殺気が、小さすぎたから。


　いや、それほど弱いわけではない。そこらの一いつ般ぱん兵へいでは、始末できないかもしれない。でも、その程度だ。


　戦場の死神を──クラウ・クロムを殺せるほどではない。


　彼は悲かなしげな目で、森の中の、闇やみを見つめる。


　敵てきの命は、森から出た瞬間に失われるだろう。痛みや苦く痛つうを感じさせるつもりはない。


　一瞬で、すべてを終わらせる。


　クラウは右手を、黒い、呪いのかかった右手を掲かかげた。


　瞬間。


　敵が、姿を現した。


　しかしその、敵の動きに、


「……なっ」


　思わずクラウは、そんな声を上げてしまう。


　森の中に潜ひそんでいた何者かが、森から飛び出した途と端たん、さっきまで放っていた数十倍の殺気をその体から生み出したから。


　動きもかなり速い。


　いや、速いなんてもんじゃない。クラウの倍近い速さでこちらに一直線に駆かけてきていて。


　その、敵の姿をクラウの赤い瞳がとらえる。


　黒くろ装しよう束ぞくに、黒くろ覆ふく面めん。暗殺者にありがちな、闇に潜むための服。手にはナイフを持ち、それをクラウの首へと、


「……まずっ」


　とっさに、彼はそれをよける。それでも少しかする。いや、あえてかすらせた。首を切り裂かれる、ぎりぎりのラインでよけながら、


「くそ、がぁ！」


　クラウは左腕を振るう。敵の、顔面をつかもうとしたが、失敗する。覆面の布ぬのをつかみ、引きずり倒そうとするが、さすがにそこまではやらせてくれない。


　敵がナイフを振るい、クラウの腕を狙ねらう。それも、手首の、動どう脈みやくが通っている部分だ。このとっさの応おう酬しゆうの中で、それだけの反応を示してくる。いやらしいナイフさばき。


　それにクラウは、笑えみを浮かべる。そいつの実力が、かなり、自分に拮きつ抗こうしていることを確かく認にんしたから。


　いやもしかしたら、自分よりも強いかもしれない。もちろん、決着してみなけりゃわからないところだが。


「…………」


　しかしそれでも、彼は嬉うれしそうな、笑みを浮かべた。


　この地にきて、初めての敵だったから。


　この、虐殺だけを続けてきたネルファにおいて、初めて、彼を殺すかもしれない相手だったから。


　クラウは、動脈を狙ってきたナイフに、あえて腕を押しつける。そのままナイフを、動脈を避さけて自分から腕に突き刺ささせて、相手から奪う。


　それに一瞬、敵が驚いたような反応になる。


　その一瞬が、


「命取りだ」


　クラウはナイフが刺さったままの腕を跳はね上げた。掌しよう底ていで敵の顔面を殴り潰つぶそうとする。


　しかしそれを、尋じん常じようじゃない反はん射しや神しん経けいで、敵はよける。




[image: ]


　だがクラウはそれも読んでいる。敵が右によける。だが、これだけの実力を持った敵なら、よける量は、掌底をぎりぎりよける分だけだろう。そして次の攻撃に移ろうとする。


　しかし、クラウの攻撃は掌底だけでは終わっていない。そのまま腕を、真っ直すぐ伸ばす。すると、さっき敵が刺さして、クラウの腕を貫かん通つうしたはずのナイフの切っ先が、敵の首を狙って、


「…………」


　それで、すべては終わりのはずだった。


　完璧なタイミングだった。


　これをよけられるなら、そりゃ、


「…………」


　そりゃ、化物だ。


　しかし敵は、それをなんとかよける。ナイフは敵の覆面を切きり裂さいただけで、あとは空くうを切きる。


　まずい、と思った。


　次の攻撃がくる。だが、いまのナイフで終わると思っていたから、少し、態たい勢せいが崩くずれている。


　目を敵に向ける。すると敵は、蹴りをこちらに放とうとしている。それにクラウは拳こぶしで応戦して。


　蹴りと、拳がぶつかる。普通なら、勝つのは蹴りだ。負けりゃ死ぬ。ここで態勢を崩せば、次は一発で首を切り裂かれる。


　だが、


「なめんじゃ、ねぇ!!」


　それに彼は、競せり勝った。拳で、敵の蹴りを弾き飛ばす。


　敵はその衝撃で、数歩、クラウから離れる。


　それからさらに数歩、自分から距離をおく。


　そしてそこで初めて、敵が声を出した。


　クラウを見つめて。


　真っ直すぐ見つめて。


「こんの、馬鹿力が」


　それは聞いたことのある声だった。


　聞いたことがある、眠そうな、だるそうな、やる気のない声。


　人生をなめてるような、むかつく声だ。


　それにクラウはさらに大きな笑みを浮かべた。そうか。そういうことか、


「……ライナ・リュート」


　相手の名前を呼ぶと、敵は、ナイフで切り裂かれた覆面の切きれ端はしを、ひょいっと捨すてる。


　やはり気け怠だるそうな、むかつく顔が現れる。


「もうバレちったか」


　口く調ちようも軽い。雰ふん囲い気きも軽い。


　だが、殺気だけは、消えてない。


　なにしにきた？　とは、もう聞かない。この、殺気だけで、彼がなにしにきたのかは、わかる。しかし、


「……本気でやれば、俺に勝てるって？」


　クラウが言うと、ライナは困ったような顔をする。


「……どうかな？　難しいかな？」


　あくまでとぼけた顔で、そんなことを聞いてくるが、それは本人が一番わかってるはずだった。


　真剣に殺やりあったら、どちらが強いのか？


　そりゃ、時の運だ。


　力はかなり拮抗してる。戦うのは二度目。前回はお遊び。今回は本気。


　でもさっきの攻こう防ぼうで、お互たがいの実力はもう、そこそこ見えた。


　なら結果は、時の運が左右する。どっちも手て加か減げんなんてできない。


　だから、


「……どっちかが死ぬ前に、ちょっと聞いときたいんだが、いったい、なんだ？　どういう理由でおまえ、ここにきた？」


　クラウは聞いた。


　するとそれにライナは、


「え？　ああ、そりゃ……」


　答えようとした。


　だが、そんな答えはやはり、必要ない。最初から必要ない。ライナの殺気を見ただけで、こいつが、ここになにをしにきたのかなんて、わかっているのだから。


　だからいまのは、噓フエイクだ。言葉のフェイク。


　ライナの言葉の途中で、クラウは自分の腕のナイフを抜く。投げる。それにライナが驚いたような顔になる。とっさによけようとする。


　だがもう遅い。


　それじゃ遅すぎる。


　クラウは、右腕を解かい放ほうする。


　呪いを解放する。


　これですべてを終わらせるのだ。


　でもそれはなんのために？


　なんのためにそんなに、人の命を奪うばおうとする？


　だが、その答えも簡単だった。


　ここは戦場で。


　そしてライナ・リュートは敵で。


　なら、答えは一つだ。


　ライナを。


「…………」


　敵を、


「……殺す!!」


　クラウ・クロムは右腕の呪いを解放しながら、そう、叫さけんだ。






　あとがき







　はい連れん続ぞく刊かん行こう、二か月目！


　死ぬ！　死ぬよ！


　と叫びながら、あとがき始めまーす。


　いやね、もうね、ここのところの伝勇伝はものすごい変へん革かくの時じ期きを迎むかえているみたいで、事件のラッシュなのです。大変なことになっているのです。原稿だけじゃない忙しさに死にそうになっているのです。


　まず、大変なこと、その１!!





　今後短編集が発売されることが、なくなりました！（えー!?）





　というのも、僕が『ローランド革かく命めい編へん』を書かきたいという希き望ぼうを編集部に伝えたからです。それをどこで書こうかとずっと模も索さくしていたところ、もういっそ、短編やめて、そっちを書いちゃうか！　ということになり、今後は『とりあえず伝説の勇者の伝説』シリーズがなくなり、長編並の大量書き下ろしが入ったローランド革命編に、いままで書かれた短編が、おまけぐらいな感じで、２、３本載る、みたいな感じになりそうです。


　すでに『伝勇伝ＳＨＯＷ１』という、『とり伝』の後こう継けいにあたるはずだったシリーズのタイトルが世せ間けんでは広告で打たれているのに、もう、それ全部やめて、新しい展開を始めてしまうのです。


　そしてそれが、来月にはすぐに発売されてしまうのです！


　その名も。


『真伝勇伝・革命編　堕おちた黒い勇者の伝説１』


　です！


　タイトル、長っ!?（笑）


　内容は、伝勇伝１では隠かくされて、描えがかれることのなかったシオンが王になるまでの空白の二年間を埋うめつつ、ローランド帝国の謎なぞにどかんと迫せまる伝勇伝にとってはかなり重要な内容になっていく予定です。


　クラウやカルネ、ミラーやルークの過去を出しつつ、どうやってシオンに出会っていったのか？


　フェリスやルシルは、そのときなにをやっていたのか？


　シオンはどうやってローランド帝国を革命したのか？


　ローランドにはいったい、なにが隠かくされているのか？


　そんな重要な物語に真剣に取り組むため、僕はなんと、ドラマガの連載も一度止めてしまうことにしました。


　ね？　なんか大事件でしょ？　え？　そうでもない？


　まあでもそんなこんなで、大変なこと、その２は!!





　そういう理由もあって、短編の連れん載さいもやめます事件です。





　十二月末と一月末発売予定のドラマガに載のる、前後編の短編が、なんと六年以上続いた伝勇伝の連載最終回になります。


　実はドラマガ内のアンケートとか、六年も続いた長期連載だったのに、最近はずーっと上位鉄てつ板ぱんだったので、こんなにみんな読んでくれてるのに、僕が革命編を書きたいとかいうわがままで連載やめるというのはすごく申し訳ないなぁ……という気持ちもすごくあったのですが、でもこっちのほうがきっとみんな喜んでくれるという信念のもと、決断しました。


　もちろん連載をやめるかわりに、来年はよりたくさん、よりすごい伝勇伝を出していけるよう頑がん張ばるので、これからも応おう援えん、よろしくお願いします!!





　さてさて、さらに事件その３！（まだあるのか～!!）


　段ボールの中に放置されていた読まれていなかった原稿から僕を発はつ掘くつし、ここまで育ててくれた超凄すご腕うで敏びん腕わん担当Ｍさんが突然、こんなことを言い出しました。


「ねぇ鏡くん」


「はい？」


「こないだ俺、初めて原稿褒ほめたじゃん？」


「褒めましたねぇ」


「でさ」


「はい」


「褒めたってことはさ」


「はい」


「卒業じゃん？」


「へ？」


「絶対に褒めないことで有名な俺が褒めるってことは、もう卒業していいってことじゃん？」


「え？　え？　いや突然なんの話……」


「いやぁ、よくここまで育ったなぁ。僕は嬉うれしいよ。じゃ、あとは頑張ってくれたまえ」


「だからなんの話……」


「担当、変わります！」


「ええええええええええええええ!?」


　というわけで、担当さんが変わりました～。


　ってことは同時に、とよたさんの担当も変わったということになるのですが、向こうは向こうでこんなドラマが繰くり広げられていました。担当さんが言います。


「んじゃ、サオティ、大伝勇伝１の最初に載せる、超約伝勇伝の四コマ切ろうか！」


「え？　え？　超約伝勇伝は、バトロイの四コマと違って、Ｍさんがネーム切るって鏡さんのあとがきに書いて……」


「いや、これは卒業試験なのだよ」


「は？　卒業？　突然卒業って、なんのですか？」


「そりゃもちろん、サオティ独ひとり立だちのさ！　僕担当変わるから。さあやれ。やってみせろ！」


「ええええええ!?　超めんどくせぇ！」


　とサオティが叫んだかどうかは僕は知らないで勝手放ほう題だいに書いてるのですが、その、四コマのあまりの完成度の高さと面白さに、


「卒業!!」


　と叫んで、担当さんは去っていきました。


　とまあ、こんなギャグギャグしく書いていますが、僕は担当さんのことは第二の親だと思っているくらい尊そん敬けいしているので、Ｍさんと別れるのは恐こわくもあり、誇ほこらしくもあります。


　でもなにより言いたいのは、伝勇伝も、エル・ウィンも、鏡貴也も、Ｍさんが発掘し、育ててくれていなければ存在しないわけで、感かん謝しやをしてもしてもしたりないくらいです。


　だからこんな公共の場で、私し信しんです。


　Ｍさん本当にありがとうございます。Ｍさんと過ごしたこの七年間は、僕の誇りです。このご恩おんは一生忘れません。いつかまた、一緒に作品に携たずさわれることができる日がくることを願っています。


　そしてこれはきっと、とよたのサオティも同じ気持ちだと思います。


　だからじっくり療りよう養ようして、いつかまた、一緒に仕事しましょう。いつまでだって、ずっと待っています。





　そして、Ｍさんという大きな存在から卒業し、僕は考えたのです。


　もっとすごくならないと顔向けできないと。そういう意味での『とり伝』や『連載』の終了だったりします。


　もっとおもしろいものを。もっとみんなが喜んでくれるものを。もっとすごいことを。Ｍさんが遠くから見ても、頑張ってるなと思ってもらえるようなものを、これからも作っていきたいと思っています。


　伝勇伝も、鏡貴也も、これからどんどん新しいことに挑ちよう戦せんしていくので、あの、みなさん、よろしくお願いします!!





　ということで、新担当を、紹しよう介かいしまーす。


　ってか、臨りん時じの新担当様にして、ファンタジア文庫編集長の、Ｋ藤さんです。


「もぉ鏡く～ん、僕忙いそがしいんだから、ワガママばっか言うの、やめてよ～」


　と言いつつ、僕のワガママをどんどん形にしていってしまう、他のレーベルの方たちからも有名なスーパー美形編集長様です。年ねん齢れいも僕よりちょっと年上くらいなので、いわゆるヤングエグゼクティブ（若手上級管理職）ってやつじゃないの？　エリートじゃないの？　ヤンエグじゃないの？（と、恒こう例れいの嫌いやがらせをしつつ笑）


　Ｋ藤さんと僕は、会うともう、異常なまでの熱さで語り合います。


「今度のモーターショー、いく？」


「いきますよぉ」


「うわ、うらやましいなぁ」


　って車の話ばっかかよ！


　という冗談はさておき、Ｋ藤さんは異常なまでに忙しいのに、ワガママな僕の相手を根こん気きよくしてくれる上に、ほとんどの意見を汲くんでくれます。ほんと、お世話になっております。


　なんせすでに広告打ち終わってるのに、急に連載やめる！　革命編書く！　とか言い出す僕のワガママに、バシバシ対応してくれる上に、じゃあもっとすごいことしようぜ！　こっちのほうがすごいぜ！　とか提てい案あんまでしてきてくれて、いつの間にか僕は、


「あれ。あれあれ、こっちから提案したはずなのに、知らない間になんかすげぇめんどくさいことになって……あれ、あれえええええ？」


　さ、さすがヤングエグゼクティブ……


　てな展開になっております。


　でも、そんなこんなでみんなで一いち丸がんとなって頑張っております。


　そんな伝勇伝を、こらからもよろしくお願いします！





　と、こんな感じで、いまの近況はほとんど報告し終わったかなぁ。


　あ、そういやあとがきで書かなきゃいけないことがあったんだった！


　前回のあとがきで、伝勇伝新カバー本発売の告知のときに、『もう、この本が発売されてるころには書店に並んでるだろうから、大きな書店にいってみてください』と書いたんだけど、それに、ちょっと待てぇえええというメールをもらいました。


　大きな書店だけじゃないよ！　うちは中っくらいの書店だけど、わざわざ注文して取り寄せて、そしたら帯に２００万部突とつ破ぱって書いてないのがきたから、クソー!!　とお手て製せいの２００万部突破ポップ作って、全巻面めん置おきで並べたよ！　伝勇伝ラブ魂だましい見せたよ！　だからちっちゃいところも、中っくらいのところも、頑張ってるからのぞいてみてねって書いてくれると、嬉しいな……


　という、感動のメールがきてしまって。


「ご、ごめんよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」


　と、くずおれました（まじで）


　そうだね！　中っくらいのところも、ちっちゃいところも頑張ってくれてます。もう、すげぇ感動しました。ほんとごめんね。応援してくれて、ありがとね。ポップとか、ほんと嬉しいです。ありがとう。


　みんな、近くの書店ものぞいてみようぜ！


　書店様の好みによってそれぞれラインナップが違うだろうけど、伝勇伝好きな書店を見つけてみようぜ！


　そしてみんなで世界制せい覇はするぞー!!


　オー!!（って、なんか宗教じみてきたなぁ笑）


　でもほんと、ありがとう。いつも言ってることなんですが、作品はみんなの応援にのみ支えられて、続けることができています。


　いつも本当にありがとう。


　そしてこれからもどうか、よろしくお願いします。





　さてさてこんな感じで、そろそろページがなくなってきたので、終わりにしたいと思いまーす。


　次に会えるのは、来月発売の、


『真伝勇伝・革命編　堕ちた黒い勇者の伝説１』


　ですね！


　そしてその月末には、ドラマガで連載の最終回・前編が載るはずです。たぶん、最終回をするにあたって大々的に特集とかもありそうとか言ってたような気がしたようなしないようなどうだっけ？


　とにかくなにかあると思うので、ドラマガもよろしくです。


　詳しいことは、ドラマガや、僕の公式ページ『鏡貴也の健康生活』や、富士見書房が作ってくれてる伝勇伝公式サイトでチェックしてみてください！


　ではでは、来月のローランド革命編を、よろしく！







鏡　貴也





大だい伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ２


明日をも知れぬ大合戦





鏡かがみ　貴たか也や
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